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はしがき

　　　　本研究の目的は、18世紀の個人の出版されていないマニュスクリプトの資

　　’料を核にして、他に文学テキストや出版された歴史資料などを使って、18世

　　　紀イギリスの女性の文化的活動と自己認識を考察することである。社会的大

　　　流行でもあり、文学上でも際立った特徴となった「感受性」　’sensibiユity’

　　　の時代といわれる時期に、弱者に対する配慮がケアを与える側・与えられる側

　　　双方にとって、どのような意味をもったかという点に関し、1）慈善活動の

　　　場で42）母子の関係の上で、というしばしば女性の自己実現の場と位置付

　　　けられる分野について注目し、主に慈善に注目した。　・　へ

　　　　研究期間中の2003年夏期休暇を利用して、大英図書館の資料を読むことが

　　　できたことにより、慈善活動については、個人の慈善と組織的慈善の両方に

　　　ついて研究を進めることができた。スペンサー伯爵夫人（GeOrgiana，

　　　COuntess　Spencer）の膨大な書簡・目記（未出版マニュスクリプト）の研

　　　究には、長期のロンドンでの手稿資料閲覧期間が必要となるが、2003年の一

　　　ヶ月しかそれにあてることができなかったので残念であるが、集中的に読ん

　　　できた部分については非常に興味深い事例を引き出してくることができた。

　　　組織的慈善に関する文献では、18世紀半ばに設立された売春婦更生のための

　　　慈善施設（The　Magdalen　HOuse／HOspital）に関わる出版物（出版され

　　　たもの以外は失われている）及びその設立に関わった人物の出版物を同じ滞

　　　在中に読み、論文集に載せる論文を仕上げるための資料確認を行うことがで

　　　きた。

研究組織

研究代表者：　鈴木実佳

交付決定額（配分額）

（静岡大学人文学部助教授）

金額単位：　千円

直接経費 間接経費 合計

平成14年度 900 0 900

平成15年度 1400 0 1400

平成16年度 500 0 500

平成17年度 500 0 500

総計 3300 0 3300
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序章

1）慈善活動についての研究動向と本研究

　個人の時に応じた慈善から、組織だった慈善へ、そして福祉国家へという大枠（18世紀

の貿易などで成功した人々が中心となって行われていた慈善組織は特に興味深く・組織化

された慈善には、社会的国家的要請や商人のセンスがとりこまれて、その点でも注目に値

する）はあるが、その発達形態をたどるよりも、多様性と、新旧混在の在りかた、個人的

努力と組織的運動の相互関係や共存に関心が寄せられている。

　このような多面的な動きをみせる慈善活動のなかで、個人の努力は、資料が残りにくい

ので、その実態を把握するのが困難であるが、より深い研究が必要とされる。個人の領域

での慈善における助ける側と援助を受ける側の間の関係を考察することがこの研究のひと

っの目的である。これを考える場合に、前近代の慈善においては、与える側の意図に重点

があり、近代の慈善では、与えられる側に重点があると言われている。与える側の心理的

宗教的満足から、与えられる側の道徳的改善による実益の確保に重点が移ったというので

ある。与える側が自らの心の問題としてのみ捉えていた慈善が、与えられる側の生活や道

徳への監視・介入を伴うようになるということだ。与える側から見た受益者であれ、監視・

評価・介入の対象としてではあれ、与えられる側への関心・注目が生ずるということにな

る。この流れの中で残ってきた資料を参照することで慈善の実際を探ってみよう。

　この研究で扱う資料は、スペンサV・一一・関連では、大英図書館所蔵のオルソープ文書コレク

ションに収められているスペンサー伯爵夫人がのこした書簡の中の、慈善に関する手紙及

びバー一一・・スでの夫の療養時に彼女が友人のハウ夫人と交わした手紙さらに出版された書物

としては俳優ギャリックとの書簡集、娘のデヴォンシャー公爵夫人との間の書簡集である。

その他の慈善関連では、出版されたフィクションの他に、慈善施設創設への寄付をよびか

けるための冊子、慈善施設での説教を出版したもの、慈善施設の運営報告書などの出版物

や、私的ネットワークを頼ってバースで晩年を過ごしたセアラ・フィールディングについ

ての記述を含むエリザベス・モンタギiの書簡資料などである。

　手稿資料のなかでも請願書が保存されたものは、18世紀の貴族と困窮者との間に存在し

た私的な慈善の領域について多くを語ってくれる貴重な資料である。慈善を必要とした

人々が何を要求し、そしてどのような態度をみせたのか・貴族はそれに対してどのような

対応をしたのか、両者の間にはどのような相互関係があったのか・ということを考察する・

スペンサーの資料には、多くの人々からの慈善を請う手紙が整理されて保存されている。

　そして、その人々の中の一人、メアリー・ジャクソンに特に焦点をあてて、第二章でと

りあげることにしよう。この研究の中で最も注目すべき人物は・このジャクソンである。

微は、郁人でもなく出版物のあっ儲者でもなく、単に鰭を請うた繍的に困難な

状況にある一女性である．大多数の請願都ミ、樋の手紙を出して終わってしまうのに対

し、このジャクソンは、…通を超える手紙を書き送っている（表・参照）・そ噸だ｝ナ
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でも注目に値するが、それ以上に興味深いのは、書かれている内容である。1782年から

1800年の間に彼女が一人の富裕な貴族夫人に送った手紙が見せてくれるのは、慈善の場で

交わされていたコミュニケーションの豊かさであり、普通ななかなか資料として残らない

慈善を受ける立場の人が発する情報である。

　この二人は、主に手紙で結ばれている。時折顔を合わせ、話をしたことも記録されてい

る。勿論、彼女たちは友達同士というのではなくて、双方ともに、この関係というのが、

名士とそれに依存する困窮者という伝統的な領主と被支配者の関係に準じているという了

解がある。支配者の伝統的父権的な権威と守護、被支配者の服従と尊敬に基づき、社会階

層秩序を支えるシステムの一部としての庇護関係である。18世紀半ばの人々の日常を書き

とめる欲求、コミュニケーションへの渇望、書かれたものへの愛着、交信を可能にした配

達ネットワークの整備を象徴する手紙という媒体自体非常に興味を集める。明白な上下関

係をもつこの二人の間に成立している手紙の世界は、ジャクソンの尊敬と感謝と賞賛に満

ちた表現によく表れている。しかし、それだけでは済まない世界を手紙をという媒体は作

り上げた。明白に不平等な関係にあるはずであるのに、ジャクソンが書く手紙は、時折同

じ価値観をもった人々が形成するコミュニケーションの結束の場を作りあげる。スペンサ

ー伯爵夫人は、読書量豊富な文化人である。ジャクソンは、そのスペンサーを愉しませる

文学的力量を自分がもっていることを知っていて、同等に話しかけて構わない場として文

学的領域を作り挙げる。これを可能にしているのは、手紙という媒体の特殊性と、感受性

の文化である。18世紀の社会が可能にした私的な慈善の場は1富裕者と貧困者の間の会話

の場である。そしてその会話は、両者の間の直接の手紙の遣り取りで保たれる。手紙とい

う媒体が作る場で、ジャクソンは、物乞いの言葉を凝った物語へと発展させることができ

た。皮肉にも、上下関係の強い個人的関係の場が、豊かなコミュニケーションの場を提供

し、社会的秩序の維持に貢献する手段であったものが、平等な会話の場となっていた。社

会的にも経済的にも遠く離れた者同士が、かなり親密な関係を築くにあたって手紙が果た

した役割は大きい。

　ジャクソンは、ある程度以上の教育を受け、そして生活をしていた女性で、夫を亡くし

てから困窮した。そのため、資産をもたないことの苦しみをより深く感じたであろうが、

未亡人となってからの苦難をより強く訴えることができる手段をもっていた。彼女の経済

的困難は、他の困窮する多くの人に比べればたいしたことはなかったかもしれない。しか

し、苦しみを主観的にとらえることに了解のある社会で彼女はその落差の大きさを非常に

感じ、そしてそれを文書の形に書き表すことができた。彼女が慈善の対象となることがで

きたのは、主観を重視する文化と、同情を重視する文化、そして彼女個人の文学的才能に

より、彼女の現実の生活を支えたのは、文学と文学を介して多くの人に共有されていた文

化である。

2）与える人：　スペンサー伯爵夫人
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　第一章で詳しく述べるが、マーガレット・ジョージアナ、スペンサv・・一一・伯爵夫人

（1737－1814）は、スティーブン・ポインツ（1685－1750）とアナ・マリア（－1771）の娘と

して生まれた。ポインツは、職人の家の出であったが、大学教育を受け、貴族の秘書など

を勤めた後に外交官として成功した人物であり、妻は当時評判の美人であった。1755年・

ジョージアナは、21歳の誕生目直後のジョン・スペンサー（1734－83）と結婚した。彼は、

スペンサー家だけでなく、モールバラ家の財産（セアラ、モールバラ公爵夫人が彼に残し．

た財産）も相続した大金持ちで、また結婚から10年後には、伯爵となった。

　キャサリン・トールボットがエリザベス・カーターに次のように言ったとき、カーター

の答えは「スペンサー夫人」であった。「優美さと肩肘張らない身のこなしに、節度と判断

力とかわいらしさと元気と無垢と誠実さを混ぜた表情、それに生き生きとして面白い物腰

を合わせたら、誰になる？」　、誰もがその意見を尊重する賢いカーターに、このように

才色兼備で愛嬌がありしかも面白い人物として名前をあげてもらうことができる幸運に恵

まれた女性はなかなか見つからないであろう。スペンサーは、危なげなく人生を謳歌して

いる人物であり、自分の善行を人に知ってもらうことにも余念がなかった。特に、晩年は、

「人々のために善行を行う」ことに専念し、「自らの立場をわきまえて模範的に義務を果た

し」、「善意と敬度からの行動を決して忘れるようなことはなかった。」と死亡記事には書か

れ、彼女の慈善活動が称えられた。

　彼女の慈善活動は、まずキリスト教徒としての基本的な心得からきているといっていい

であろう。彼女は、日々の生活で宗教的であることを特に強調することはないが、キリス

ト教を堅持し、’ ｩ分の立場に満足しながら、自分の役割について深く考えることもしばし

ばだった。彼女が宗教的な事柄について相談した人のなかには、カーターがいた。カータ

ーには、「私は、幸いなことにキリスト教について根本的な疑いをもったことはありません」

と書いている。しかし、不安になることもあった。それは、日々の用事に追われて、瞑想

的な静かな生活をしていないという認識によるものだった。「私は、世俗的な事柄に対して

強い愛着をもっており、宗教的な義務については無関心だと思います。それで自分の状況

のことを考えると恐ろしくて震えずにはいられないのです。」と彼女はカーターに不安を告

白している。それに対して、カーターは社交的な生活をやめるようにだとか、無理なこと

は強いず、彼女ができることに専心して安心することを助言する。

　あなたは、「生活しているとあまりにもたくさんの仕事があって、本来必要であるひ

　とつのことに関心を向けていられません」とおっしゃいます。そういう仕事を正し

　く行うことこそが、必要であるひとつのことそのものです・あなたの義務は・孤独

・な隠遁者の抽象的な沈思ではなく、世の中の公の劇場で重要な役割を果たすように

と神によって割り当てられた人瀕う義務です．神の是認が得られるよう｝こ常に努

　め、常に神の助けを求めてこの役割を忠実に果たしていくよう努力すれば・すべて

　はうまくいくのです。
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カーターはこのように、裕福な人の日常の生活を是認しながら、宗教的義務を果たすこと

ができる心得を伝授している。公の場で彼女が行うことができる最善の仕事は、慈善であ

り、それを行うことは、彼女の不安と恐れに対処することでもあった。

　「世の中の公の劇場」で、彼女は注意深く自分を提示する必要を知っていた。肖像画を

描かせるということの意味、そして肖像画ではどのように描かれたいか、彼女は熟慮して

自分のイメージを作成させてようだ。若いころのポンペオ・バトー二による肖像画では、

教養ある多才な知的に活発な女性として、レノルズによるものでは、子供を守る母親とし

て、そしてゲインズバラによる肖像では、地味で穏健な未亡人として描かれている。そし

て、肖像画のみにて自分のイメージを残そうとしたのではない。画家の手を借りて自分の

姿を残そうとした裕福な人は多いが、彼女はそれ以上のことをした。彼女の夫が財産を相

続したモールバラ公爵夫人も、彼女の娘のデヴォンシャ公爵夫人も、政治の世界で光を浴

びる活躍をしたが、彼女はそれは選ばなか6た。政治について関心をもち、手紙に書くこ

ともしばしばであったが、「政治のことは生来嫌いで、政治について書くのは面白くありま

せん。個人的なことでも、公のことでも、私は平和と静謡の方に向いてしまいますから」

と彼女は述べ、夫のジョンがそうであったようにその世界に躍り出ることはなかった。彼

女が舞台として選んだのは、慈善活動であり、しかも彼女はその記録を大切に保管した。

　19世紀の女性と慈善について語るときには、慈善の半ば公的なスペースがヴィクトリ

ア朝の女性に与えた特殊な活躍の場としての特性が注目される。奉仕活動は、家庭の女性

に、家庭の延長としての性格を保ちながら社会の組織である慈善団体や慈善組織での仕事

を与え、それが他の公の仕事への道を確保したという見方ができる。19世紀の場合、公

的組織としての慈善団体、公の領域とのつながりをもつものとしての慈善の性格が注目さ

れる。スペンサーの場合はどうか。彼女は、女性慈善会の重要なメンバーの一人で、組織

のなかでの役割も担っていた。しかし、彼女の慈善の中心は、そのような組織の中での活

動ではなくて、個人的な場で行われるものであった。彼女にとって、弱者のケアは、土地

所有者の夫を持ち、土地の経営に関与する女主人の義務の一部であった。貴族の女性は、

普通、土地経営、地元の教会や学校の運営、慈善、バトロネッジに関与していた。彼女た

ちは、お飾りの人形のように家の中に座っていればよいのではなく、社会での役割を果た

していくことを期待されており、女性が家庭の中のことに専念するものであるとしたら、

貴族女性の日常は、女性であることによって規定されるのではなくて、貴族であるという

階級によって規定されていた。彼女たちはまた、上流の者の集まりに参加するだけでなく、

困窮した人々と直接の接触をもつ存在だった。

　慈善がさかんに行われた時代でもあり、貴族女性の当然の行動と言えても、それが顕著

になると、やはり世間はその行動にたいして多少意地悪なコメントを付した。人々はその

善行を賞賛しながら、含みのある発言をしている。「［グレンヴィル夫人］が、［スペンサk・一一・・］

の良き性質を並べ挙げたリストを読み返しておりました。そして彼女は、スペンサー夫人

K
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は、慈悲深くて、それが過ぎると言っていいくらいです」などと述べている・

　手紙を読みそして書いて過ごす時間、請願者の話を読み、判断する時間は・スペンサー

にとって大切な時間だった。請願者の手紙は、組織的に保存され・名前のアルファベット

順に並べられている。手紙の端には、スペンサー自身の筆跡で・いくら渡したとか・これ

は怪しいとか、手紙に対する対応のメモがとられている。また、彼女が書いた返信の写し

がはさまれていることもある。

　裕福な夫人の私的慈善活動は、訪問というかたちで行われて、文字となって記録として

残ることが多くないが、スペンサーの場合、遠隔地からの申請も受け入れるという事情で、

手紙を介する機会が多く、記録が残る可能性があった。その可能性を確かなものにしたの

は、彼女自身の記録管理を好む傾向と、自らの慈善への傾倒を記録として残したいという

意図である。

　手紙を書き、読み、それを確実に保存することによって、彼女は日々の自分の生活を管

理して自分に対して働きかけ、自分の恵まれた環境に是認を与え、そして後世に生きる私

たちに対して彼女の人生の軌跡をたどるようにと働きかける。

3）慈善と物語
　この時代の慈善は、物語に依存していた。請願者たちは、自分の過去、特に不幸にも困

窮生活に陥った理由、いかに自分が温情をうけるに相応しく、救われるに値するか、をと

くとくと語り、人生の物語を語ることが重要だった。売春婦更生慈善施設創設の際にも、

そこに収容された女性がどんなに不幸な身の上から救われたかということを語る人生の物

語集が出版され、自分の不幸な体験と救われた者の喜びと感謝を一人称で語ったものを一

般読者に提供して、施設の有効性を訴え、共感と同情心を誘って更なる寄附を集めること

が重要であると考えられていたことがわかる。

　物語には常に虚偽の危険があり、特に慈善の場で語られる物語はその危険が直接露見し

た。あとになって金銭を騙し取られたことがわかったり、調査が功を奏して援助を差し向

けることを控えたりすることもあった。請願を受ける人々は、真偽のほどを確かめる人を

使い、聖職者の未亡人のリストを調べさせたり、描写してある地域に派遣して、近所での

評判を確かめさせたりした。

そんななかで、メアリー・ジャクソンは、請願書の手紙をスペンサーに書き送った何百

人のなかの一人である。彼女の存在がスペンサーに知らされた際にも、スペンサーはドッ

ド夫人を派遣して、手紙に書かれている情報が本当であるかどうか確かめさせている。彼

女の場合、物語を語る力が特に優れていて、スペンサーとの間に特殊な関係をつくってい

る。ジャクソンは、特にスペンサー・一・一と地域的なっながりがあるわけでもなく・彼女の立場

が際立って特別だったわけではなV・．彼女の手紙の面白さ・雄弁に語られる物語・語られ

る物語の多さ、そしてその頻度を見ると・それで納得することができる・

　メアリー・ジャクソンについては詳しくは第2章で述べるが・紹介者の手紙を見てみよ
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　　く

う。「スペンサー伯爵夫人へのこの手紙の筆者は、自ら望んで［ジャクソンのために］奉仕し

たく、一家は自分の名前も人物も知らないのです」と自己紹介し、「最も剛健な人々でさえ

も絶望の深みに沈めてまだ余りあるような大きな積もっていく悲惨な悲しみの悲しい運命

のもとで奮闘している美徳と功徳を助けるために」請願すると述べる。ジャクソンー家の

状況が語らえる。しかし、一家にとって未知の人が一家のために請願するというこの人物

関係はかなりおかしい。フィクションでよく使われる傍観者としての立場に徹しており、

不自然である。ここに書かれている状況が現実であるということがスペンサV・一・・のエージェ

ントによって証明され、関心はジャクソンに移っていってしまうので、この手紙を誰が書

いたのかということにっいては調査などが行われた形跡はない。ただ、この手紙の作者は、

スペンサーの注意をジャクソンに向けさせるという目的を達して、記録から去ってしまう。

　ジャクソン自身の署名がある手紙が書かれ始める。はじめは理性を強調した分析で、自

分の状況を客観的に伝えているということを前面に押し出した手紙である。その後、慈善

の対象者となり、感謝の涙を流し、心を強調した手紙に以降するが、ドッド夫人が手紙に

書かれていることが事実であるということを証明するまでに書かれた約20通では、分析と

心情の吐露を織り交ぜて書いている。信用することができ、慈善の対象者として適格であ

ることが認められて、両者の関係確立の後には、親密でなれなれしすぎるのではないかと

思われるような、崇拝の手紙が連なる。例えば、スペンサーはジャクソンにとって「守護

天使」であり、「すべて」であり、「世界」であって、「奥様の服の裾を少しいただけないで

しょうか？以前、聖ウイニフレッドの耳だと言って聖遺物を私に渡そうとした人がいたの

ですが、それ以上に私はあなたからいただけるものに信仰をもっています」と言って崇め

る。また、「24時間のうち少なくとも18時間はあなたのことを考えています。毎晩夢であ

なたに会う幸せのことは除いても」と熱烈な恋をしている者のような口もきく。

　そこで興味深いのは、スペンサーの反応である。不思議なことにスペンサーは嫌がらな

い。嫌がらないどころか、ジャクソンの耽溺を奨励するような節もある。スペンサーにと

って、ジャクソンの手紙は楽しみであったのだ。ジャクソンは、文学的素養をもとにして、

知的な愉しみを与える手紙を書いており、スペンサーはそれをたきつける。スペンサーが

作家になるのはどうかと提案してくれているが、想像力を駆使する作家だったらなれるよ

うに思われるので、努力してみるという返事をジャクソンは書いた。また、14歳からフィ

クションを書いているということ、スターン流に書くことができるということも彼女は主

張している。

　実際、ジャクソンの筆の力を身内が警戒する。身内であるワイバーン夫人は、「彼女のも

のを書く才能で私は苦しめられてきています」と筆の力で人を魅了してしまうジャクソン

のことを指摘し、「熱し易い気性をもっていて、彼女が言うことは厳密な真実に限らない」

と言って、ジャクソンの想像力及び創造力を警戒するようにスペンサーに訴えている。ス

ペンサーはこのような手紙を受け取ったが、警戒するどころか、書く才能を発揮するよう

にけしかけた。しかし、才能のないような人々がたいしたことのない作品を出版すること
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が可能になって、そのような人々が我がもの顔にのさばっている文学界を批判し、作家に

は結局ならなかった。

　そして、ジャクソンは、スペンサー家の書記にならせてくれないかと申し出る。書記で

あれば、側にいることができ、また、スペンサーの長男の書記であれば、一家の手紙の遣

り取りの中枢に入り込んで、ジョV－・一・・ジアナの手紙を読み、ジョージアナに手紙を書くこと

ができると考え、男性に女の書記をっけることを案ずるかもしれないが、「老婆なので性別

は関係ない」であろうから大丈夫だと余計な心配を自分で想像し、そしてそれに対する答

えも予め用意するという周到さも付け加えた。この申し出はしかし却下されたようだ。

　ジャクソンが選んだのは、自分の書く才能によってスペンサV－一・・の個人的好意と援助を得

ることである。彼女の手紙は、かなりの期間定期的で、まるで月刊報告か、雑誌の連載の

ように頻繁に送られそいる。彼女は、出版することによって「ペンで生きる」ことはしな

かったが、慈善の場で「ペンで生きる」ことを選び、一般大衆ではなくて、知的で慈悲心

に富んだただ一人の人、自分が絶大な尊敬を向けることができるただ一人の人を自分の書

き物の読者としたこの上なく幸せな著者だった。反対にセアラ・フィールディングは、互

いに理解することができる小さなコミュニティを希求しながらも、出版によって書いたも

のを一般の人々に提供し、一時は人気を集める作家となったが、結局は生涯楽ができるほ

どは金銭を得ることはできず、親しい人々を次々と失い、バースでの女性の集まりの中心

になっていたエリザベス・モンタギュには時折親切にされながらも距離をとられ、寂しい

晩年を迎えた。

　慈悲心に訴える文学は、繊細になりたい人々に、どういうことに心を動かし、感動し、

涙を流すか、どうやって慈悲心のある文化人になることができるかということを教えた。

メアリー・ジャクソンのような人物は、どうしたら自分がその文化を共有していて、自分

が関心と慈悲の対象として相応しい人物であるかということを訴える術を、センチメンタ

ル文学だけでなく宗教的なもの、風刺、ゴシック小説、人生物語、その他可能な限りの文

学的コンベンションから学んで、活用していた。

文学的流行に影響され、そしてそれを利用していたのは個人ばかりではなV’・繕組織

の活動にあたってもこれは大きな意味をもった。人間関係をどのようにとらえるかという

ことは、助けの手を差し出す側と助けの手を求める側というふたつの役割がはっきりして

いる人々がいて、相互に関わりを求めることで生ずる場である慈善の場では・日常生活の

場より植接的に綱に表れてくる。物語や文学と繕の関係を繊的鰭の場で・ジャ

クソンの場合とは違った視点から考察しためが第6章である。

4）構成
報告書前半部分では、ジョージアナ、スペンサー伯爵夫人と鰭・っま嫁族以外の者

との関係を、そして微嫁族の中でケアを与える立場になったときの状況を分析する・

第2章は、’Mary　JacksOn，　a　petitioner　and　her“esteem’d＆E▽er　belo▽’d

一11一



Benefactress”’，　『静岡大学人文学部人文論集』53－1（2002）1163＿74をもとにして

拡大発展させたものである。第3章は、研究分担者として加わった研究「生命ケアの比較文

化論的研究とその成果の基づく情報の集積と発信」平成15～17年度基…盤研究（B）（2）研

究代表者・松田純、課題番号15320002の研究成果報告書に発表した論文のもとになってい

る。後半部分では、まず慈悲心や他人への親切についての18世紀半ばの考え方を概観し、

そして請願するほど困窮してはいなかったが、決して豊かな暮らしをしていたわけではな

かったセアラ・フィールディングが女性たちの助け合い輪のなかでどのように振る舞いど

んな待遇をされていたのかということを考える。そして最後に、組織的慈善で、女性たち

の寄附も多く集めたマグダレン・ハウスの場合をとりあげ、18世紀から19世紀にかけて、

女性はこうあるべきであるとか、女性に対して期待するものが大きく変わっていく中で、

慈善の対象として、かなり特殊な立場に立った女性たちが、どう規定されていくのかとい

うことをみていく。第4章は、’The▽icar　of　Wakefield　and　Bend▽oユence’，『静

岡大学人文学部人文論集』52－1（2001）：211－21をべ一スにしている。第5章は、’Bath

and　the　Care　Of　a“pOOr”Woman’，　『静岡大学人文学部人文論集』55－1（2004）：

115－29、第一6章は、「不運な女」と「堕ちた女」　一　十八世紀から十九世紀の慈善と

売春…婦、『身体医文化論3　腐敗と再生』小菅隼人編　（慶雁大学出版会、2004）：208－28

として発表した論文を若干加筆した。後半では、慈善やケアの場での男性・女性、男性的

なもの・女性的なものが一つのテーマとなる。この研究の当初計画では、慈善と母子関係

を中心とすることになっていたが、母子関係については、スペンサーとデボンシャの母子

が少々登場するだけで、詳細な検討をするには至らなかった。スペンサーについてこれを

行うには、長期ロンドンに滞在し、手稿資料を更に読む必要があるがそれが叶わなかった。

今後のテーマとしていきたい。付録にはキーワードのリストを載せ、そのキーワードが登

場する18世紀の散文作品の抜粋をCD－ROMに記録した。
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1．・Lady　Spencer’s
zeaY．・1

、1ife　in　such　exercises　of　a『七i▼e　chaエity＆

1）　AmOtherly　fiqure

　　　　　　　Margaret　GeOrgiana，　COuntess　Spencer　（1736－1814）was　a　daughter　Of

Rt．　HOn．　Stephen　Poynt二z　and　his　wife，　a　renOwned　beau七y　and　maid　of　hOnou＃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
t二〇Queen　CarOline，　Anna　Maria　POyn七z．　She　married　JOhn　Spencer，　afterwards

creat・d　Earl　Sp・ncer・One・f　th・iy　ch⊥ldr・n　wa・G・・rqiana”the　celes七i・l

Du・hess「・f　D・▽・n・hire，　a　friend・f　th・Prince　gf　Wales（↓at旦Ge・rgeエV）

and　Whig　p・li七i・al　h・・tess，・七h・head・f・pP。記亡」・h　’ o・bユエc’　・・2 ALady
Sp・ncer・s　circum・t・nce・all・wed　her　t・be　culti▽a七ed　by　d・n▽ersati・n　in

sOdie七y　and　extensi▽e　reading．　When　Catherine　Talbot　tOld　Elizabeth　Carter

to　、Join　tO　elegance　and　ユeggi∂drezz∂　of　form　a　cOuntenance　m工xed　up　Of

modesty，　sense，　sweetness，　spiritr　innoOencet　and　sinceエity’　and　a　manneac

equally　li▽ely　and　engaginq’and　guess　wh・it　Wa・，　Carter「・an・wer　wa・’Mr・・

Sperlcer’．3　POrtraM二sby　BatOni　and　ReynOlds　shOw　heU　as　a　gracefulr　charmingr

affectiOnate，　sObe　rc，　and　int二elligent　persOn．　She　was　nOt　an　au七hOrr　but

a　remarkabiy　prOlific　le七ter－writer．

　　　　　　　She　was　a　matriarchal　fiquエe　tO　rely　On．　CorrespOnden己e　between　the

m・ther　and　the　dauqhter　i・w・ll　kh・wn，　where　Ducher・・f　De▽・n・hire・eek・

fOr　her　maternal　tenderness　and　fears　her　fOrc　her　authOrity．　The　Duchess

addresses　her．m。ther　affecti・nately　and　respectful半y・’エ1・▽e　Y・u，　DeareSt

M．as　an　ad。r・d　m・ther，　as　a　darUng　friend「and’エndeed，　Dst　M“L　r　n・thエng

・nc・uraqe・me　like　y’ Eur！etter・’・4　H・race　Walp・le　represented　her　as　・，

・Spender’s　c・rreSp・nd6nce　with　llari・u・p・。P・e　has　survi▽・d・Thi・paper

i。ba。ed・n　a　part・f　the　papers　in　the　manu・cript　c・llecti・n　in　the　Briロsh

L工brary．　　　，
・Th。　R・xburqhe　Club，　et　al．，ILs・t七er・bf　Da▽id　Garrick　and　Ge・rqiana　C・untess

Sp・ncegr　1759－1779，　ed．　by　Ea・I　Sp・ncer　and　Chri・七・pher　D・b・・n（Camb「idgq：

fOr七hO　Roxburghe　Club，
Joyce　Hemlow，　ed．，　The
Clarendon　Press，　：L972），
3　El⊥zabeth　Carter，

Of　］』e七七ers　between　Mrs．

the　Year　1741　to　l770　；

Carter　tO　Mrs．　Veβey，
、

Oriq
（New　York：AMS　Press，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，in　1760，　when　GeOrglana
▽⊥scOuntess　in　1761・

4　GeOrgiana　Duchess　Of
BessbOrOuqh　PonsOnby’

　　　　　　　　　　　　　　　　　between　the’Yeanc’s　1763　and　1787，

inal　Manuscripts　in　the　POssessiOn　Of　the　Re▽
　　　　　　　　　　　　　　　　　1975）

　　　　1960），　p．39；　Curtユs　D．　Cecil　and　Althea　Douqlas
　　　　Journ∂ユ5　∂nd　ie亡teucs　of　F∂nny　Burney　（Oxford：

　　　　　エ，P．61．
Cather±n。　Talb。t，　and　Eli・ab・th　Vesey　Ve・ey，　A　Series

　　　　Elizabeth　Carter　and　Miss　Cat二herine　TalbOt，　from
　　　　　to　Which　Are　Added，　Letters　from　Mrs．　Elizabeth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Published　frOm　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．M・ntaqu　Pe’nningt・n，　M．A

　　　　　　　エェ，pp．323，　324－25．　The　let二ters　were　wrM二ten

　　　　　Spenc．er　waS　、Mrs’　Sperlcer　before　becOming　a

　and　a　cOuntess　in　1765。
　　　De▽Onsh土re　Ca▽endishへand　Vere　BrabazOn　Ear！　of
　　　GeOrgiana．　Ex七racts　frOm　the　COrrespondence　Of
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h・weYer・arca・午ically’、’the　9・ddess、・f　wi・d・m’・5

　　　　　　　SOme　pOint二〇ut二that　she　was　a　hypOcritet　referring　to　her　own　strOng

attachment　七〇　gamb’1in’g　and　her　admOhitiOn　in　her　lett二ers　tO　the　Duchess

of　De▽onshire　cOncerni’ng　t二he　follies　of　gambling　and　deb七s．6・　工七　is　true

七hat・h・play・d　while・he　ad▽ised・her　daughtert　but・h・wa・ngt・hyp・crite

whd　assumed　innocence．　She　persuades　her　dauqhter　tO　stop　lOsing　a　large

・u血at　the　qaming　table　by　acqu・ing　her・elf　and　apPealキng　t・her　fUial

sentiments：

Ygu＆工皿u・t　ha▽e・・rPe・seri・u・．　c・n▽er・ayi・n　and　makr・。m・fi「m

resOlutions　upOn　the’subゴect　Of　qaming．　工　己annot　do　it　without二

wOunding　my　cOnscience，　but　yOur　doing　it　wOunds　it　dO1ユbly，　as　it

reproaches　me　with　what工can　ne▽er　make　myself　easy　about，　the　bad

exampleエha▽e　set　y・u・and　whi・h　y・u　ha▽・bgt・t・・faithfUlly・imitated・7

Pray，　my　deareSt　G．　tak6　care　ab・ut　play＿and　d・Seエ▽・t・．b・what

エd・Ubt　y・u　are，　wh・ther．y・u　deser▽e　it・r　n・t，　the　id・1・f　my　heart・8

工must　loOk　upOn　it，　as　indeedヰt　is，　a　hea▽y　punishment　upon　myself

wh↓Oh工ha▽e　sOmuch　in▽ited　by　my　former　imprudence　in　thisperniciOus

▽ice．　．．．Could工　re．call　past二times　and　beqin　yOur　education　again

my　first　care　should　be　tO　teach　yOu　and　your　sよster　tO・knOw　t二he　use

and　shun　the　abuse　Of　money，　for　in　nOt　doinq　that　工cannot　but　see

myse；f　the　cause・f　all　th・di・tress　and　anxiety　y・u　underg・・9

She　is　an　adoring　mother，　conscious　pf　the　maternal　duties　t二hat　shOuld　ha▽e

been　fu！filled　during　the　early　education　of　her　daUghters．　PrOfOundly　she

th⊥nks　of　and　strOngly　she　feels　the　respOns工bili七ies．Of　a　persQn　in　charge

，Of　minO工S．

Georg土ana，　Duchess　Of　De▽onshire．　Edited　by　the　Earl　of　BessborOuqh．　［with
Plates，　工ncluding　Portraits．］　（pp．　x．　307．　JOhn　Murray：　LOndOn，　1955）　pp．

145，，113；alsO　see　fOr　the　int二imate　relatiOnship　between　them．f　Arnanda　FOreman，，

GeOrg｜iana：Duchess　Of　De▽Onshire’（London：HarperCollins，1998）pp．4，36－7，
103－9，　and　passim．　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

5Lett二er　tO　“ヒhe　Earcl　Of　StaffOxd，　quOted　工n　Ex亡τ∂c亡s，　p．　48．

6Letters　Of　Da▽id　Garrick　and　Georgiana’COuntess　Spencerc　l759－1779，　k▽；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NF・r・man　assume・七hat　the　Sp・n己er・1・・t　c・nsiderably　in　qamblinq（Ge・rσi∂n・’

pp．　134－35）．
．7 dx亡r∂c亡s’　P．　44．

8　Extr∂cts，　P．　45．

9Ex　t／uc∂cts’　pp．　84－5．
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2）1狽??@Du七ies　Of’each　station

　　　　　　　Alth・uqh　it　d・es　n・t　fail　t。　remind　that・he　pur・ued’a　due　enゴ・ynept

。f　th・plea・ures’that　seem　t・in己lude　qamblinq’her・bituary　remark・thgt

・。he　fulfilied　exemplarily　and・xac七ly　th・dutie・・f　each・tati。n’。f　her

・if6・hd・・h・ne▽er　had　f・rg・七ten　the・ffice・・f　bene▽・・ence　and　pie七y’・1°

’　Lady　Spencer’・care　f・r　the　di・七ressed　wa・exten・i▽e・The　Duchess

・fD・▽・n・hエre　prai・e・herm・ther’・way・f　charitablr　w・rk　and　rep・「ts　an°the「

per・・n’・percepti・n・f　it　which・he　regard・a・a・lander；her　c・mpany’we「e

talkinq・f　the　charminq　way　in　which　y・u　did七he　h・n・ur・・£y「h°use’and

［Mr。　Gren▽土lle］wa・rmninq・▽er　a　li・t・f　y・ur　g。Qd　quali七y・’and　then

。he。・、　L・Spencer　is　s・charitab・e　y・u　kn・w’1．e・ven亡。∂ηexcess’・111t　i・

，ur餌・inqly　wide－ranqed　and　unmatched　in　a　sen・e・What’di・tinqui・hes　hesc

bene▽。lence　m・re　than　i七・ext・hヒi・七hat　it、・wa・rec・rded’at　all；the

apP・ica七i。n・etter・have　been　kep七and・y・tematic日・・y　arranqed　in　an

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　，
alphabetical・rder．　Often　the　react土・n　taken．t・the　apPlエca七’°n’s

。ec。rded　by　her。wn　h’≠獅п@and・・皿e　c・pies・f　her　rep・y・etters　have　sur▽i▽ed・

エnthe　c。㎜。n　f。rm・f　per・・nal　charity，　a　lady　pay・▽i・it・，七・the　unfgrtunate

in七he　neiqhb・urh・。d　and　it　i・n・t　charted　in　writinq・H・we▽er’Lady　Spence「

ch。。e　t。、accept　letter・・f・・lici七ati・n　and　keep　them；・he　clearly　intended

her　chari七able　acti▽ities　sh・uld　n。t　be　ephemeral　but　reqi・tered・The

marqinal　n・七e・七。　these　letter・were．written　d・wn　f。r　her。wn　u・e　and

。▽entua・・y　f。r　her　p。・thum。us　reputati。n・12　By　thi・rec。rd－keepinq’・he

ch。se　t。　repre。en七her・e・f　as　a－pass土・nat・pi・u日pr・tect。r。f　the　needy

。nd’ 浮唐??浮戟@me曲er　in・・ciety．13

10　Gentl6man’s　Magazine，　▽ol．　・84，．1814，　p．　308．

11Extracts’　p．　72．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　．　　．．

（L。nd。n・・P土nter，1989），・25－45・　　　　’
・3What。he　meant　tQ　d・by　her　charitabl・，acti▽itie・is　still　t・b・、analyzed・

F。r．the　±mp。rtance　gf　exa皿inati・n・f　the・ub」ecti▽e　experエ・nce・f　indi▽idual

d。n。r・a・・nq　with　the．　under・ta「id±hg’the　exi・七ing・tudies　essentially°ffe「S

。f　charity　a・a－re・p・n・e　t・the　need・rf．the　p。・r’f・cu・inq　dem°g「9phic

・nd　ec・n・mica・faとt・r・’See・Sandra・CavaU・”The　M°ti▽ati°ns°£Benefa己七゜「s：

An　O▽er▽iew。f　ApPr・ache・t・the　Study。f　Charity’ Iin　J・nathan　Bar「y　and
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　　　＼’

　　　　　　　Fanny　Burney　de・criber　L・dy　Spencer’・de▽・七土・n　t。　cha「ity　in－　heF、

a・imiring　i　nd　charac七eri・ticallY　±nn・cent－1・・kinq・arcastir　te「ms：

。he。pend。　her・ife　in・uch　exercエses・f　acti▽e　charity＆・ea・’that

she　w。uユd　be。ne。f　the　m・’st　strik土ngly　exemplary　w・men・f　Rank・f

the　aqe，　had・he　less・f・hewヰn　her　exerti・n・ノ＆m。re　gf　f°rbea「ance

in　publ土・hing　them　．，　M・Y　dear　・　Or・cle’h・wever’。ncg・aid’Vain　Gl・ry

mu・t　n。t　be、de・pエ・ed・r　di・c・uraqed’』it・perated．bu七a・aカー

enq土ne　lf。r　qrea七・r　q。・d　deed・，14

whu。　Burney　i・cエi七ical　bf七he　publicity　1Lady　spenceビpur・ues・ve「he「

ben。▽。ユence，。he　testifie・t・her　assidU・u・char土table　activit⊥es・エn　fact’

the　ne’汲煤Dti皿・，　tw・day・・．aterc’・he・aw　h・エ・he　a・c・mpanied　hexr　n°七f°「

any。ther　aもtracti・n　at　Bath，　but　f・r　a▽i・it　t。　a　Sunday　Sch…which’Lady

Spender　has　t・k・n．．．under　her・wn　i㎜ediate　pa七r・naqe’・15エn・ne　analysis

。f　Burney’。n。▽e・。，　charity　i・an「 ≠モ煤@that　require・w・men・fm・re　c・mp・icated

a七ti七tide．　Here　a　Eeraa・e　bene▽・・ent　mind・mu・t　be　charitab・e・and　at　the　sam・

time，　m。dest，　prud・nt，　and　cha・te；chaxiセabl・ness’that⊥・’・p・nness’t「usヒ’

an6　gener。sity，・h・uld　be・c・皿patible　wi七h　re・er▽e’prudent・u・pici・n’and

。elf－qu。td．・6　Thu・charity・h・uld　be　a　d・licate　act　th・七h・ld・itself

between’the’contradic七〇ry　terlsions・

　　　　　　　A。Burney　remark・，　Lady　Spencer’・chari七y　wa・well　kn・wn・She

accepted・pet，iti・n・by　mail，・・her　bene▽・1・nC…was．・pen七・anyb・dyゆ゜c°uld

writ。． Bエkn。w。。皿e。ne　wh。　cduld　wri七e・n　theirbehalf・U・uallyari・t・cracy’・

per。。na・charity　wasl・ffered　when七here　wa・direct、per・・nal　kn・wledqe　and

c・ntact，エn　thgir　c・untry　estate・170f　c・ur・e　Lady　Spence「’spe七ユt’°ne「s

エncluded　th。。e　kn。wn　t・her；。ne　Eli・Wynn・1i▽inq土n　St　Alban・’where　Lady

C。lin　J。ne。，　ed。．，Medicine∂nd　’bh・rity・bef・re亡力eπeユf・re　St・亡e’St・dies

in　the　5。ci。ヱHiStQry・f　Medエcine（LOndOn・R・utledge’1991）’．46“62・

・4J・yce　Hem・・w，　ed－丁力e　J－・ヱ5∂nd　Letter・gf’　F・nny　Bu「ney　rエ・P・38・

・Oracle’ref’e七s　to　William　Locke・

：；監n’L品a㌃三f，町he　Una▽e、，ted、．・、Eye、　Danqer・u・Charエty⊥n　Burney’・

E▽elina　and　the　Wanderer，・　Studies　in　Eiσh亡eenth－Ce刀亡ury・CuユtUre・26（1998，）：

23：L－46．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　ピ

17As’ ?nr　the　cOntraSt　between　a士istOcratic　personal　charity，、and　　　．
m土ddle－class・rqani・ed　char．ity，・ee　Reyn・ld・’e・p・PP・．・102－4・
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Spenceエresided，　mentionS　a　cOntact　with　her　and、the　tender　cO㎜and七〇

声my　di・txess　bef・re　y・ur　Lady・hip’・kind　C・mpassi・naエe　Eye’・18　Becau・e

of　the　publicity　and　Openness，　Lady　Spencer　attracted　▽ariOus　stranqer

pe・ヒit二iOners・　One　Ann　Burke　wro七e：

　　　　　　f

　　　　　　　N。thing　bUt　the　a’dc・untエha▽e　heard　fr・m　c・㎜・n　fame’・f・y・ur・

　　　　　　　P・ssessinq　a　hρa工七fUll・f’Bene▽・lence’and　c・mpassi°n〆9°uld

　　　　　　　pr6v日il　wi七h皿e　t・take　thi・liberty，　but　enc・uraged’by　the　g・・dness

　　　　　　　of　yOur　Ladyship’scharacter，工▽en七ure　tO　lay　befOre　yOu　my　gnhappy

　　　　　　　　　　　　19　　　　　　　　・
　　　　　　　Cεase・

There　i・n・need　t。　reqret　the　absence・f　per・・n・l　kn・wledge7　but　h．ere　i七

・nly　wOrkS　in　c・mpl土m・n七七・七he　permrati・n・，f　Lady　Spence「’s　fame　as　a

charitabie　dOnOr．

　　　　　　On　the　side　of　the　beneficiarieS，　analyt‡cal　elOquence　rather　thqn

re▽erent工aユsilence　was　wha七they．　deployed．　PeVitioners　fel七need　to　tell

their　life　stories　in　detail．，　One　Mary　Ann　Campion，　a　st．ranger　tq　Lady

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Spencer，　beqinS　her　s七・ryエike　thi・・、’The　fir・t　fa▽・u「エwユll　beq　y°u’s

to　read　th土s　melanchOly　letter　notwit二hst二andinq　it　is　so　lOnq　that工am　afraid

it・’・wil．l　tire　y。ur　pa’t’i・ence・』「2°’工七．i・partly　becau・e　Camp二゜n　was　n°t・

acqu・inted　w⊥th　Spencer晦t・h・feel・the　need　t・tell　her・i七uati・n　and

all　ab。u七her　life　despite　her　c・ncem　ab・ut　the　pr・lixity・And　because

apPea・inq　t・sen・ibiユL七y　and　ar・u・inq　c。mpassi。n　by　6n6’31ife、・t・ry　wrs

One　step’fOrward　for　be土ng・relie▽ed．

　　　　　　　Alth。ugh．th・pr・m⊥nent▽・gue。f・entiment・l　literatUre　was・n・　the

decl二ne　and　a七tack・f・en・ibilityWas　m。re・in　p・wer　in　the　w…ld・f　liteエatu「e

at　th。’?獅пBf　ttie　eiqht・’dnth・qentury，　when　these　apPUcati・n　letter・wg　iC・

wri七t。n、　actual・petit・i’・ner・a七thエ・time　res・rted　t・the　technique・depl°yed

in七he　sentim；nta・w・rks’．・・T・dd　p・int・・ut・the、　didactic　nature”・f

18Al’箔�?盾窒吹@Papers　75732．　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　：　、　　　、

19Althorp　Papers　75703．
20Althorp　Pa［）efs　75703．
・・See，　f・r　example，　a・f・r　the　cult・f・en・ibi斗ity　ip　literature’・Janet

M．T。dd〆5enslbility　l　dnエner・ducCi・n（L・nd・n・Methuen’1986）；f・r　the
dOminance　Of　sensibility　in　dome＄tic　life　and　sOcial　wOacld　as　well　as
literature，．G．　J．　Barker：　Bentield’肋e　C・」亡ure　bf　Sensibiユエ亡y・’5ex∂nd

5。ciety　1η1 浮?Seen亡h、一一Cent・・ry　Bri亡・in（Chicag・；L・nd・n・Uni▽er・工七y　gf

Chicag・Press，1992・）；f・r七he　r・1・・f　the　sentimental　n°▽el・as　an　e竺q’ne
f。r　p・litical　c・ntr・▽er・ie・’Markman　Ell1・’The　Pρユitics・f　se刀51bi批y：
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sentimental　works　and　the　writers「　emphasis　On”instructiOn，　based　On　the
a’ 刀f唐浮高遂吹En　the　literature・ffers・f・the　cl・s6　relati。nship　between

li七・ratute　and　real　lif・．22　Here　a・well　as　Ell⊥・’sstudy　the　in・tructi・n・

ir　mainly，f°cused°n　the　side°f　the「ecip；ents°f　the　n・a「「ati▽rl　tbe

sentimental　wOピk　shOws　how　t二〇respond　tO　the，七〇uching　story　and　how　tO　beha▽e，

hOw七〇be　a　compass⊥Ona七e　person．　HOwe▽er，　the’inst二ruc・ヒidn　must　ha▽e　reached

the　other　side．　The　needymust　ha▽e　learned　hOw　tO　address　tO　the　respeOtable

whO　were　said　to　ha▽e　mOst　delicate　sensibility　and　how　to　mo▽e　them．

Spencer’s　charity　papers　include　七hOse　ユetters　frOm七he　barely　lit二erate

with　numerOus　mis『pellinqs　and　grammatical頑s七akes，』but　there　are
sub’唐狽≠獅狽奄≠戟@amOUnt　Of　letters　which　emulate　the　style　Of　lit二erature．

Applicants　included　thOse　whO　had　moderate　Or　goOd　education　and　probablY

had　chance　to　read，　then　reddced　to　distress　and　po▽erty．　’Those　who　are

a七pre・ent　qev・id・f　pr・per　clOthes’bread’・r　c・al　apPeal　in’a　langu・9・

of　literature．

3）　ApPlicants　t二ellinq’their　stOry

　　　　　　　ApPli己ants　tell　their・t・ries　as　if　they　were　st・ry－．telling・　agent・・

alヰtl・detached　fr・m　the　reality・。　a・t・pre・ent　thr　narrati▽e　seemingly

neutrally　and　at　the　saMe　time　in▽ol▽ed　in七he　misery．［They　insist　on　their

telling　the　bare　fagts，　which　should　be　naturally　pitied．　One　Sarah　E▽ans

writes：．’七。　entreat　the　h。n・ur・f　y・Ur　attenti・n　f・r　a、few　m・ments　t・the

reユ∂亡ion　of　f∂c亡5　which　reduces　me　tO　the　alt6rnati▽e　Of　endea▽Ourlng’tO

Obtairl　assistance　from　t二he　t．ruly　humane　and　generOus．．’．’　［my　emphasis］．23

Elizラ　Clarke　begins　her　let七er　by　t二hese　lines：　、HOw　shall　工　whO　has　been

so　faulty　in．my　cOnduct　address　yOur　LadyShip　whOse　whOle　life　has　been

a　Pa七tern　bf　Virt二ue　et二c．－but　as　亡he　むrロ亡力　is　∂Zw∂y5　亡he　best　∂d▽oc∂亡e，

up・n　th・tエwill　depend，…　［my　empha・i・］・24

　　　　　　　SOme　are　▽ery　qOQd　at二　writinq．　M．　DOuglas，　who　claims　she　was

deserted　in　an　early　stage　of　pregnancy　without　any　prO▽isiOn，　e▽en　uses

the　t・ne・f　arqumentエn　articleS・r　the　n・▽・！writer「・preface　t・a’ 撃奄?

・s’

ｵ〇ry　of　an　unfOrtunate　person：

R∂ce，　Geηder∂刀d　Coηmerce　iη　亡力e　5e力亡力ηeη亡∂」　ヱVo▽eヱ　（Cambridqe：　Cambridqe

University　Press，　1996）．
22T・dd’Sens・ibi2ity’e・p・PP・4，．70－7・
23AlthOrp　Papers　75706．
24AlthOrp　Papexs　75704。
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it　ha・1・nq　been　the・pnt▽ilege。f　Liper．al＆9。・d　Mind・t・pity　the

unfortuna七e　＆　lessen　七he　Cala皿ities　Of　t二he　distressed，　but二　七〇

exercise・that二pri▽ilege　in　all　i七s　refinement　has　left　for　your

Ladyship　　as　　an　　exalted　　proof　　of　　your　　superior　　goodness　　＆

Underrstanding　，　q・n▽inced　that　t・aMind　like　y・ux　Ladyships　N・thing

would　be　moace　painful，　then　reducing　one　whose　feelings　the　Wounding

hand　Of　advesc－sit二y　has　rendered　to　a　degree　of　Sensibility　ext二remelY

pa土nful　to　the．sad　task　Of　recit二土ng　sorrow＆　dwellinq　on　a　subゴecrヒ
　　　　　　1　　　　　／t

of　I）1「Oe．　　　，　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　”．

She　is・ne。f　the．aband・ned．　w・m・n　frequently・entimentali・ed　in　ficti。n・

well－born　but　reduced　by　misfortune　to　trusV　a　man　who　turns　Out　to　be　a
　　　　　　　lt
▽illa’奄獅戟f rhe　applies　fOr　help　、with　a　heart　bleeding　with七he　remembrance

of　my　former　respectable　sttuation，＆　present　humiliating　one「．　　，An

acquaintance　testities　that　　、she　has　beha▽ed　strictly　▽irtuous　and

p主udent　．．．she　is▽ery　Much　the　gentlewdman：has　good　sense　and　education．

she　aユso　belongs　to　a　respectable　fam↓ly．，　whOse　fa▽Our　and　protectiOn　she

has　forfeited　for　a　man，　whose　cOnduct　to　her　has　been　from　what工can　kndw，
　　L

・Shamefully　cruel「．　Lady　Spencer　belie▽ed　her　story　an（］helped　her，　putting

dOwn　、in　fa▽our　of　Mrs’DOuglas，　a　good　deed　was　done　for　her’，　and　Douglas

wrote　an　acknowledqement：　、工　express　the　▽ery　hiqhest　Sense　of　your

Ladyship’sbene▽olent　intentiOn　towards　me，　when工sa．y　it　is　perfectly　like

y・urself　liberal　hu皿ane＆N。ble’．25

　　　　　　　Lady　Sper10er’s　petitioneers　resorted　tO　such　sentimental　style　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

attract　attention　and　compassion．　On　the　Other　side　of　charity，　Countess

SpenCer　had　her　Own　strategies　to　balance　OpennesS　and　reser▽e．、・・Firs1『ly，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

she　hides　herself　behind　the　name　Of　Lord　Spencer．　She　was　responsible　for

handling　petitionS　askinq　fOr　charity　and　patronage．　Petitioners　knew　it「

・nd　addressed　the土r　letter・t・her　lady・hip　and　ab・▽e　all　m・St・f　th・letter・

accumu・a七．・d　were　recei▽ed　rfter　her　hu・band〃s　deaPh・Rrmarkably・he　read

th・huge　amO皿t・f　p・titi・ning　l・tte’r・and　marked　by．．her。wn　hand　in　m・・t

・fthem　h。w・he　react・d　t・them・Tt　is　apParent　that・She　was・エn　charge・

Still，　in　a’prefa七〇ry　noter’She　puts　her　husband’s　na皿e　f土rst：　she　keeps

the　letters・as　a　Cordial　to　remind　m’e　of　my　Lord’sne▽er　failing　generosity

25Althorp　Papers　75706． 4
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　－＆Humanity＆Of　the　earnestness　w工th　which工executed＆sOmet⊥mes　endea▽oured

to　imi　t’　ate　his　bene▽o工ence’．26

　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．

　　　　　　　Secondly　she　kpew　she　was　in　the　danqer　Of．being　Susceptible　to　　・

　fallacy　in　creqted　spOries　and　neede’q　self－protectiOnnOt　to　be　too　credu！ous

and　open．　JUdgme．nt　whether　the　distressed　persOrユis　wOrth　assiSting　Or　not

is．七houqht　crucial　in　a　benefactOr．　Whether　the　applicant　工s　a　▽irtuOus

persOn　de　s・e　・rving　’a　cQmpassionate　and　bene▽01ent　工e馳sponse　is　a　questiOn
　　　　　　　　　　　｛

always　asked．　　Spender’mob⊥lized　capable　agents，　when　necessary，　for

enqu⊥ry　intO　the　▽eracity　of　the　nar］ごative．　She　knew　to　who皿　she　should

direct　her　pr・be　and　c・uld　make　Use・t　the　netw・rk，　agentS・f　which　were

ready七〇examine・for’ ??秩D　When，Mary．Field　claimed　t二hat二she　was　the　w土dow

of　a　clergymap，　Old　arユd　weak，　Mr　TOpham　went　o▽er　the　list　of　widows　of

the　clergy’where　he　did　ngt　find　her　name　and　acc・rdingly　he　acep・rted　the

「esult。f　his　in▽e・tigati・n’・Lady　SpenCer　W・te　dgwn　that｝n・t　f・und　at

the　place　pamed・　－n・七・n　th・ユi・t・f　the　Wid・w・＆S・nr。f七he　Clergy・－th・

工prOmised　the　Dauqhte土aqu⊥nea　she　has　ne▽er　returned「　and　there　is　e▽ery・

appearance　Of　an　impOster．27　SOmetimes　she　realized　she　was　decei▽ed　aft二6r

giving　some　money．　She　qa▽e　fi▽e　guineas　t二〇Mar！seユGwynn，　who　wrOte　to　her

se▽en　t二imes　after　thatr　On　the　fifth　letter　She　put　dOwn：　、was　pro1）ably

麺P・・「d．up。n・by・him．一　s・・ent・n・Ans「’．　When・h・recei▽ed七he　se▽・nth　l。tter，

・he土s　certaih：’ha・apPlied　several　times　th・’he　kn・ws　l　ha▽e　di・c・▽ered、

him　t・、be　an　imp・・ter’．．M・・t・f　th・・e　wh・wa・lab・led日・an　imp・・t’er　dユd

nOt　persist　in　asking．28

　　　　　　　Applicant二s　should　expOse　七h6msel▽es，tO　the　inquisiti▽e　eye　of・the

ipξ゜「man七s・、Wh？n　the　peVt±°ner　lq・k・like　purp。・efull￥a▽・iding

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

26Althorp　Papers　75701．
27・AlthOrp　Papers　75707．
28There　wa・・ne　pathρtic　ca・e．　One　Mr　Fryth’6en七let’ter・・f　gl・・m　t。　b。th

Lady　Spencer　and『ヒhe　Duchess　of　De▽Onsh工re．　His　tOne　i＄　no’ヒ　of　appealing
bgt　Of　thr．ea七：　、The　pie　is　cast　－　the．dreadful　sent二ence　past　－　all　is

impenetrable　darknessr　and　the　工nroads　of　Death　is　bequn’　and　、sQ　Close
has　the　GlOom　of　Dispair　drawn　her　Curctains　rOund　me，　that　this　Week工sha」）
seek　f・已hat・helter　in　the　w土de　expan・e，　which　Man　denies　me．　Y・u　ha▽・，・

my　sinceuce　BleSsir｝g＆qi▽e　me　leave　for　the　Last　time　to　sign　Myself「．　Lady

Spencer　did　notρffer　assistance　on　the　grOund　which　she　rarely　applies
to．　Sheゴustifies　her　acefusal　by　insisting　on　her　duty　to　put　her　own　tenants
first：　、she　haS　nO　土nfluence　＆　if　she　had，　has　so　many　tenants　whO　look
up　tOO　her　f6r　assistqnce．she　is　unable　tO　gi▽e，七hat　they　wOuld　ha▽e　reasOn

仁OcOmplain　if　She　was　t・prefer　this　distress　h・we▽er　great・f　a　stranger
tO　theirs「．　He　sent　back　a　letter　of（⊇ritic4Sm　ag’a　Snst　her　argument　（AlthOrp『

Papers　75707）．

一20一



confirmatiOn　of　the　stOry　dr　exposure　of　fallacy，　La（斗y　Spencer　refused七〇

h・lp、　H．　D・uqla・’made　ari　access　by・xt・エling　Lady　Spence「「S　rhari七y：’A

’・ady．．．・aid　y・ur　Lady・hip’ 翌＝E・n
秩Ef　the　fi・st　charadterS　in，　Eur・P・’£・r

B・ne▽・・ence”but　Lady　Sp・ncer　rrqarded・▽ery．　¢i「c．uMstange　she　’de・s，c「ibes．

a。e▽a。i▽e－。f・nqu⊥ry．　She　d。e・n・t　name　the　per・・nぬ・t・ld　abgut七he

ren。wned　6haracte　ic’ Bf　Lady　Spehcer；・he　claims　shさi・anati▽e・fWe・tエndie・’

wh。　married　an　Amef土can・urqe・n　wh・had　fri・nd・in　Enqland　but　died。n　th・±・t

way　t・Enqland　and・he　is　surr・unded　by　c・mplete・tranqers・Lady　Spence「’

。h。w。　fi。　m・r’e　c・mpassi・n　than　writinq　a　reply・She　puts　a　n・te・’W°te　w．°「d

h。w。。rryエwasエw・uld　n6t・assi・t　her　as　a　plan・f・nquiries　see皿ed　purp°sely

a▽oided’．29

　　　　　　　The　di。txessed．kn。w　th。y　neCd　6▽id・nce　and　witnesses　t・c・nfir皿their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
claim，。。。。皿e・f　them　in　ad▽ance・ff・red　th・name　and　address・f　ce「pa’n’

credib・。　pe・p・e　wh・c・u・d・peak　f6r　them・The．y　k，new　their　life　．depended

。n　th。　thf。rman七。’c。㎜ent。，　and　c・n・equently・・me　were・▽er二・en・iti▽g　and

。▽er－su。pici・u・ab・ut　what　th・ir　neiqhb・ur・and　acqu・intance・ay°f　them・

Ma　ily　Jack。・n，　wh・wr・te　12・・．etter・between・782　and　1800’eqch・c・nside「ably

。ub。tantiql，　t・Lady　Spen・er，　i・at　fir・t　c・nfident　tha七・he　sh°uld　be

beli。▽。d，・A・He’≠駐yng，・eeinq＆Judqi亘q・fr・m、　the　nak・d　Truth　are　the　bes七

　　　　　　　　　　グ。▽idences　in。PP。。土ti・n・t・Fraud・エmp・・i七i6n　any　Per・・n＞deputed　by　He「

Lady。hip　t・enquire，　wi・・find　at　a　Mr．Green’・N・21　Marsham・S≒「eβt’

W。，tmin。ter，　a▽ery　w。。thy　fami・y’．3°H。wever，・he，　bec。me・w・rried　ahd

imagines　sh・i・an。bゴect・f・1ander・Spencer　pacifie・her・’エha▽e°ften

t。・dy。uthat　y・uha▽e　n。・nemybu七y・urse・fwhichi・atエuth　y・uwill　n°t，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　，beti。▽e．　be　asstired・n・b。dy　ha・e▽erエndea▽・uエed　t・inゴuエe　y・u　in　my　rP’n’°n

七h・’y…t七er七・・frequ・ntly　in・inuate　the　mischief　y・ur　Enem’es　a「e　d°’nq

y。ut　if　y。u　have　anyエpr・te・t・d・n・t　kn6ゆem・’31

　　　　　　　The’c。llecti。n。f　the。。licitinq　letter・include・th。se　fr・m　a　friend

。f　S。。ah　Sc。七t，　an。rqaniSt・f　the　Maqda・en　H・u・e・awid・w。f’，a　bet「ayed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　のand坤・Veri・hed　auth・r，　a　writer　wh・reque・七・heエt・accept　he「dedエcat’ №氏f

’a。ch。。1．．ma。tdrin　cha±g・・f・ne・f　Lady　Spencer’・chari七able　sch°°ls’th°se

wh。；eekpatエ。nage　E。r　pr・m・tiOn　and・ub・cripti・n’　numer・u・wid・w・’dese「七ed

rn。ther。，　the’ E・d，　the・i・k，　and…n日Each　pr6・ent・ah　inteエesti 福〟@care

2’X　Alth・r’o　Pap・工s　75706・

30AlthOrp　Papers　75フ09．
31Althorp　Papers　75710．
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and　deser▽es　fUrther　ln▽estigatiOn　and　analysis．　Lady　Spencer’smemOranda，

輌ch　rec・rd・　the　re・p・nse・nd　gi▽ing’f・r　example”pen・i・n・f　52　guinea・

aYeat’，　、sen七her　1£’，and、wOuld　ha▽e　got　him　a　L土eutcy　but　his　Mother　．．．

declined’it「，　are　themse1▽es　an　impOr七ant　source　fOr　this　research；　but

other　bOxes．wh4ch　cOntain　her　cOrrespOndence　with　her　equals　wil、l　be　as

impOrtant、in　Order七〇explOre　her　charact二ey　and　moreover　the　fru工七s　Of　recent

・七udies　ar・und　h・r，・n　chaエity・nd・n・iterature　sh・u・d・be　・ti・…n・u・t6d．32

32 @AlthOrp　Papers　75705；75707；　75708．
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　　　　　　　　　　　　　　ぼ

2．Charity　and　Writing：

Pe七i七ione工

Counセess　Spencer　and　Ma可Jackson，　a　、

1）エntroduction　　　　　　　　、
　　　　　　　Care　for　the　weak　haS　attracted　renewed　attent土on．　Recent　works

on　phUanthropic　act二i▽工t工es　t．hrow　light　from▽arious　perspectiVes，　with

reconsideratioh　of　the　assumption　ofi’the　l工near　Progress　from　personal

bene▽olence　and　ehdOwment　to　organiz6d　charitable　societies　and　then

，七・welfare　state．33　The　current　re・earch　empha・i・i・・n　the－ р堰､er・ity’

interplay，　and　network　of　old　and　new，　prci▽ate　and　public，　het6rogeneoUs

c・mmitment　t・he・P・34　The　eighteenth　cen七ury・aw　remarkab・e　instance．s

of▽oluhtarism，　as　John　Popter　remarked　in　1762　that、’工t　is　an　age　of

charity〃．35’ohilanthr・py　drew。n　pe・ple’s　shared　c・ncern　f・r　the

distressed　and　what七he　fortunate　could　dO　fOr、them．　Thomas　Coram　and

J・nas　Hanway　were　am。ng　the　fam・us　indi▽iduals　f・r　their　philahthr・pic

initiation　and　invol▽ement．　The．FOundling　Hospital　and　the　Magda．len

H・u・ewere　m。st　well一や・wn　examples　am・ng　th。・e　which　were　supP。rted

by　donations　from　wide　range　of．　people．　　工n　fact，　the　neW　type　of

instエtutibnal　chanity　in　the　eエghteenth．century　was　remarkable　and

deser▽es　much’ ≠狽狽?獅狽奄盾氏D　Donha　T．　Andrew’swork　on　eighteenth－century

London　charity　percepti▽e．ly　reconsiders　humanitarianism，　finding
・、 モ順oerCial　sense”as　well　as　s◇cial　and　national　reasons　fOr　the

33@See　fO士　example，　Barry　and　JOnes，　eds．，　Medi　cine　∂1〕d　Ch∂uci亡y　before、七』〕e．

We」f∂re　5亡∂亡e；Kathleen　D．　McCarthy，　ed．，　卯omeη，　PhiZ∂η亡hr（享）yノ∂刀d．Civiユ

5・ciqtyi　Phiユ・η亡力r・）pic　St・dエes・V・ユ8（Bl・・m土hqt・n・エndiana　Uni▽e「s，±tY

Press，　200：L）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　，34Martin　GOrsky，　P∂亡七eu〕5　0f，Phiユ∂刀亡hr（）F）y・：　C力∂ri亡y∂刀d　50cユe亡y　ユn
Nine亡een・th・一・・Cen・t・ry　Brist・ゴ（W・・dbridqe，　Suff・1・k’・・’・・The　R。yal　Hi・t・rical

S。ciety七h・B・ydell　Pacess，1999），P・7；・ee　al・・Hugh　Cunninqham　and　J・anna
工rmes，　eds　L，　C力∂ri　ty，　Phiユanthr（￥）y，　∂ηd　Reforπ～：　From・亡he　1690s　亡0　1850

（Ba・inq・t・ke・Macmillan，1998）），　P・2；J。annaエnne・’“State’Church　and
V・ユuntari・m　in　，Eur・pean’ velfare’1690－1850”’in　Huqh　Cunningha皿and　J°anna
工nnes，　ed；，　Ch∂．ri亡y／　P力土Z∂1〕thuc（享）y∂nd　Refo刀η　fτ01η　1690s　亡o　ユ850’　15－65；

Sandra　Ca▽allO，、、The　Moti▽at二ions　Of　BenefadtOrs：an．○▽er▽iew　df　ApPrOaches

t・the　Study・f　Charity”in　J・nathan　Barry　and　C・lin　J・ne・’ed・・　Medエcing
∂nd　C力∂r」亡y　Befoτe　亡力e　Weユf∂re　5亡∂亡e’　46－62・

35 pu・ted　in　Paul　Lanqf・rd，　pubヱゴσUfe∂ηd　the　Pr（）pertied　Engユishrn∂n・
ヱ689一ヱ798，　The．Fo」㌘d　Lectures　；　ユ990　（Oxfo『rd：　qlarOndOR’　1991）’　P・　492・
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preva・ence・f　charitaや・e・ea・in　ass・ciated　phi・anthth。py・36
ご

　　　　　　　　Private　eff・rts，　th・uqh　elusi▽e，　invite　cl・ser　in▽e＄tエgati・n　as

an　imp・rtant　fact・r　in　muユti－faceted　f・rce・’n・t・imply　as　what　t。　be

・uper・eded　by・rqani・ed　b・dies・．　Examinati・n。f　per・。nal　relati。n・hip

　will　工lluminate　binary　eff6ctS　on　both　s工des　of’care．　As　Andrew’s・

。▽er▽iew。f　phil・arithr・py・h。w・，　there　was　a　tran・iti・n　fr。血pre－m・der亘

t。m。dern　char土ty，　that’i・へfr・m　the　empha・i・。n　the　intenti。n・f　the

qi▽er　t・ヒhe　in▽・・vement・f　at亡enti6n　t。　the　recipient’・血。ra・’・backed

by　T@c・nqern・ab・pt　nat土・na・μ。・pe＃i七y・Thu・the　rec土pient・’th。ugh

mainiY　a，　p。七entia…urce・f　p・wet⊥n　，the▽iew・f　the　q⊥▽errs　side’

grew　in　imp・ヒtance　in　the　di・cussi・n。f・philan七hr・py・Thi・attenti・n

f。・tered、c・ncern　ab・ut　m。ra・’per・・nal’and　e▽e「yday．details°f　the・

rec土pien七・’life．　Thi・paper　attempt・t。　anaエy・e　the　reユati・n・hip・

between・the　benefactress　and　the　benefited　i・ri　the・cene・f　pers。nal

．charity．　tt　bting・t。　attenti。n　the　m。t⊥▽at土・n・f　the　wealthy　c・untess’

the　demand　and　adゴustment・f　thr　needy　and七he　c・ntextual』f・rce・which

f・・tered　the　dial・gue　between　the　pri▽ileged　and　the，　unf・rtuna七e・The’
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

・・urce・my　paper　relie・・n　are　the　rec。rd・f　rharity　kept　by　Ge°「g’ana’

Cb皿tess　Spencer，　part・f　Alth。rp　Papers　in　the　Bエit土・h　，Library・37　My

　focus　is’on　the　case　of　Mary　Jackson，　one　claimant　df　bene▽olence　from

　her．　　Table　l　shows　the　number　ofユett．ers　concerned　wit二h　Jackson．　The

bulk。flthe　letters　fr・m　Jacks。n　t・Spencer　is　impress土▽e・，Between　1782

and　1800’ Bhe　sent　m・re　than。ne　hundred　epi・ples，　each　cQn・iderably

。ub。tantial．　There，　the　recei▽ing・ide・f　the　eharityr　u鋼lly．

　diff工cult　to　in▽estigate　beqause　of　the　lack　Of　writPen　n　aterialsr　is

a▽a土lable　or　rather　ioquaciQus　as　the　communicatiOn　initiati▽e　was

undertaken　by　the　petiti・ner．38　Alth。ugh　inf・rmati・nエf・cus・n　ih　this

　36DOnna　T．Andrew，　Phi」∂n　thropy∂nd　Poユice：Lol〕don　Ch∂r」亡yLin亡he　Eigh亡een亡h

CentUry（Princet・pバ；J．・・xf・rd・Princet・n　Uni▽er・ity　Press’1、989）；Elli・’

　　τh6　Pと）ユi亡ics　of　5eη5ゴbエユi亡y：R∂ce／Geηder∂刀d　Commerσeユn亡2〕e　5eη亡imen亡∂ヱ

N・▽eヱ，esp・PP・・7・一力；Stan・・y　Na・h’”Pr・・tiFuti・n　and　Cha「ity：Tbe

Maqdalen　H・・pital，　a　Case　Study，”J。urn・ユ・f　5。cヱ・ユHist・ry　17（1984）：

　　617－28．

　37Charity　and’patronaqe　papers　are　alphak）eticaユly　arranged，　by　the
petiti・ner’・name　in　Alth。rp　Paper・in　th・Briti・h　Library　Manusc「’pt

　COIIectiOn：　75701－75734．’
38The　papers　in　Peter　Mandler，　ed・，丁力eσ5e5　gf　C力・ri・ty・’：The　P。・r・n　Reユief
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paper　i・quite　l⊥mited．　t・・ne　ca・e・f　per・・nal　care’itエ・ar⊥ch　mine

。f　de七ails，．especially・f　the。ne　wh・recei▽ed　chapity・

　　　　　　　士he　benefactressand　the　pet⊥ti・ner　ab。▽e．all　．Wer’e　c・nnecteq　by

letter。，　and・cca・ユ・nally・・aw　each　6ther　and　talked　t・each・ther・The

ba・ic　a・＄．umpti・n　in　their　relati・n・hip　i・．anqestral・1・rdly　ca「e°f　a

dependant・・t　in▽。・▽e・七he「s。cia・・uper土。iF　t・七rad辻i・nrl　pate「na1’stエc

auth。rity　and　pr・tecti・n，　and　deference　and・φmissi・n　fr。m　l　the

dependant，　which　mean・c・n・equent　maintenance・f・。cia・・rder・39

臓hin。uch　a。tructure　the垣mary　c・ncern・f品e・ne　wh・・a・k・f。r　help

and。uccessf亘・・y　gets　s・me　benefit　centre・・n　pers・na・．beha▽土・ur　and

attitude，　whether　she・uff土cient・y　sh・w・’her壱rati加de・エn　thi，s

hierarchica・per・・na・re・at土・f・L・hip’the・ack・f　grati七ude　is　reqarded．

a。a・crime．　Th・uqh　their　relati・n・hエP　depended　f皿damentally・nヒhei「

di、fferent。tatu，，　Spencer　and　Jack・・n　c・n・tructed　temp6rari・y　equal

c。㎜unicatエ▽e．b。ndのthat　une▽en　f・・tinq・Spencer　waS　culti▽atedやy

c。n▽eiC。ati。n　in。。c土ety　and　by　exten・iVe　reading・Jack・・h　tried　t°meet

the　literary・tandard・f’the、benefactress・Their　c・㎜unicati°n

depended・n　their・hared・iterary　kn・w・edqe　a・weエl　a・the　cultu「e　gf

sensibiユity．　　　、
　　　　　　　。ne。f　the。ignificant　fac恒rきin　thi・kind。f　per・・na・charitable

relati。n。hip　i・七he　d土al。gue，　mediated。nly・by・iette＃・・　between・th・e「ich

and　the　needy．　Thi・li七erary　media　c・n・tructed　a　c・mp・e冬and　rich　w°「ld

between　Spencごr　and　Jack・・n．エn　the・etter・’，　Jack・。n　de▽el・ped　the

　　　　　　　　　　　　　　　し
・anquaqe。f　begginq　and　a・king　attenti・n　int・detailed　and　elab°「ate

narrati▽e。f．a　life。t。ry，　apPeal土ng　h・w・he・h・u・d　be　th・ught　t・de・erve

cOmpass工On・
　　　　　　　This　pape已s　c・ncerned　with．　literary　device・empl・yed　in．the

milieu。f　charity「・ffered　in　the　wake・f　the　cu工t・f・en・ibility・The

case　i。。ne　an。wer　t・the　pr・b・em・f　the　relati。n・between　writing　and

exper土ence．　Jack・・n’・apPea・f・r’he・p　wa・made▽alid　with七he　help°f

P。int　t。　the・missiOn・f　the　re・土e▽ed　and　at七・皿pt”a・・c・al　hエst°「y°f　cha「ユ七y

447－59，　467－7：L．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．
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　　the・hqred　reエiance・nsub］ecti▽e　percepti・n・f　sufferings’which　was
ご

　　put　in　w・rit土ng　by　this　particularly　talented　Obser▽er－writer．　　Her

　・circumstances　alユOwed　her　to’be　educa七ed　and　delicate　enOuqh　and　the

　　cult・of　sensibilityユet　her　express　as　well　as　feel　her　misfortune

　　⊥ntenseユy．40　’The　trend　in　fiction　cont二ributed　to　the　surqe　Of　interests

　　as　well　as　bOre　resOnance　of　the　soci『ty’S　concern．　　qompassエon　and．

　　bene▽olence　for　the　unfOrtun6七e　were　almost　ub土quitous，tOpics　in

　　sentimental　ri。▽el・，　and　gn七he・ther　hand　chari七y　Seekers・drew．・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　literary　mode．　Some　recent　stud土es　ha▽e　exam⊥ned　the　c↓ose　cOnnectlon

　　between　t二he　actuaユand　the　fict］．onal　cOncerning　bene▽olence　and，charity，

maエnly　f・cu・ing・n　ficti・nal　w・rk・．4．・1　Mine　i・t・・upPlement　and・upP。rt

their　argument　by　examin⊥nq亡he　rec・rd・・f　charity　Which　inv・1▽e　liしerary

　　discussions．　1Narrati▽e　de▽⊥ces　in・fictiOn　permeated　the　context　of

actual　bene▽・lence　seeking・． rpencer’s　enc・Ur，99ement　a・wgll　aS

Jack，。n・Singenui七y　and　talent　ih　wr’iting　was　crucial　in　f・r血工nq　thi・

　　peculiar　re工a七ionship・

　　　　　　　　，ThUs，　the　pers・nal　arenapr・ved　t・be　a　space　f。r　rich

　　co㎜unica巳on．　Ironically，　the　instrument　of　prolOnqation　Of　social

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　，　　order　was　hued　overwhelmingly　with　personal　and　equal　co㎜unエcatエon．

　　Al七hough　土t　was　based　On　the　c↓ass　and　f工nancial　distinction，　it　was

　　・pen　t・perS・nal　ad▽ance　and　cl・se　relati・n・hip　by▽irtue・f　the　mrdia

　　Of　letters　and　the　culture　of　sensib土lity．

2）　The　Benefac七ress：　Georq土ana，　Coun七ess　Spencer

　　　　　　Margaret　Ge・rgiana，　C・untess　Spencer（1737－1814）wa・adauqhter

・fStephen　P・ynt・and　hi・wife’Anna　Maria　P・ynt・’areエehrated　beauty・

エn1755　Ge・rqiana　married」・hn・Spencer’afteucwa’rds　created・Eatl　Spence「・

・・F。r　diβcussi・n・f　ficti・n　and士eality　within　the　c・ntext・f　the　culture

of　　sensibよlity，　　see　　for　　example，・　Barker－Benfield’　　㍗he　　Cロユ亡ure　　of

Sen・ibエユi亡y・5ex∂nd　5・cゴe亡yエn　Eiσh亡een亡h－Cen　tury．　Brエt・in；Barba「a　M・

Bened⊥c七，　Fr∂ming　Feeヱinσ：Sen亡加e品∂nd　5亡yユe　in　Engユish　Pr・se　Fi　cti・n

1745－1800（New　Y・rk；［L・nd・n］・AMS　Press’1994）；Elli・’The　P・li　ti　cs・f

SenSibili亡y　：　R∂Ce／　Ge刀der∂ηd　COmmerCe　in　亡力e　5e刀亡」ヱηe刀亡∂ユ　NO▽e」　・

41See　for　example，　Dorice　WiUiams　ElliOtt，　The　Angeユ．oLI亡　of　亡he　House　：
P1〕iユ∂刀亡hropy∂nd　Gender　」η　Nine亡eeη亡カーCeη亡ury　Engユ∂刀d’　1／1C亡0τ工∂η

Lゴ亡er∂亡ure∂nd　Cu1亡ure　Series　（ChaaclOttes▽ille　；　LOndOn：　Uni▽ersity　Press

of　virginia，　2002）．
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She　wa・asuref・・ted　c・nfident　pers・n，　wh・cのsci・usly　attempted’ 煤B

register　her▽irtu（≧s　supposedly±n　an　unost6n七atious　way．　工n　her　later’

years　sbe・　waS　ren・wned　f・r　her　de▽・ti。n“t，・the七a・k・f　d・ing　9・・d　t。

others”．　Although　her　Obituary　does　not　fail　to　remind　that　she．purc＄ued
、、 ＝@due　enゴoyment、　of　the　pleasures”’　it、　remarks　・that’、、she　fulfiUed

exemplar土ly　ar～d　eXa（沈ly　the　duties　of　each　statiOn”of　her］三ife　and“she

ne▽er　had　f・rg・tten　the・ftice・・f・bene▽・lence．and　pie七y．〃’42

　　　　　　A・expeqted，　Spencer’s己hari七y　wa・first・f　alエm。ti▽ated’by　het

christian　sehse　of『duties．　　｝ler．belief　in　christianity　was　steady，

supPorted　by　serious　己onsideration．　One　of　the　important℃ounsellors

。n　religi・u・　・ubject・．she　depended・n　wa・Carterf　wh。・ccupied、　a　special

position　of　a　spiri’tuaZ’and　intellectual　mentor　and　friend．　Spencer’s

th・ughP・and　mi・gi▽ing・were　earnest　and・eri。u・en。ugh　t。　in▽ite
　　　1
Carter’s　sincere　adVice・USually噛Spenceエfeユt　c・mf・rtab！e　with　her

piety：　、、工　ha▽e　been　so　happy　as　ne▽er　to　have　exper土enc’d　［any　doUbts
　　　　　　　　　　　　　　
・about　the’ 狽窒浮狽?@of　christiani・ヒy”］．”　when　she　was　worried，　what　disturbed

her　was　the　lack　of　quiet　cogitation　and　her　busy　i血▽Ol▽ement　in　society：

、、 H　have　such　terrible　strong　attachments　to　the　World，　＆　such　an

indifference　about　all　the　Du七ies　of　Religi6n　that　工　can　not　help

tr’embl－ing　at　my・ituati・n・！’Carter　qa▽e　a　reassuring　an・wer　t。　thi・

concern　and　he．t　answer　worked　as　an　impe◆ヒus‘t二〇　her　charity：

T

YOu　say　that　you、ha▽e　tOo　many　occupations　in　Life，　which　pre▽entT

y・ur　attending七・the。rie　Thing　necessary・「　一　A　PpOper．　dis¢harge

of　those　occupations　is　the　one」ヒhing　necessary．　Your　Duties　are

n。t　the　ab・tracted　C・ntemplati。n・・f　a・。litary　Reclu・．e’but・E’

apers・n　apP。⊥nted・by・G。d’t・fill　gn　imp。rtant　part。n　the　public’

Theatre・f　th．e　W・rld’＆if　y・u　faithfully　Endea▽。uエt・pe「f°tm

諏spart、with『a　perpetuaユ▽iew　t・his　ApPr・bati。n＆a’perpe亨ua・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43
Recourse　to　his　Assistance，　all　will　be　well．

42The　Geη亡」em∂η’5　M，ヨσ∂zine▽OlL84，　ゴan一ゴune，　1814，　p．　308．

43Althoエp　Papers　75696．　There　are　22　1et七ers　from　Carter　tO　Couri七ess
Spencer　and　three　le七ters　in　answer．　The　letters　inclUdes　thOse　lon・　a
charitable　society　tO　help　the、　poor　they　both　were　in▽ol▽ed　in　and　Carter’

sends　reports　On　the　cO㎜ittee　meetinqs・In　some　Of　the　let七erS　Carter　is

qFat・ful　f・r　Spencer’・pa七r・naqe・f　her　nephew・’”、’
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、Thu・Ca「te，X°ffe「s　aμ゜p　t°think　p°sit⊥vely　ab°ut　he「li£e　in　s°ciety’

　　gi▽inq　sanction　td　her　public　act・i▽ities．　Amonq　public　activities　she

　　was　necessar土ly　invol▽ed　in，　charity’was　a　tangible　realization　of　her

　　piさty　and　arl　antido七e　to　her　anxiety．

　　　　　　　　On、、the　publ土c　Theatre　of　th6　World”，　she　carefully　made　her　way．

　Her　r）Ortra‡七s、suqgest　deliberate　choice　in　terms　of　hOw　she　should　be

　▽iewed．　She　preferre．d　being　depicted　as　a　cuユtured　young　lady（by　Pompeo

　Batoni），as　a　protective　mother　（by　Sir　Jσshua　Reynolds）and　as　a　sober

　dowaqer（by　Thomas　Gainsborough）．　The　port二rait二s　are　not七he　sOle　sOurce

。f　herエmage・・She　did㎡・re　than・七her　pri▽iユegeld　．w。men　did　wh・9。uld

　afford　to　lea▽e　their　image　in　the　ar七ists’　brush．　Sarah，　Duchess　of

M4「lb°「°ugh’wh°sg▽ast　pギ゜pe「t坤e　fathe「°f・J°hn　Spence「inhe「ited’

・stepPed　f° ﾋ「lt・in　p°li七ics；a　daughte「°f　Spence「’Durhess°f　De▽°nshi「e！

　later　played　an　actiVe　role　qs　a　pOli七土cal　hosteβss．　A］7七hough　chatty

　in　political　gossip，・Lady　Spencer　avoided　the　pOlitical　limelight－so

　did　Lord　Spenceピー一：、、工　do　naturally　abominat6　Politicks　so　much　that

　Icannot　write　upgn　them　with　any　pleasure－my　inclユnations　in．pUblick
．affa⊥r・’ ＝Ewelユas⊥n　pri▽ate　tend　a虹t・peace　and　quietness．〃44．She

・pted，　in・tead，　t。　enqage　her・elf　in　chari七able　acti▽it⊥e・and　kept　them

rec叫ed・What　she　ch°se　was　t°leaVe　he「ma「k　in　ph‡lanth「°py　and　inl

　the　records　of　charity．

　　　　　　　　The　impor七ance　of　philanthropy’squasi－public　spaCe　in　mo．re　or

　ユess　limited　womenisli▽es，　later〆especially　in　the　nineteenth　century

　has　beeh・callelゴ　tb　atten七ion．ls　These　studies　make　much　qf　women’s

44 sO　Mrs．　HOwd，　Jan　4　1780，　Althorp・Papers　75614．　sarah，　Duchess　of

MarlborOugh　left　her　fOrtune　to　Hon．　John　Spencer　with　the　condition　tha七
he　and　his　son　should　not　embark　on　a　pOl］．tical　career　（Foreman，．　Georσi∂n∂，，

P．6）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
45@　See　　fOr　　example，　　Maria　．工、uddy，　　Wolnen　　∂ηd　　P．hiヱa’n亡hropy　　in

Ni刀e・teen　C’h　一一　Cen　t・ry　lreユ・nd（Cambridqe・、Cambridqe　Unエ▽er・ity　Press’i995）’

PP・1－3；R・bert　B・Sh・emaker’Gender　in．Enσユish　5。cゴe亡y・ユ650一ヱ8501T4e

Emergen・ce・f　Sep∂uc・亡e　Spheres・？，　Theme・i’n　Br工亡ish　5・ci∂ユHエ5亡・ry（L・nd・n・

L・nqman’・1998）’PP・、2．09・33’238－48；G°「rky’P∂tte「ns．°f　Phi」∂η亡h「°py’－PP・

162－77；McCarthy’edrt　W。men・Phi」∂n亡hr・斑・、∂ηd　C掘ユ5・eie亡y；K・D・

Reynolds，　Aris亡o己uc∂亡ic　Worn　en∂ηd　Poユ1垣c∂ユ，Socie亡y　in　Victori∂n　Brit∂in，

Ox、ford　His亡orjc∂ヱ　Monogr∂ph5　（Oxford：　Cla耳endOn　Press，　1998），．esP・　1一7，

9－28．
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v。luntary　w・rk　in　philanthr。piC・。cietエe・and　in・tituti・n・’whエch・i・’

a。an　exten。i。n。f　w。men’・d・inestiOw・rk，　th・ught　t。　ha▽e　pa▽ed・theit

way　t・gain　access　t・・ther　public　aごtivitie・・Spence「was　an

inkluentエal　member。f　Ladies’Charitable　S・ciety’bu七her　chaエity

とentred。n　per。。na・and・ccasi・na・・y　face－t・－face　undertak土nq　r’ather

thanエn▽。1▽ement　in　in・t土tuti・n．甘。r　her　the　care・f七he　dependants

wa。　part・f　the　dut土es・f　the　mi・tress　6f　the　e・tate・Ari・t°c「atic　w°men

were　u。ua・・y　in▽。・▽ed　in　manadement。f　e・taVe・’・・ca・churche・and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　，』ch。。1。，　and　in　patr・nage　a・well　a・per・・nal　and・rqani・ed　cha「エt’es・

K．D．　Reyri。lds　sh・w・that　f・r　ari・t・cratic　w。men’experience・we「e　f「amed

f。rem。。t　by　the⊥r　c・ass　and　n・t　by　their　qender　and　that　they　we「e　n°t

c。nfined　t。　d。me。七ic　aエena　bu加ere　ac垣▽eエe・p。n・ible・agent・in　s°c’ety’

c。ntrary　t。　the　idea・・f　passi▽e　feψinity　and　t・the　neqat斗▽e⊥mageT

σfthem　as、eエ。ured　dec』ra七ive　d・1・・．46　A・dawrerice　Klein　・paintains’

the　ass。ciati6n。E　public／pri▽ate　dich・t・my　w‡七h　gender’tbat　is’the’

pub・ic⊥ty、・f　men　and　the　pr⊥▽acy・f　w・men’i・n。t　a　very　u・eful　inst「ument

・fana・y・i・，　and　e・pecエa・・y七・。・imp・e　in　examining　eighteenth－centu「y

pri▽i・eged　w・men．47　Their・・cia，・r・・e　required　them　t。　pa「ticipate　in

▽ari。u。　e▽ent・and　act土▽itie・，　inc・uding　c・ntact　with七h・・e　in　need°M

help・　　　　　　　　、

　　　　　　　H。we▽er，　taking　the　antエd・te・f　charitab・e　acti▽よ七⊥es　exp°srd

her　t。，crutiny　and」eering．　Th・ugh　it　wa・an　age。f　charity’w°men’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，in▽。1▽さmさnt　in　char土ty　wa・’n・t　u’npr・blematic：Spencer’sa七teptエ▽e□ess

f。r　the　di。七ressed　was　s・exten・i▽e　a・t6　be　regarded　a・extra。rdinr「y：

・［Mr，．　Grenvi・le］wa・runninq・▽er　a・i・t。f［Spencer’・］9。・d　qualitys’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃48
and　then。he　sd，　L・Spencer　is　s・char工七able　y・u　kn。w’even亡゜∂n　exce55’

Fanny　Burney　te・tifie・t・Spencer’・ardent　charitab・e　actエ▽ities’buセ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　，

㌫eH；蹴1。f＝七霊c＝蒜：誌隠：：鴇蕊蹴霊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　じ
㌔㍍三e・隠：1∂遮三：：ユηa；dthe　Pub・i。／P由ate　Di；三in6ti・n　in　the

Eighteenth．Cen七ury・S・me　Questi・n・Ab・ut　E▽土dence－and・Ana’ytic　P「°cedu「e’”

Eigh亡een亡h－Cent…y　S亡・d・e・2g（－19’95）・97－・・9；Law垣ce　Klein”Gende「”

C。n▽ersati。n’and　the　Pub・⊥c　Sphere”in．Judith　S七i！l　and　Michael

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W。rt。n，　ed。．，　Textu∂Uty・ηd　5ex・∂批y・Re・dinσTher「エe5∂刀d　P「∂ct2ce5

（Manchester・Manc6e・ter　Uni▽er・土ty　Press’1993）’1°045・

48　Ex亡r∂σ亡5’　P．　72・、　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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her　prai・e　i・acc・mpanied　by　a　di・apPr・ving・ubjuncti▽e　c・nditi・n’・“she

・pend・her　life　in・uch　exerci・e・・f　ac七i▽e　chanity＆・eal’that、　she
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

wOuld　be　orle　of　the　most　Strikingly　exemplary　women　Of　Rank　of　the　aqe，

had　she　less　of　shew　in　her　exertiOns，＆more　of　forbearance　in　publishinq

them．”49　Here　Bu｛rney　is　critica10f　the　publicity　Spencer　pursues　o▽er

her　bene▽・・ence．5°エn・ne　ana・y・i・・9’ ABurneyr・n。▽e・・’charity　i・ラn

act　that　requires　w。血en。f　m・re　c・mplicated　attitude・Here　a　female

bene▽・len七mind　mu・t　be　charitable　and　at　the・ame　tエme’m・de・t’prudent’．

and　cha・te；charitableness，七hat　i、s’・penne＄・’tru・tパnd　gener。sity’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51
・h・uld　be　c・mpatible　with　re・er▽e’prudent・uspici・n’and・elf－gua「d・

Thu。　charity　sh』uld　be　a　delicate　act　that　h・ld・it・elf　between・the

c。ntradict・ry　tens‡。ns∴エn　theeye・f　BurCney’Spencer　failed・、

　　　　　　　St土ll，　chari七y　pr・▽エded　Spencer　w土th　c・nfi’rmati・n。f　her・・cial「

土dentity，　and．　・hel．　needed　end・r・ement　pers・na・・y　and・・cia・・y・’A・the’

tie　Of　the　extended　kinShip　weakened　and　the　smaller　family　life　gairユed

imp。rtance，　Lady　Spencer　had　t・・eek　f・r　her・tandエng　in　the　changinq

。。ciety．　She　wa・awife・f　a　newly二created　earl；・he　herself　came　fr°m

aweal七hy　bu七n・n－ti七led・elf－made　man〆s　h。u・eh・ld・She　imp・・ed。n

he’ 秩f唐???@the　inheri七ance　of　the　substance　and　illusion　of　the　remnant

of　the　tradition　Of　extended　kinship．　It　was　not　exactly　the　lρrdly

maqnan土m土ty　and　pr・tecti・n，　but　the・adylike　nurturant　care　exerted　in

the　t・p・・6f　the　afterimaqe・f・・rd・y　ex七ended　pr・tec七土・n・shr　had　t。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　search　fOr　the　path　she　was　to　tread．　She’had　her　own　s七rat二egies　七〇

balance。penness　and　reser▽e．　One。f　the・trategie・wa・t・hide　herself

behind　the　name　of　LOrd　Spencer．、She’was　respgpsible　for　handl⊥ng

pet土ti。n，　a・king　f・r　charity　and　patr。nage・Pet⊥ti・ner．S’knew土t　and

addressed　theirc　letters　t二〇　her　ladyship’and，　abO▽e　all，’mOst　of　the

let七ers　accumulated　Were　reCei▽ed　after』hu・band「・death・

Remarkably・he　read　the　huge　am・unt・f　petiti・ning　lgtters　and　ma「ked

in　mOst　of　th（im　hOw　she　react二ed　to　them・　工t　is　apParent　七hat　she　was

in　charqe．　S七ill／in　a　prefat・ry　n・te　t・七he　philan七hr・py　rec・rd’she

put。　her　hu・band’・nbme　fir・t’・she　keep・the　le七ter・“a・aC・rdia1　t・

1，9　J－・yd・H・m・・w，　ed，’丁力e　J・urn・ユ・∂n・i　Le亡ters・f　F・nny　B・xney　r　l・P⊃8・

‘50 @工bid．　’　工、。　p．　39．

・・Da・n・ff，・Th・Una▽ert・d　Ey・・Danger・u・Charity　in　Burn・y’・E▽elina　and

the　Wanderer，vv　231－46．．
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remind　m6。f・my　L・rd’・ne▽er　failinq．gener。sity＆Humanity＆・f　the

earne。tness　with　whichエexecuted＆．　s・metimes　endea▽・叫ed　t°im土ta七e

　　　　　　　　　　　　　　　　〃52
his　benevolence．
　　　　　　What　di。tingui・he・her　bene▽・lence　m。re　than　its　rgma「kable

extent　i。　that　it　wa。　rec。rded　at　a1・；ヒhe　apPlicati・n・etter・have　been

kept　and・y・tematica1・y　arranged　in　an　lalphabetical・rder・°ften　the

react土。n　taken．t。七he　apPl⊥cati。n　i・rec。rded　in　her・wn　hand　and．s°me

c。pie，。f・heuc　tiep・y・etter・ha▽e・ur▽i▽ed・エn　the　c・㎜・n　f・rm・fpe「s°nal

charity，　a・ady　pay・vi・it・t。　the　unf・rtunate　inrthe　neighb・urh°°d　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
土ti，　n。t　charted　in　writ土ng．　H・we▽er，　Spencer　ch・se　t・accept　lette「s

。f。。licitat⊥。n　and・keep　them；・he　clearly土ntrnded　her　cha「itable

acti▽エties　sh。uld　n。t　be　ephemeral　but　regエ・tered・The　marqinal　n°tes

t。the。e　le七ters・Were　wri七ten　d・wn　f・r’he・il・wn　u・e　and　e▽entually　fg「

her　p。。thum・u・reputati・n．53　By七hi・rec。rdrkeeping’・he　ch°se　t°

repre，ent　herse・f　as　a　c・mpassi・nate　pi・u・pr・tect・r・f　the　needy　and

u。eful　membe士in。。c土ety．54　Petiti・ner・’letter・．were　e▽idence　t・makinq

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

of　a　bene▽Olent　countess・
　　　　　　　Neat　rec。rd－keepinq　wa・n・t・imply　intended　a・hermark　in　h⊥st°「y・

エtwa。　f。rem。。t　part・f　d土・cipline・he　imp。・ed・n　her・elf・S°me

；土ghteenth－century　men　and　w・men　puzz・e　u・with　the・heer　quantity・f

their　writinq。．　We　w。nder　why　they　wr・t6・・much・エt・eem・tha七they

Were　engined　by　the　in・atiab・e　de・ire　td　rec。rd　what　c・urse・ne’S　・1⊥fe

・・Wh。t。he　mean七t。　d。　by　her　charitab・e　ac七i▽itie・is　stilユt・b6　analyzed・

F。r　th。　imp。rtance・f　eXaminati・n・f　the・ub」ecti▽e　experi・nce°f　indi▽idual

d。n。r。　a、。nq　with　the　under・七andinq　the　exエ・ting・七udie・essentially°ffe「s

。f。harity　a。　a－re・p・n・e　t・th・need・・f　the　p・・r’f・cu・inq　dem°9「aphic

。nd　ec。n。mical　fact・r・，・ee　Sandra　Ca▽al±・’”The　M・ti▽a七i・n・・f　Benefact°「s：

An。▽。。view。f　ApPr。aches　t・th・Study・f　Charity’”　in　Medi・加e∂nd　C力∂「i亡y

bef。re亡力e鳳f。re．S亡・亡e，・d・J・nathan　Barry　and　C・lin　J・nes噛（L°ndの：

Rout工edqe，　1991），　46－62．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　led・　’Some　wer『lette．r　de▽otees・　They　cOuld　not　do　w⊥thout　’writing　and’

　reading　letters．　Spencer　was　one　Of　them．　The　charity　letters　areゴus七

a．part・f盲er　papers；層 唐??@exchang6dユetters　with　sc・re・・f　pe・ple，　s。me

°fwh°m　we「e　f「equen七c°「「esp°ndents・’Her　extragrdinary　c。㎜⊥trPent

’輻゜1ettρ「“w「iting　and「eading　i・part・f　her　eff・rt・t・pギ。ve　f・r　her・elf

and　assuFe　herself　that　she　i・s　a　worthy　mistress　of　herself．　「Letters
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

were，nOt　onユy　the　direct　record　of　her　eniotiOnal　life，　but　also　the

acti▽e　agent　tO　work　on　her：asoothing　tool　to　in▽ite　her　to　get　control

Of．herself　as　well　as・a　channel　of　indulqence　工n　otherwise　seとret

・en・ati・n・・℃・P・equently’read工ng　and　writip9・etters　served　her　t・

d土sciplin’e　herself　and　ゴustify　her　pri▽iユeqed　comfortable　situatヰon”

七〇　herself．　　工t　was　primarily　important　to　prO▽e．it　tO　herse工f．

E▽entually　no七　〇nly　tO　herself　but　also　to　the　pQsterity　whO　read　her

documents　do　her　recOrds　prove　her　de▽ot工on　and　interests．

　3）　The　Petitioner：　Mary　JacksOn

　　　　　　’Spencer　was　renowned、for　her　qenerous　charitable　acti▽itエes，

at仁racting　a　numk）er　of　petitioners　from▽arious　parts　Of　England　and

e▽en　in　France．　　　This　chari‡二y　was　based　on　narcrati▽es，　wi『ヒh　each

peti’ヒiqner　presenting　their　account　to　Spencer．　　She　knew　it　was

噛suscept⊥bユe　t・fallacy　and・he　needed・eユf－pr・tect⊥。n　aqain・tとreated

stOries．　工ndeed，　reading　pet工tion　letters　requ工redゴudgment．　Judgment

whether　the　distressed，person　was　wort三h　assisting　or　not　was　thought

crucial⊥n　a　benefactor．　工t　was　aユways　considered　and　exanined　whether

the　applicant　was　a　▽irtuous　person　deser▽ing　a　compassiOnate　and

bene▽。len七resp・nse・Spenger皿。bili・ed　capable　agents’when　necessary’

for　enqt！iry　into　the▽6racity　of　the　na士rati▽e．　She　knew　to　whom　she

should　direct　he　iC　probe　and　cou］．d　make　use　of　th．e　he七work，　agents　of

which．were　ready七・examih．e　f。・・　her．　Wheh　Mary甘ield　claimed七ha七・she

wa・the頑・w　1。f．a　clergyman’・ld　and　wrak’Mr・［［i・Pham　一　’went、・▽er　the

li’唐煤C　of　w土dOws　Of　the　’clergy，　where　he　did’nOt　find　her　name　and

accordinglY　he　repo士ted　the　result　of　his　in▽estigation．　Spencer　Wrote

d・wn、　that“n。t　f・und　at　the　place　named－n。t　dn七he　liSt・f・the　WidOws

＆SOns　of　the　Clergy－tho工promised　the　Dauqhter　a　guinea　she　has　ne▽er
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returned・”55’S・met±mes　she　’ ?Eund・ut　fraud　after　gi▽ing・。me　m。ney．　She

ga▽e　fi▽e　gu土neas　t。　Man・e・Gwynn，　wh・wr。te　’t。　her　se▽en　times　after

』that・6n　the　f⊥f七hユetter　she　put　d・wn・” va・pr・bab・y　imp・・’輌P。n　by．t’

him－・6　sent「i・・Ans「・”When・he、　rece⊥ved　the・e▽enthユetter，・he　wa，

certain・“ha・apPlied・e▽eral　time・th・’he　kn。w・エha▽e　d土・c。▽ered　him

to　be　an　impostξer．”『MOst　Of　those　who　were　labeled　as　an　impOsteエ，did

nOt　perSiSt　in　aSk⊥ng．

　　　　　　　Mary　Jackson　was　one　of　the工emarkable　petitioners　who　h6a▽ily

depended　On　heビaやi’lity　in　recounting　the　story　of　her　li右e　and　sentimehts．

The　existing　d・cumen七s⊥nclude　1141etters　fr・m　Mary　qacks。n　tρSpencer．

工naddition　to　thiS　enormous　bulk，、there　are　fOur　froM　Spenc6r　tO　JacksOn，

・ne　intr・quCt・ry　le七ter　by　an　unkn・wn・writerr。ne　ab。ut　Jack・・n頑t亡en

by　Mrs．　Dodd，　who　worked　as　an　in▽est⊥gating　agent　for　Spencer　－－　she

was　al・・an　in▽e・tigat。r　f・r　the　Ladies’とharitable　S・cエety－一、一一　r　and

an・thqr　letter　ab・ut」ack・・n　by　Mr・．　Wy睡n，　Jack・・n’s　si．・ter（Table

1）．　JacksOn　was　nOt　amOng　the’tenants　or　］．Ocal　residents　whO　usual・ly

get　bene▽・lence　fr。m　the　benefact・r・・H・we▽err・he・wa・f・r・tunate　en・uqh

t・be　g⊥▽en　Lady　Spencer’s　laVi・h　attenti・n・Spもncer　let　her　be　a

resident　Of　her　charitable　apartment・，　qa▽e　her　in　the　end　as　much　as・

£50ay・ear’ C』aw　her　per・・nally　when　p・ssible，　and　wr。七e　t。　her．　And

abO▽e　all！　she　was　not　reユuctant　to　rece工▽e　Jackson’sle・ヒters，　or　rather

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＄he　enc°u「aged」aqk・。n　t・w＃ite七・her・What　heユped　her　t・apPeal　t・、

Lady　Spence「t°such　a亘extent？She　wa・a　wi．d。w；．w土d・w・were　amrng　the

first　to　attract　benevolence．・Her　husbarid　ha’ п@been　in▽Olved　in　the　na▽al

service；Spencer　Was　fa▽Ourable　tb　na▽y．　She　had　a　goOd　education，　she

l・st　a　1・t　and・he　wa・d↓・．abled；　ye・，・he　de・er▽ed　pエty　fr・m　the　pri▽エユeqed・

But　beyond　anything　else，　she　waS　a▽erY　good　writer．　｝ier　letters　were

engaging，，　eユoquent，　and　fエequently　written．　工t　is　worth　focusinq　on

her　wr土ting　ability　t．4aP　．cOntributed　much　to　prO▽ide　Jackson　with

Spencer’s　care．

　　　　　　The　facts　about・Mary　JacksOn　are　not　6asyto　cOlユect　and　ascer七ain，

except　f°「頑t　t！　e　bulk°f　lette「s　te；1・Jacks°n　was　intr・duqed　，　，t　o．

Spencer　by　an　anonymous　writer　in　1フ82．’ @Jackson　herseユf　began　to　write

・n2September　1782・Between　thi・Sept6mber．1782’and　June　1791，　f・r

nearly　ten’yearr’Jack・・n　wr・te　quite　frequently；theユ、a・t・ne・f　Yhi・

55Al仁hOrp　Papers　75707．
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successiOn　was　dated　29　こrune　179i，　her　110th　letter．　Then，　she　wrote

。p。radically，　in　Janunary　and　Ju・y　1795，　in　December　1798，　and　her　114th’

her　w土ll，　was　del土vered　in　March　1800．　’Durinq　the　dense　nihe　years　she

wr。te　ung・㎜。nly　regularly・エt．・eem・like　a　m。n七hly　rep・rt（Table　2）・

But　it　工s　not　her　punctuality　that　is　mOst　impress土ve．　　工t　is　her

entbu・⊥a・t土c　pr・fu・i・n。f　writ土nq　that　di・t’ing9±・heS　he「f「°m°the「

pet工tloners・

　　　　　　　From七he土nformation　qiVeh　by　the　first　anonymous「pet‡tioner　and

confirmed　by　Mrs．　DOdd’s　in▽estiqa七ion，．　Mary　JacksOn　was　the・widow　of

Lieutenant　or　Captain　Jackson，　who　wOrked　for　the　East　工ndia　Company．

Her　husband’sname　is　not　repOrted　but　he　might　ha▽e　been　a　John　Jackson，

whg　wa。　Lieutenant　in　1756，　became　Captain　in　1770，　and　died　in　1778・

After　the　htisbandf　s　death，　she　had　four　children　tO　supPOrt　with　a　pensiOn

・f19£ayear’ D　B・th　the　fir・t　peti七i・ner’・de・cripti・n　and　Mrs・D°d．dr　s

rep・rt・upPOrt　her　claim・f』 b?奄獅〟@an　unf・rt皿a七e　gentlew・man；・he　i・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃56
described　as　・・much　respe己ted，”ha▽ing　“much　Delicasey・［s±c］　in，her・

　　　　　　　The　fir・七petitエ。ner　f・r　Mary　Jack・・n　claim・．　that　he／・he　is

wntting　the、　pdtieiQning・etter　with。u七letping　her　and、he「siste「’．s

family　kn・w　ab。ut　the▽ery　letter・M・re。▽er’the　perS・n　eveh　cユaim・

that’、the　Au七hOr　of　this　address　to　the　Countess　of　Spencer　a　Volunteer

in　the土r　Ser▽ice　wh。m七hey　d・n・t　ab・・lutely　kn・．w　by　name・r　CharacteL”

’エtis』。t　unu’唐浮≠戟@that　the　letter　writer　claims　that　they　ar‥r土tinq

with・ut　the　per・・n’・kn・Wユedqe・・in。rder．　t。　impress　the　needy’・m°desty’

but　it　土s　a　lM二七1e　unnatural　that　the　p6rson，is　not　known、、by　name　or

Charcacter”　　tO　　the　　peOple　　concerned．　　　Here　　the　　writer　　places

himse・f／her日elf　a・aper・ρn　whg　kn・w・the　fami・y’s，・ituati・n　very　we・ユ’

but　hidden　from　the　famUy；thus　tthe　wヒiter　establishes　himself／herself

as　a　narrat。r．エf　this　were　fidti・nal，　it、土s　a　perfect　beqinning・f

a・ 煤Euching・t・ry　which　i・na’窒狽≠狽?п@by　a　detached　naFra．P・r　wh°is　nρt

iri▽Ol▽ed　in　the　affl⊥ctiOn　and　supposed　to　be　able　to　reporct　the

distresses　Of　the　unfortunate　obゴect土▽ely：enOuqh　and　affectinqly　enough

to　in▽ite　the　reader’s　pity　．and．　bene▽OlenCe．　　Thus　the　mysterlous

an・ny・n・u・writerc　i・able　t・u・e　a　na士rati▽e　de▽ice・f・en・⊥bility・．

56噛 `工etter　on　behalf　of　Mys．　J’acksOn　sent　in　1782；　Mys．　Dodd　tO　Countess

Spencer　d・ted　12　March　1784（Alth・rp　Paper・75609）；The　Cqmmissi・ned　se∂
Offi　cers　of　亡he　Roy∂ユ　N∂vyヱ660－1815　3▽Ol＄・
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Alth・uqh　the　hand　i・different，　it　i・p・ssib斗e　that　Mary　Jack・°n　herself

wa・in▽・1▽ed　in　q・rdp・・ing　thi・el・quent　letter　which　is　cl’№奄高?п@t°be、

written・・in　aid。f　Virtue＆merit　struggl土ng　under七he　sad　fapality。f

a　series　Of　accumulated　misery＆Woe，・more　than　adequate　to　sink．the

’greate・t　F・rtitude土nt・the　depth・f　De・pair！’

　　　　　　　U。ua・ly　the・entimenta・n・▽el・f・cus。n　the　reacti・n・f　tbe

de、icateゴ。ining　the土r　tears　with　the　unf・蜘nate’saf七er　the・t。riesゴ

。f　the　help・ess　m。▽e　the　hdaxt・．　Rea・petiti・ner・ha▽6　t。　make　the　ir

di。tresse。　under，t。6d　c・nV土ncingly，　fir・t・F・r　th±・purp・se’theエr

。uエtable　m。del　i。　the　l土fe－st。ry　teller・frequently　f・und⊥n　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
interp。lated　narrati▽e　in　the　n・▽rl・ApPli・cant・tell　theエ「st°「エes　as

if　they　were　s七・ry－te・・inq　agents　a　litt・e　detached　fr・m　the「eality

。。a。　t・pre・ent　the　narrati▽e　seeminq・y土n　a　neutra・Way・They　have

t。pr。▽e　that　they　are七he　de・er▽エng　P。・r’・・they　take、this’stange・

－They　in。i。t。n　their　te・・inq　the　bare　fa6t・’which・h。u・d　apPeal　t・the

。en。it土▽e　mエnd　and　with　which　they・h。uld　be　naturally　pitied・

　　　　　　　エnMary」ack・gn’s・etter・’the　tran・itエ・n・f．rmphasis’fr°m

empha・i・。n　the　ratエ・nal　ana・y・i・then　t・the．P・rC・minende・f　the　language

。f　the　heart，　i。　di・tinc七ly　pre・ent・She　at　tirst　de・crエbes　heuc

，ituat⊥。n　in　detail．　What　i・repeated　i・her“disresse・・f　mind’”and

what　she　fear。　m。st　is・the　l・ss・f　Rea・・n”re・ul七ing　fr・m　the　ext「eme

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l．affl⊥cti。n．　Her　immediate　c・ncern　1・her　head　and　mind’・f。r　exgmple：

●

…a。My　Head　wi・・n・七bear　the・ea・t　encreace。f　Afflicti°n’and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，the　m・・t　di・七ant　hin七。f　it　t。　them　w。u’d・ccati・P　，・uch　arl　Add’q°n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57
to　my　present　distress　of　M⊥nd…

My　Mind　i・土n・the　m・・t　Exqui・ite　di・tress’エam　n。t　Well’＆the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，certainty　that　N・ne　t・⊥ntere・t　them・el▽e・in　the　p「ese「▽at’°n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58
。f　My　life，。r　Sen・e・，　will　infalliable　dep輌e　Me・f　the　latte「・

　　　　　　　　　　　　　　　　　L

エti，　after　sertding…the　rep・r七・f　her’ Eituatエ。n　and　geVting　resp°nse

fr。．　th6．　．。untess　that‘」ack・・n　indulqe・in　teauc・’加wri已ng　ab・9七he「

heart．　When，he’・write。　a・et七er・f　qratitude，　the“heart”is　repeatedly

emphas⊥。ed、　in　her　fエr・t　thank－y・u・etter’th・ugh　her　mind　is　alS？

57Sept　21782，　Alth・rp　Papers　75709・
58Sept　27　1782，　A1七hOrp　Papers　75709．

、
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pre・ent，　it　is　sUper・eded　b声e　hrart　b・th・f　her・wn　and　Lady　Spencer’＄・・

Lady‘ rpencer！・i・・a　Heart　replete　with　g。・dneS・’＆ali▽e　t・all　the

fエner　fee工ing・・f　Humanity〃；Jack・・n　beqもpard・n　f・r“the　effu・i。n。f

aHeart．”　JacksOn　repeats　descriptions　Of　her　heart：　、’My　Heartエs　now

at　ease’〃・・Out　Of　tlhe』Abandances　of　the　Heart＆c・’…w工th　e▽ery　sentiment

agratefull　Heart　is　capable・f　feeling！’A且these　phrases　a「e　ln

・ne　single　letter．59エn　an・ther　letter，　afteピap・1。9工・ing　f・r　he「

・・eeming　famili．arity，”・he　add・that　it　i・n・七dn　acc・unt・f　the　lack

・f　iCe・pec七but・my　Heart・▽erflOw・with　the　tendere・t　gratitude・Will

’y。ur　Lady・hip　all。w　me　the　Expressi・n，エmu・t　speak／the　language”・f　my

Heart，・r　be　silent．〃6°Ab。ut　tWenty　letters　were　written　while　Jacks。n

is　an　Obゴec七〇f　Lady　Spencer’soccasiOna；charity，　that　is，　before　Mrs．

D・dd’・rep・rt　t・witnesβthe　situati・n　and　supP・rt」acks・n’sclaエm・was

・ent　t・the　c卯nte・s・Thr。ugh　the・r　let与er・’・he　gradual・y　establirher

and　ensures　the　steady　fOot二inq　as　the　benefactress’s　fa▽oured　one，　by

rcel，’Erting　alte士nately　t・ra七i・nal　d‡・c・ur・e・f　apPeal　and　t・heart－felt

grcatitude・

　　　　　　After」acks・n　qets　establ土shed　as　a　fa▽・ured，　the　relatidnship

between　the・e七w・w・men　iS　curi・u・・Jack・・n　id・li・e・Spencer；，“Y°u　al°ne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
Madam　fill　e▽ery　A▽enue・f．my　Heart”；・he　gqe・a・far　a・，t・c・n・ecrate

her：

エ・a・ute　the　chUrch　in　y・Vr　H。u・e’＆，take・the　libe「ty　t°kiss

the　fair　HandS。f　all　the・aint・at　H・ly　well　Mr・．’＆・Miss　P・int・

in　particuユarr＆be亘．　a　Bitt・f　the　B・rder・f　y・ur　lady・hip

garment・・f・r　a　Relick’whichエ・hall　ha▽e　m・re　fa過in’than
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61
in　St　W土nifreds　Ear，　which　was　Once　offerd　me．

■

Of　c。Urse　Jack・・’氏@pay・due　re・pec七，　and　Spencer’・attitUde　t・her　i・

n6t　ti。。　friendly，　but　spencer　alユ・w・」ack・・n　t・indulgel　in　rather

pre・umptu・u・apPr・ache・in；etters’・N・w’the　c。untess．　i・」ack・。n’s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
guardian　Angel，　and　e▽ery　th土ng’the　w・rユd　t・her・N・t・nly　Jacks°n

asks　to　let　her　li▽e　near　the　cOuntess，　but　alsO　does　she　mention　that

590ctober　4th　l782，　Althorp　Pape　rs　75709；

60Sept　gthユ783，　AlthOrp　Papexs　75709．
61Sept　gth　1783；　June　20　1785，　Al七horp　Papers　75709．

一36一



・heよ・think土hg・fheエa・・dCy　and　d亡eaming・f　her　at　n’ght・the　cσuntess’・

9。・dness　i・・n　her　mind”at　lea・t　eiqhteen　h・urs・ut。f　the’f°u「＆twenty’

t。。ay　N。thing。f　the　hapP土ness。f’・eeinq　y・u　a・m・・t　e▽ery　nigh七・”62

Jack，。n　cherエ。he。　spe’ 獅モ?秩@ke’epihq　a・etter　fr6m　Lady、spencer　under　he・

pi・・。w．　Her　attachment　t。七he　c・untess　is　s・fer▽ent　that　heエspi「it

repea七ed・y　tra▽e・・fr・m　her・Jack・。n　haunt・the　c°untess　and　he「・

daughter’the　Duches＄　of’De▽onshire：　　　　　　　　　　，

●

My。pirit　is　s・metimes　H・▽erinq・▽er　y。ur　Bed　whenエtake　Ca「e

that　h。t　a　Zephine　Breathes．t。・badly。n　y。u’fr・m　thenceエtake

my　f・ig．htr＆in　a　M・ment　am　perch’d。n　heエGrace・pilユ゜w　when

after　Crea七ing　a　th・u・and　plea・土ngエmage・t・play・bef。re　he「fancy

＆pr。1・ng　her　S・umber，エReturn　t・my　fir・t　dearest　Cha「ge’＆

Waiteh　ti・・the．　Envi・u・M。rninq．star・Rem土nd・’ 高?ｵha七all　sp二「its

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63
mUst　▽ani』sh　as　it二s　apProach　…

Jack，。n’。。bsessi。n。eem・t・．be　excessi▽e，　and・’・he　de・ignate・he「self

hke　a。ta！ker　bef。re　the　name．　H・we▽er，　a・far　a・土・kn・wn　in　the　lette「s

by　Spencer　a・we・エa・Jacks・n　her・e・f’Spencer　d⊥d　n。t　reゴect　he「but

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，in。tead，　enc。uraqed　her．　F。r　Jack・・n，　t・・tyle　her・elf　as　a　h°▽e「’ng

。pir土t　i。　a　meansi |t・pr・▽e　that・he　can　partic土pa七e　in　p’aying　with

、iterary　al・u。i・n・，・haring・土terary　cu・ture　with　the　c・untess・°ne

i㎜ediate　reference　i。　ea・土・y　f。und・Jack・・n　men七i。n・“Sylph”’which

i。the　tit、e　r。、e。f　Duchess・f　De▽・n・hire’sficti。n・、“・・me　time・エtake’
A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃64
my　f・iqht　t・De▽・nshire　H。u・e　in　the　Charエacter。f　a　Guardian　Sylph…’

A，七he　’enigmatic　sylph　pr・tect・the　her。ine　in　the　n。▽el’・・Jacks°n

apP。in七・her・e・f　the　r。・e。f　a血y・七eri・u・guardian　spi「i七・

　　　　　　　　Reference七。、エterature　thu・pr・vided　her　w⊥th　a　mean・t6　gett加g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　‘c、。。er　t。　Spence士．　S・did　her・iterary　ab且ity・Her　let七e「w「’t’ng

abi、ity　wa，　f。r　her　the・n・y　re・・urce恒dさpend・n’if　we　put－aside　he「

dexterity　in　need・ew6rk．　The　p・tentia…　f　ber　w「iting　we「e

・ackn。w、edged　by　her　si・te亡and　Spencer・Th・ugh　they・土ved　t・gethg「and

62Janu。。y　7…784，　A・th・rp　Paper・757・9…P・int・”refe・s七・Spence「’s

maid・n　famよly　name“P・yn七・”・　　　＿・

≧璽㌶懸ii尋蕊漂7；≡SS・fDe輌’　
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．he・ped　each・ther　f・r　a　certain　peri・d，　Jack・・n　and　her。i。ter　g。t。n

difficult　Yertn・・、エt　wa・・n　acc・unt・f　Jack・・n’・pen．　Mrs．　Wyburn　i・
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

▽期lant・▽er“her　talent　at　writin四y　whichエha▽e　been　a・ufferer，〃

P・intエnq・t。　the　allure・f　her　engaginq　pen．　She　bitterly　p。int。　t。

Jacks・n’sCreati▽ity・”the・・warmth・f　her　temper，…d。e・n。t　alway・permi七

her　t・c・nfine・hersel仕。　the　strictest　truth．〃65　Reqardless。f　Mr。．

Wyburn’sc・mplaエnt・’the　c・Untess　seem・t・ha▽e　enc・uraged　he，，　t。　write

and　e▽en　t・bec・me　an　auth・r．．Spencer’ssugge。七工。nユetter　is　s亡⊥ll七。

beエ・・ked　f・r’but　Jack・・n’・repユy　t・her　ad▽ice　i・telling　that　Spencer

appreciated　Jξlckson’s　adeptness：

Y°u「Hint　Madam’・f・etting　ab・ut　s・me　wprk，　ha・empl。yd　My

th°ughts　e▽er・工nce’a・t・W。rk・・f　geni・u・・r　qudgment，エhaVe

not　cOurage　tO　attempt’Or　Vanity　tO　think　工　shou’d　succeed，　as．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
to　those　of　fancy．工shall　endea▽Or，　before工haVe　quiteユost　the

Use・f　my　Hands，66　　’　　　　　，　　　’

Alth・ugh　her　pen・eem・t・be　runninq・m・。thly　e▽en　Wheh・he　beg・m・neyr

・he　cユaim・七・prefer　wri口nq　with・ut　any　practieal　purp・se：ト・・土f　y・ur

lady・hエP　will。rder、me　t・・write　a　treat土・e・n　N・thing，…エshaユ1・hine

wi七h・ut　a　f。il・”67　She　c・nf⊥de・that・he　began　t・write　fiqti・n　at　the

age　of　fourteen．　She　tells　that　she　might　do　i七a　la　Stercne．68　But　in

the　end・he　take・pride　’ 奄氏@her　m・de・ty・f　ab・taining　fr・m　publicati。n．

エnreceding　fr・m七he　pubユicati・n，　she　d。es　n・t　d。　it　s土lently，　but。ffers

he「neqatiVe・pini・n’・f　the！iterary　market・f　the　day・、　She　i・critical

rf　the　quality°f　．the　／pr・duct・in．　，the　faci・e・iterary　market・“e▽e．ry・ne

write・’＆tO　ha▽e　wr・te　a　B・・kl　N。　matte．r　What　N・ncence　it　C・ntain・，

is　sufficient　t・establish　a　Reputati・n．”She．　als・kn・ws　h。w　t。　be

sarcas七ic　tOwa　ucds　auth6rs「　custom．　．She　denounces’the　dedicators’
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユmpertユnence．　工f　she　should　pubユish，　she　w土ll　、、dedicate　them　to七he
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

Men　；n　the　MOon，　tO　a▽oid　the　ErrOrs　Of　some　late　Scribbles　whO　ha▽e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

1：監m＝：蒜dl、罐㌶：㍊li’祖th・rp　Paper・75733・
67
　　June　20　1785，　AlthOr．p　Papers＞75710．
68　L・urence　Sterne　in・cribed　the　s七・ry・f　L6　Fever⊥n　Tristr∂iTi　Sh。ndy．’1。

Lady． rpence　ac．
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dedエcated　their　Ab・u・・dity・tOthe　M。St　respec七ab斗e　Character・・”69

　　　　　　1n　this　waY　this　pbtential　authO＃　takes　only　a　side　glance　at

the　pUbl土・hinq．w・rld・エt　wa・he「ch・ice　n・t　t・bec・me　a　p「°fρ§si°nal

writer．　Rathe・r，　she　earned＄pencer’Sbene▽olence　by　her　pen．　She　was

in　her・way、、li▽ing　by　the　Pen”：instead　Of　exchanginq　her　text　and　money

工nthe　bOOk　market，　she　chose　to　offer　her　writ土ng土n　eXchange　for七he

allowance　and　attention、in　the　site　of・persOnal．charitY．　　My　assumption

is　七hat　this　is　why　Mary　Jackson　kept　Writinq　substantial　letters

regularユy　a・土f　in　m。nthlyエn・talment・．．　St6PPing　Writ’ing　wa・n・七ゴu・t

negl‡gence　。r　±ngratitude　but　it　meant　aband・ning「・he「，

pseudo－writi　ng－pro　fe　ssiOn・

　　　　　　HOwe▽er，　she　knew　that　her・writing　was，　as　a　letter，　too－10ng：

in　her　words，　、、one　of．the　Excellences　of　writing　is　to　compr⊥se　much

in　a　few　WOrds，　which　tO　your　ladyship　regret　perhaps　is　not　often　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
case　w工th　me，工usually　multiply　wOrds．”70’ DHer　writerly　desire　to　wr⊥te　　・

was三Ln　conflict　with　her　self－control　of　a　charity－seeker，、　and　she　often

beq・pard・n　fgr　her　pr・1土x土ty・When・he　c・n・ider・h・w　t・be　neaiC　the

countess，　she．first　offers　to　be　a　cOok　but　i㎜ediateユy　reゴects七he　idea

herself，　and　七hen　a　fool，　and　she　denies　it　again．　She　realizes　七he

P・int　i・n・t　the　phy・iqai　cl・seness・’ vhat・he　think・・f　a・a・。luti・n

to　this　t）roblem⊥s，　inqeniously，　tO　be　a　scribe．　First　she　thinks　Of

w・rkエnq　a・a・cribe　t。　her　s。n・“As　an・ld・。ul　like　me’y・u，kn・w　Madam’

is　Of　no　Gender，　工may　with　propriety　offer　my　ser▽ice　if　his　lordship

wants　a　faithful　cOnf土dential　scribe＿．〃71　A　scribe　would　be

c・n＃dentialiy　，in▽・1▽ed　in　the　family　ma七ter・and　Vi。uld　ha▽e　t・w「i七e’

write，　and頑te，　t・hi・m・ther，　her　bel・ved　benefactr6ss，　w土th・ut

feel；ng　guilty・f　wrエting七・・much・Then’・he　dffer・e・be　a　scribe

to　Spencer　herself．　She　is　fasqinated　with　七his　idea　O£becom土ng　a

scribe－cOnfidante：、、工think　I　shall　be　found　to　ha▽e　Witt　Enough　tO　Write，

ify・uwill　ha▽e　the　G・・dnesst・diceate・t・me’that　plea・urr　t。　tr．a，nsc「土be

ydurr　thOughts，　will　your　ladyship　think　of　七hat　or　sOmething　else　for

m6，　le七me　be　U・eful　in・。me・hape．〃72　N・reply七・the・e・ffer・i・kn・wn，

unfort二unately．　After　all，，　the　old　letter　writer　remairled　as　a　lette飴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

69May　8　1789，　AlthOrp　Papers　75710．
70’ `I）r－G．1　6　1789，　AlthOrp　Papers　757ユ0．

71February　13　1789，　Althorp　Papers　75710．
フ2@July　6　1789，　AlthOrcp　Papers　フ5710・

■
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〉

．writer．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
4）qOnclus⊥on
　　　　　　Spencer’・char土ty．paperS　include　th・Se　letteエ・fr・m’the　barely

literate　who　wrote　w土th　uncertain　spellings　and　grammar，　but　there　are

・ub・tantlal　am・Unt・f　le七ter・，　which　emuユate　the・tyle・f　literature・

ApPlicant・included七h・se　wh・had　m・derate・r　g。・d、educati・n　and　pr・bably

htid　chance　to’read　mu（ih，　then，　reduced　to　distress　and　pO▽exty．　This

kind　of　people　whO　are　at　present　de▽oid　oiE　proper　clothes，』bread，　or

c・al　apPealエn　the　language。f▽ari。u・．　type・・f　li七eratuエe’am・nq　which

the▽Oice　and　style　of　the▽irtuoUs　and，　gra七eful’weak　wer，e　ubiquitous

unders七andab工y　because七hey　cOuld　eas土ly工dentify　themSel▽es　with　the

Unf・r七unate　in　the　n・▽el・ぬ・apPeal　t・七he　sensibility・f　the　reader．

a・哩la・tb　the　li・ヒener’・c・mpassi・n　with⊥n　the　w・rk・M・re。▽er’they

wrエte。n　the　assump七iqn七hat　the　unf・rtunate　and　the　privUeged　can

co㎜unicate　and　share　experience　thrOuqh七he　cg㎜On　language．　A↓though

the　att二acks　on　sensibility　were，more　in　pOwer　in　the　wOrld　of　liteエature

at　the　end。f　the　eighteenth－－centu・・y！whe口he・e　apPlicati・n　letters

were　wr土t』，　actua↓petitエ・ne＃・at　thi・time　were　ready　t°．「es°「t　t°

the　sentimental　techr1土ques　borrowed　f士bm　no▽els　when　effect工▽e．　工t　has

・been　p・in七ed・ut　that　the　didact土c　nature・f・entimental　w。rk・・and　the

writer・’empha・⊥・。n　in・tructi・n　were　ba・ed。n　the　a§・umptエrn°g　a　cl°se

relati・n・h⊥p　between　literature　and　real　life・エn　discussing七h土・’the

instructiOn　is　ma土nly　fOcused　on　the　side　of　the　．recipients　of　the

narrati▽e；the　sen．timental　w・rk　rh。w・h6w　t・re・p・nd　t・the　t。uchinq

・t・ry　and　h。w七・beha▽e’b・w　t。　be　a　c・mpassエ゜nate　pe「s°n・H°We▽e「’

the　in・truct⊥・n　mu・t　ha▽e　reached　the・ther　side・The　needy　mu・t　h／a▽e

learned　how　tO　address七b　and　mo▽e・the　respectab斗e・who　were　sa⊥d　tO　ha▽e

most　delicate　sensdibi’lity．　Mary　Jackson　was　one　example　of　thOse　whO

had　acquired　the　exc6pti。naliy　pr・ficien七na諏七i▽e七echnique・and　u・ed

よt　tO　earn　her　livel士hoOd．　Her　resourceful’literary　stock　included

reliqi。us，　satiric，・en七imen七al，　G・七hic’and・therSi即d・he　c。uld

depl。y　Well　whate▽er　wa・a▽aiiable　t・her・・Jack・。n　wa・clearly　an

except土・nal　individual　and　eighteenth－’century　culture・f　chaエity　and

sensibility　set　the　staqe　fO＃　her　to　shine　in　heエ　way．
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Table　1：　Jacksoh　letters　in　Althorp　Papers　75709　and　75710

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Jackson　tO　Spencera Spencer　t6　Jackson Others Total

1782 4
1b 5

1783 8 8

1784
　　　　　．

Q3 1c　　　　　　ノ 24

1785 18　　1 18

1∫786 15 ，　　1 16

’1787 11 2 13

1788 8 8

1789 11 1　’
2d　　’ 14

1790 7 7

1791 4， 4’

1795 2 2

1798 ’　　　1
1

1800 1 1

113 ・4 4 121e

・．A…h・・1・tt・・fr・m　Jack・・n・・Spencer　d…dM・y　28・’1786　i・i・75733・

b．　anonymous　to　Spencer　on　JackSon“

c．MfS　’Dodd　to　Spencer　on　Jackson　dated　March　27，1784

d．Mrs　Wyburn　to　Spencer；Mr　Wyburn　to　Spencer

e．In　addition，　there　are　two　fbrwarded　letters　in　75710．

L

あ

4
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Table　2・Jack・・n’・letters、　m。nth　by　m。nth

Jan Feb． ，Mar April May June July Aug Sept Oct Nov Dec total

1782 ＊＊ ＊ 　　．

4

1783 ＊＊＊ ＊ ＊＊　　． ＊ ＊ 8

1784 ＊＊＊＊・ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ 23

1785 ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

m

＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ 18

1786 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊

A

＊ ＊ ＊＊＊＊ ＊ ＊ 16

1787 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 11

1788 ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 8
1789　、

＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 11

1790 ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 7

1791 ＊ ＊ ＊ ＊ 4

1792
0

，　　1793 0

1794 0
■　　　　1795 ＊ ＊　　　　　’ 2

1796 〉

’ 0

1797 0

1798
＊ 1

1799 0

1800 ＊ 1
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3．Ba七h，　Spa　Wa七ex　and　Caxe

　湯治都市バースの鉱泉とケア

1）はじめに

　18世紀の湯治娯楽リゾートバースの興隆は、療法・旅行・娯楽の商業化を示す顕著な

例であるのは、よく知られている。バv－・一・スを訪れた人々は、商業主義にのせられた消費者

でもあったが、彼らをひきつけたのは、華やぎや消費欲だけではなかった。鉱泉娯楽都市

バースでの治療と療養は、原則的に古来からの書物で学んだことに頼る医学及び古典の教

養を身につけた医者への信頼と不信、新しく実験的な、ときに科学的なと称する実証的な

ものに支えられた流行の療法への依存と懐疑の微妙なバランスの上に成り立っものだった。

73ここでは、バースの鉱泉を通して、健康観や医療専門家との関係を、一人の女性の記録

から考察してみる。そこに現れてくるのは、教養ある人間の知識・情報への対処のしかた

と、身近な人の衰弱と死を受けとめようとする人間の恐れと悲しみの制御のしかたである。

　マーガレット・ジョv－・一ジアナ、スペンサー伯爵夫人（1737・一・　1814）は、外交官となって

成功したスティーブン・ポインツとその妻、美人の誉れ高いアナ・マリアの間に生まれた。

彼女は、莫大な財産を相続し、成人して間もないジョン・スペンサー（1734－83）と1755

年に結婚した。彼は、幼少のころより身体が弱く、周囲の人々は、彼が大人になるまで生

きていられるかどうか危ぶんでいた。そんな彼は成人し、妻を迎え、その後28年生きると

いうことになるが、健康に過ごしたというわけではなかった。特に30歳を過ぎてからは、

胸の痛み、腹痛、痛風、高熱などに悩まされることがしばし、ばであった。それで、スペン

サー・一一・夫妻は、たびたび湯治場として名高かった国内のバースやスカーバラ、そしてベルギ

ーのスパを訪れていた。特に、ジョンの晩年には、バースで過ごす時間が長くなり、結局

彼はバースで1783年10月31日に亡くなった。

　ジョン・スペンサーの面倒をみたのは、妻であるジョージアナであり、彼女は自分のこ

とを「優れた看護人」であると自負している。彼女は、しばしば自分が本当に愛すること

ができる人と結婚することができたことを幸せに思うと書き記しており、その彼に常に注

意を向け、彼の健康と幸福に気を遣い、彼の健康がすぐれないときには不安に思うという

のが彼女の日常だった。夫の健康を気遣う生活が長いせいか、彼女が娘に対して忠告を授

けるときに、「健康と評判は、人生における最も貴重な恵みです。健康と評判をないがしろ

にしないようになさい」と言っている。ここでどちらも「細心の注意を払わないと傷がっ

き、あるいは失われてしまう」ものであり、「失われた評判は特に回復不能である。」とも

言って、注意を促している。評判を保つために必要なのは、「常に自分の行動を見張ること」

73 ﾃ来の医学を学んだ学識ある医者たちと新しい療法をもちこもうとする野心的な療法師の医

療市場での対峙については、例えば、Peter　Elmer，　ed．，　The　He∂ユing　Arts：He∂ユ亡h，

Dise∂se∂nd　Society　in　Europeノ・ユ500一ユ800（Mandhester：Manchester　Uni▽ersity
Pscesst　2004），　pp．　371－78．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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であり、日頃から自分を観察する目を持ちなさいと言っている。74この夫妻の闘病生活に

あたって、バースと医者のウオレンが重要だった。これらの要素を順にみていこう。

2）　湯治都市バース

　バースは、．18世紀に特に繁栄した湯治リゾニト都市である。751987年には世界遺産文

化遺産として登録されており、ローマ時代からの水浴場と、中世の毛織物産業の中心地とr

しての役割を経て、18世紀にパラーディオ様式の建物が建てられて、それがm・一マ時代の

遺跡とよく調和していることが評価され、　「人類の歴史の重要な段階を物語る建築様式」

の見本として認められた。76このバースの紹介を見ても、ローマ時代の遺跡があるという

だけではなくて、18世紀のこの都市の発展のしかたが重要であったことがわかるであろう。

そしてまた、都市計画という面だけでなくて、都市の構造の中身がバースを特筆すべき存

在にしている。77水がもつ治癒の力には常にある程度の信頼があるが、宗教的・文化的要

因により流行の波がある。中世には様々な聖人と結び付けられて（HQIywellとか、　S七Lucy

に捧げられた水など），その効能が信じられていた。7816世紀から18世紀には、水を科

学的あるいは宗教的監視のもとにおこうという努力が払われた。16世紀以降は、専門家が

仲介して、水の使用が行われるようになった。79この専門家の仲介が18世紀の鉱泉、バ

v…一・ Xの街の発展にとって大きな意味をもった。科学的見地の重視という点では、17世紀か

74 ﾜ7x亡r∂c亡5，　P．　22．

75バースが満たしたとされる世界遺産文化遺産の用件は以下の3点である。　「人間の創造的才

能を表す傑作である」　「ある期間、あるいは世界のある文化圏において、建築物、技術、記念

碑、都市計画、景観設計の発展において人類の価値の重要な分流を示していること」　「人類の

歴史の重要な段階を物語る建築様式、あるいは建築的または技術的な集合体、あるいは景観に関

する優れた見本であること」。　　　　　　　　へ

76Andrea　Palladio（1508－1580）はヴェニス近郊のヴィツェンツァで活躍し、彼の古典を
べ一スにしたスタイルは、17世紀に一時的に、そして18世紀前半にイギリスで大いにもそは

やされた。

77バースが最近また複雑なかたちで注目を集めている。観光客が減っていることを受け、新た

なツーリズムを巻き起こそうと大きなプロジェクトNew　Spa　proゴect　を立ち上げ、

National　Lotteryからの莫大な資金を得て市民及び旅行者向けの健康増進施設を建設してい

る。ところが、開業予定をはるかに過ぎているにも関わらず、いっ開業できるか未定となってい

る。

78Elmer，　289．
7g
@D・▽id　Harley，”A　Sw・rd　in　a　Ma・itman　「・Hand；Pr・fessi・nal　OpP・・iti・n　t・

PopUlar　COnsumptiOn　in　the　Waters　Literature　of　SOuthern　England　and　the
Midlands’　1570－・1870，「v　in　The」Mediσ∂ユ　His亡ory　of　W∂亡ers　and　SK）∂5，　ed．　Roy

Porterr　Medic∂ユ　History，　Supp」ement　（London：　Wellcome　工nstitute　fOr　the
History　Of　Medic土ne，　1990），　48－55．
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ら18世紀には、水の化学的成分分析がさかんに試みられ、数字をもって、ある鉱泉の効能

を実証すること、あるいは他の鉱泉の効能が期待できないことを実証することに多大な努

力が払われ、宣伝・論争パンフレットが盛んに出版された。8019世紀から20世紀は、バ

ースをはじめとするスパ都市が文学文化の舞台でスポットライトを浴びることの少ない時

期である。温泉治療学（balneology、水浴やi薬用鉱泉にっいての科学的医学的研究）や

温泉療法balneotherapyという言葉は、19世紀末から使われるようになったが、20世

紀にその研究や療法が隆盛するというわけにはいかなかった。1988年4月22日にロンド

ンウエルカム医学史研究所にて学会が開かれ、ここでは水の治癒力への信頼やスパ文化が

英語圏では衰退したという認識が共有されている。81実際、1970年代には鉱泉地の人気が

目にみえて衰えていた。また、研究分野としてもスパ都市やスパでの生活については、注

目からはずれた。バースをはじめとする鉱泉地の街の盛衰は、鉱泉の効能への信頼やホリ

スティックな身体観に対する態度を反映している。しかし、1988年にこのような学会が開

かれたこと自体、そしてまたバースでの新たなプロジェクトの進行は、近現代西洋医学の

絶対視から、代替医療への注目、医療の多様化への流れを映し、身体観やケアのありかた

の傾向の推移を示して、18世紀の鉱泉リゾートに再び注目することは意味があると思わせ

る。

　バースは訪問者をひきつけた。様々な人々をひきつけ、nンドンとは一味違った魅力を

もっ地方都市のなかの一例として、イギリスの地方都市の隆盛（」P一環にあるという面をも

っが、その中でも特に際立った発展をした。その訪問者たちの需要を満たすために住み始

める人々が17世紀後半から増加し、人口は17世紀半ばからの100年で15　OO人から6000

人（訪問者を除く）となった。まず第一に、医療の場としてバースは人々をひきつけたの

であるが、そこに娯楽が付随し、．社交の場としての発展を遂げて、病人とその付き添い人

が、コンサートあり、ダンスありの日々を楽しむことができるリゾート地となっていった

ことが、娯楽を肯定的に受け入れ楽しむことができた18世紀の特徴をよく表している。病

気の苦難を癒すための場が、美しく着飾った人々を見、おしゃれした姿を見せにいく場と

しての役割も担い、病める老若男女は健康で陽気な老若男女と同じ場所を目指してつめか

けることになったのだ。82文学に登場するときには、たいてい軽薄な人間が軽薄な楽しみ

を追い求める場としてであり、金持ちの娘、息子を狙う若い人々やもう若くない人たちが

出会いを求めてやってくる場、それぞれが、’自分の着飾った姿を見せる場として描かれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　L
80Noel　G．　Coley，　，’Physicians，　Chemists　and　the　Analysis　Of　Mineral　Waters；・

’the　Most　Dlfficult　Part　of．Chemistry「，「v　in　The　Medic∂ユ　His亡ory　of　W∂ters

∂nd　Sp∂s，　ed．　ROy　Poacter，，56－66；ChristopheエHa皿lim，”Cheraistryr　Medicine，
and　th・L・gitimi・ati・n。f　English　Spa・’i740・－1840’　vt　in　T力r　Med1σ・ユHユst°「y

of　π∂teucs　∂n（t隊）∂5，　ed．　ROy　POrter，　67－81．　　　　　　　　　　　v

81 @Roy　POrter，　ed．，　The　Medicin∂ユHistory　of　W∂亡ers∂nd　Sp∂s参照。1988

年4月22日に行われた学会をもとにこの論文集は編まれている。
82Peter　BOrsay，　The　English　Urban　Renaissancer　Oxford　Studies　in　SOcial
HistOry　（ClarendOn　Press，　1991）　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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我侭な妻たちは、ちょっど身体の調子をくずして、医者にバースに行きなさいと言っても

らいたくてうずうずしている。文化人たちは、椰楡嘲笑の的としてバ・一一一‘スやバースに行き

たがる人々を描いたが、本人たちこそバースに群れ急ぎ、ロンドンで育まれた文化人のネ

ットワークはそのままバー・一・スで継続された。バースとロeンドンの間は、郵便サービスが充

実し、手紙が迅速に安全に運ばれ、ロンドンの新聞が届けられ、知的情報に不自由しない

環境が整えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一H－t

　人々のバースに行きたい欲求を刺激したのは、ロコミと出版物であり、鉱泉は、付加価

値を付けられて健康リゾートとなり、宣伝する価値のある大きな市場となった・王侯貴族

愛顧を得、有名人が好んで訪れることが17世紀末以来知られるようになり、あとは放って

おいてもそれに倣いたい人たちが先を争った。健康に恵まれないことに悩んだアン女王

（1665－1714）が医者の勧めで訪れ、モールバラ公爵（JOhn　Churchillr　Duke　of

Marlborough，1650－1722）が発作のあとの治療のために公爵夫人をはじめとして供の者

たちを伴ってバースで過ごした。83ピープス（Samuel　pepysr　163’3　－1703）、ポープ

（Alexander　Pope，1688－1744），フィv・一…ルディング（Henry　Fieldinq，1707－54），

ジョンソン（Samuel　JOhnson，　1709－84），ギャリック（Da▽id　Garrick，1717－79），

バー・一・一ク（Edmund　Burke，1729－97），モンタギュ夫人（Elizabeth　Montagu，

1720－1800），マルサス（T．R．　Malthus，1766－1834），　スコット（Walter　Scott，

1711－1832），ジェイン・オ・・一一一スチン（Jane　Austen，1775－1817），鋒々たる顔ぶれが

バースでの時を楽しみ、あるいは藁にもすがる想いで鉱泉を試した。新聞・雑誌の記事や広

告が消費意欲を刺激した。出版された観光ガイ’ドとしては、たとえば、RObert　pierce’The

His亡ory∂nd　Memoirs　of　the　B∂th（1687；　1713再版）があり、これにはバース

の水が効き目をもつといわれるあらゆる病気について解説がついている。肋eB∂th∂nd

Brユ5亡oユ　Guユde：　orノ　亡」ユe　『r∂de5m∂η’5　∂ηd　Tr∂▽eヱユer’5　Pocζe亡　Co㎎）∂ηユoη

（1742）や、Christophe　r　Anstey，　The　New　B∂th　Guide　（1766）も注目された。

また、非常に重要な役割を果たした出版物には、John　WoodのDescrip亡ion　of　B∂th

（1742－3；　1749改訂；　1765再版）があり、これはかなり癖のある歴史ではあるが、

バースの街の歴史とその魅力を語り、街の計画について明確なヴィジョンを提供した。ウ

ッドは、親子で街作り’に貢献した建築家で、実際の建物・街を構築することに多大な貢献

をしたが、こうして出版物で人々にバースの魅力を訴えるという大きな貢献もしている。

　　スペンサー一一・一夫妻の場合、長年各地の鉱泉地を回り、バースの水に妄信的絶対的信頼を

おいているわけではない。試してみないとわからないと言って何度も試す。経験により効

能を確かめようとするが、効き目がみえなくても使い続けるという状態だった。時折、ロ

ンドンを去ったときに比べて良くなっているわけではないということを実感して、転地療

養を疑問視するが、友人からの「暖かい土地にいるのが一番良いのです。すべての医者と

83　Edward　Greg9，　Q・een　Ann．e（New　Ha▽en；L。nd・n・Yale・Univer・ityL　Press’2001）’

pp．　56－7，　95－7，　161－2．
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彼らが出す胡散臭い薬よりも、ご主人の健康に良いのは水です」というアドバイスを受け

て、また考え直したりした。84病人本人も、「水は最後の望みだ」と言って、療養を続け

る意向を示していた。85

3）医者との関係　一ウオレン

　　Uンドンには多くの内科医・外科医・医者を騙る者がいた6健康と娯楽のために人々

が集まる鉱泉リゾ｝トにも医者が集まった。「市のたつときにスリが集まるように医者たち

が群れてきている」と儲け口を求めて集まる医者たちが描写された。バースでは、パリー

先生が歩くとすぐわかる、ポケットにギニー金貨をジャラジャラいわせながら歩くから、

とバースでの金銭的に恵まれた医者の存在が噂された。86また、「上流の人々は、医者の勧

めなしには、食べることも、飲むことも、［排泄することも］しないのだ」と裕福な人々の

医者への依存状態が評された。87依存するとともに、彼らは選択し、大勢のなかから「カ

リスマ」医者をつくっていった。

　バースでスペンサーを診ていたのは、まず、ガスタート（Dr　Gusthartr　fl．1785）

だったが、夫妻は彼に対してはかなり懐疑的だった。ジョージアナは、心配から解き放さ

れることは大いに歓迎したが、それでも楽観的なガスタートの言うことを頼みとすること

はできなかった。ガスタートは、ヒュ・・一…ム（Da▽id　Hume，1711－76）がバースで末期癌

に苦しんでいる際、その状態は、バV・一・・スの水が治癒するにぴったりの症状であるので、「あ

なたほど回復の望みがある患者を私は他にみたことがない」という診断を下した医師であ

った。その二ヶ月後にヒュームは亡くなった。88それを知ってか知らずか、いや、恐らく

知っていたのであろう。スペンサー伯爵夫人は、「ガスタート先生は、この症状はとても不

愉快ではある’でしょうが、危険なものではありませんと言うのです。彼の言うことを信ず

ることができさえしたら、どんなに良いでしょう」と彼の診断が気休めにならないことを

指摘しいる。891783年10月には別の医者が登場する。チャールトン（Dr［R土ce］

Charlton）だった。彼の応対ぶりは気に入ったようであるが、信頼して頼るというまでは

いかなかった。

　スペンサ・・一…夫妻にとって、信頼すべきは、リチャー一ド・・ウオレン（Richard　Warren，

V31－g7）で、これは揺るがない。彼は、王侯貴族に絶大な人気を誇り、ジョージ3世の侍

医でもあった。90有名人好きのボズウエル（James　Boswell，1740－95）も妻の病の

84Mrs　Garrick　to　Lady　Spencer，　Adelphi，　May　26　1780．
85Dat二ed　6　0ct　1783，　75619．
86DOrothy　Porter　and　Roy　Porter，　P∂tie．nt’5　Progress：Doc亡ors∂nd　Doc亡oring
in　Eighteen亡h－Cen亡ury　Engヱ∂nd　（OxfOrd：　Polity，　1989），　p．　130．
87’ puOted　in　Ibid．　，　p．　19．

881bid．　，　p．　59．

89Dated　25　May　1780，75616，　Althoacp　papers．
90ジョージ3世が狂気に陥っていることを・Rex　nOs七er　insanit’と彼が書き送ったのは、

スペンサー伯爵夫人への手紙だった（1788年12H12日）　　’
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際にウオレンの診察を受けた。ただ、彼の場合は、ウオレンを「酒落物男」と呼んでごす

ぐに別の医者に変えた。91他にもウオレンと合わないことを記している人々はいたが、ス

ペンサー一家はウオレンを好み、娘たちも彼の診断を仰いだ。彼は、ケンブリッジ在学中

にラテン語コンテストで賞を得た教養人で、「類稀なる頭の良さと堅実な判断力をもってい

ると評判」だった。92彼のエレガントで気さくで自然な会話に人々は魅せられた。手の施

しようがない患者は、彼と会話を交わすことでなぐさめられ、彼と一織こいると、心配事

も不安も恐れもなだめられたという。93スペンサー伯爵夫人は、「ウオレンがいてくれた

らいいのに。主人の具合が悪いときに私をしっかりさせてくれるのは、彼だけなのだから」

と書いている。94

　何故、ウオレンの不在をひどく歎かなければならない状況にあるのか？ウオレンはロン

ドンにおり、スペンサー夫妻はバースにいるからである。頼りにする医者はiliンドgにい

るが、それでもその医者から離れて彼らは鉱泉都市を選択した。これは、バースの水への

信頼のためでもあるが、医者には手紙で連絡して処方してもらえば良いという前提がある

からである。

4）描写・物語

　医者は実際に会って患者の身体も診るが、患者本人あるいは家族による描写、記述を頼

りに処方する。描写や観察は直接聞いてもいいし、手紙を介しても構わない。バースとロ

ンドンの間の通信状態は良好で迅速だったので、たとえば、IQ月15日付けのスペンサv－…

伯爵のウオレンへの相談の手紙に対して、18日には夫人が友人への手紙で既にもらったア

ドバイスに触れている。それ以前にも夫人はウオレンに連絡をとりたくてしかたがないの

であるが、本人は冷静に判断してウオレンに伝えるほどの変化はないのであるから、手紙

は書かなくてよいと言ってあった。彼女は、ウオレンに手紙を直接書くことは控えるが、

友人のハウ夫人に夫の様子の詳細を伝え、ウオレンに伝えてもらっている。観察のポイン

トは、身体全体にわたる体液説に基づいたもので、全身のバランスや、熱のもちかたに重

点がある。彼女がハウ夫人を仲介者としてウオレンに伝えた情報は、次のようなものであ

る。　　　　　　　　　　　　・　A

91Porter　and　Porter，　P∂tieτ〕亡75　Progress　：　Doc亡ors　∂nd　Doc亡Orユng　ユn

Eigh亡eeη亡カーCe．n亡ury　Engユ∂nd　，　p．　64．

92DNB．

93William　Munk，　The　R。ユユ・f亡he　R・y∂ユC・ユユege・f　Physエci∂ns・f　L・nd・η；

C・mμユ・加gB土・σ卿力ユC∂ユSket・ches。fAユユ亡力e珈刀eη亡P力ysici・η5・励・5e　N・me5’

Are　Recorde（i　in　亡力e　Ar〕刀∂ユ5　fro皿　亡he　Fo　und∂tioTユ　of　亡力e　Coユユege　in　15ヱ8　亡o

工亡5Remov∂J　in　ユ825　fro1η　η7∂rwick　L∂ne　亡o　P∂ユ」M∂ヱユ　E∂st，　▽ol・　工工　（LOndon：

The　Colleqe，　1878），　pp．　242－47．

94Dated　March　22　：L780，　75615．
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キングスゲイトにいたときよりも食欲が落ちているということ以外には、いかな

る点においても本質的に悪くなっているとは思えません。また、よりしっかりと

歩けるようになったということ以外には、よくなっているということもありませ

ん。ワインも水で割ったワインも量を減らしました。バースの水を少し飲んでい

ますが、これはお腹に心地よいらしいです。めまいはしないかほとんどしないし、

寒気もしないかほとんどしないようです。けれども身体内部の熱があるのは確か

だそうです。彼は肺が悪いのではないかと思っています。彼の舌（舌の奥の方で

す）はいつも白くて、何度か脈をとってみたところ、時によって、しっかりして

いるときもあれば、弱いこともありますが、常に早いです。…　95

彼女は、自分のこの描写が、「夫の現在の状態に関して私が提供することができる最も正確

で完全な報告」であるので、これをウオレンに伝えて、ウオレンが何と言うか教えて欲し

いと頼んだ。彼女の観察と、患者本人が言っていることを織り交ぜたこの描写に表れるの

は、食欲、歩くときの様子、ワインの量、バースの水をどう感じているか、めまい、あつ

いかつめたいか、舌の様子、脈の様子であり、本人は肺に疑惑をもっているが、看護人が

注意を傾けるのは、食欲、歩き方、何をどれだけ口にしたか、熱、脈である。　彼女は、

毎日夫の様子をつぶさに観察し、それに一喜一憂していた。あまりに夫の調子に左右され

るので、自分のことを「スペンサー計」であると言うくらいだった。96

　　チャールトンに診てもらい始めるときにも、本人や家族が描写することがいかに重要

であったかということがよくわかる記録を彼女は残している。「気持ちが悪くなるので、ア

ヘンチンキを省かざるを得ず、ほとんど何も食べられず、うたたねばかりしていて、せき

をし、疾が多く、手が熱い」という「あらゆる面において悪い」状態に陥ったので、新し

い医者に会うことにした。97まず、彼女がウオレンからの手紙をみせ、そして夫の様子を

話した。彼女は、彼の聞き手としての様子は気に入った。こんなことを記録しているのは、

医者の聞き手としての役割が大きかったからである。彼の診断では、この症状は「痛風が

こもってしまっている」のであって、バースの水を続けるのが何よりよいということだっ

た。翌日に、夫がこの医者と会った後、調子が悪くなり、それはこの医者に夫があまりに

一生懸命に自分の状態について話したからだと彼女は解釈した。98順番に注目しよう。医

者はまず病人を診るのではなくて、看護人がまず会いにいき、信頼する医者の手紙を見せ

て、病人の様子を語った。ウオレンが語ること、そして夫人が語ること、それが済んでか

ら、病人が医者に会う。本人及び医者が行ったもっとも大きなことは、本人が語り、医者

が聞くということである。病人は、身体の調子を崩してまで医者に語り、話をきいてもら

95Da七ed　Oct　4　1783、　75619．

96Dated　April　2　1780、　75615．
97Dated　Oct　　20，　1783，　75620．
98Dated　23　0ct　！783，　75620．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へt〈いたかったのだ。

　　看護する人は、病人の症状、感情、態度、所作に注意を払い、そして描写することが

必要だった。病人の全状態を観察し描写するにあたり、あまりに日常的で些細なことでも、

書き留めておき、ジョージアナの場合は、それを自分のところに留めておくだけではなく

て、友人に手紙で報告している。18世紀には、「こんなに書いていたら暮らしている暇がな

い」とまで言われた『パミラ』の流行とその模倣に見られるように、目常の詳細を逐一書

き取った手紙が小説の題材となり、そして実際にも書かれ交わされたが、長い手紙は冗長

さを謝罪する文句を伴うものであった。しかし、スペンサー伯爵夫人が夫の状態について

ハウ夫人に書く場合には、そんな言い訳も必要とせず、彼女は観察と描写を思うままにい

くらでも書くことができた。描写が「20グレインのフィロニウム」と微細になろうが、「チ

キンとアンチョビーのサンドイッチ」と食べ物やのメニューのようになろうが、「フィール

ディングとリチャードソンは読んだ」「最近ホラチウスを読んでいなくて、これは調子が悪

い証拠だ」「ギャリックの伝記を読んだ」と読書記録になろうとも、それが夫の状態を何ら

かの形で伝える材料になるのであれば、遠慮なく書き記した。99観察しそして記録する看

護人は、その行為によって病人の様子を離れた人に知らせるとともに、自分自身も支えて

いた。彼女は、自分の性格について、次のように分析している。「私は他の人たちに比べて

敬度であるというわけではありませんが、普通の人に比べて宗教心が足りないというわけ

でもありません。なのになぜこんなに感情を制御することができないのでしょう。…　思

っていたより私は激しい感情の持ち主なのかもしれません。今までそうは思わなかったの

は、自分の性向と戦わなければならないような状況に置かれることがなかったという幸運

に恵まれただけだったのです。」100穏やかにみえるが、実は激しい情念の持ち主で、それ

が現れなかったのは、これまでは幸運であったためであるということで、環境が良かった

せいで、制御する必要がなかったと言っている。そして、病人のために不安にかられ、大

きな感情の起伏を経験している今の自分にとっては、大切なのは、それを自分で制御する

ことであると彼女は分析する。その分析を受け取ってくれるのはハウ夫人で、夫の状態が

悪くなってきて苦しい想いをしているときに、スペンサーは「友人というのは人生の薬だ」

と言ってハウ夫人の存在が彼女を慰め励ましていることを感謝している。101

　1783年10月31日、ジョン・スペンサーが亡くなると、ジョージアナはひどく悲しん

で呆然とし、しかもアヘンチンキで朦朧とした日々を送る。執事がハウ夫人に死の知らせ

の手紙を送った。「時折妙に冷静な気持ちになるときがあって」、そういう時を利用して、

11月2日にはハウに短い手紙を自分で書いた。102これまで毎日細心の注意と愛情を傾け

た対象を失って彼女が行ったのは、自分自身を観察するということ、日記を書くというこ

9920grains＝1scruple－1．296　grams；フィロニウムは、アヘンや香料などを含む
薬；　　75616．

100Dated　April　2　1780，　75615．
101Dated　ll　Oct二　1783r　75620．
102 @Dated　2　NO▽　　1783、　75620，
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とである。1日、2日、3日、9日、11日で2枚であるので、彼女としては少ないが、次第

に観察者の立場を取り戻していく様子が見受けられる。最初の日は、「ほんのわずかでも神

の慈悲をみつけようと努め」、「私のことを気遣ってくれる人たちに感謝することができる

ように努め」た。翌日の夜、「私を支えてくれる別のものを見て」、「しっかりすることがで

きるように決意をふるい起こした」かのように思ったけれども、「理性にほとんど見捨てら

れて、半分狂人のようになり」、身内の男性たちに引きずられて馬車に乗った。3日の夜、

初めてこれからの生活に目を向けた。9日目、「落ち着いて埋葬に臨めたことを神に感謝」

し、激しく泣いた。11日、執事のどんな条件でも今後も変わらず仕えますという言葉を聞

いて、泣いた自分に関して、「このような効果をもっているものがいかに少ないかを考える

と不思議である」と分析して、冷静な観察者が帰ってきていることを感じさせる。103こ

うして、彼女が夫の死のショックから立ち直る手助けをしたのは、書くという行為であり、

夫の療養中に身についていた人の行動・感情・動作を観察し、自分の感情を制御するため

に自分の中に自分を観察するエイジェントをもつという習慣である。スペンサー夫妻がウ

オレンを好んだのは、観察者・語り手としての病人とその家族の役割を彼が尊重すること

ができ、教養と文化を共有しているということを確かめることができたからである。

103AlthOrp　Papers，　75609．

一51一



4．　Bene▽01ence

1）　Dr　】班inO工

　　　　　　　Although　it　is　a　d土stortiOn，　Oli▽er　Goldsmith（17330？－74）was　and

has　been　knOwn　as　a　lesser　JohnsOn，　a　figure　tO　be　ecl⊥ps『d　by　Samuel

JOhnson　（1709－－1784）　or　e　persOn　to　illustrate　JOhnSon「＄　greatnesS．

Goldsmith　himself　acutely　knew　the　cOmparisOn　and　amOn90thers，　James

B°swelユmade　fun°fエt・エn　his　」gu「n∂ヱ゜f∂・T°u「t°　・Heb「ides　B°swel．1

・neeringly　tiec・rd・G・ld・mi七h’・hUmiliati・n　a・．・a　g・・d・V・ry・f　Dr．

Goldsmith’．　Re▽．　Georqe．Graham　spOke　to、Doctor’an（＃GOIdsm⊥th　answered．

To　th土s　response　Graham　said＝、No，　＿　、tis　not　you　工　mean，　pr．　Minσr；

、tis　bqctOr　M，ヨjor，　there．’　Thus　calユed　as　・Dr　MinOr’　agairlst　JohnSon

as　Dr　Maゴor，　GOユdsm土th、afterwards　spOke　of　it『himself．　、、Graham，　（said

he’）’i・afe…wtg　make。ne　c・㎜it・uiCide・”’1°4　J・hn・・n’・。▽e醐e・輌q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　＋

caユibre　influenced　his　psycholOgy　in▽ariOus　ways，1　for　better　or　worse

in・teering　hi・literary　career．工毛mu・t　have　been・▽e，rall　beneficエali°5，

whエle　it　presents　Goldsmith’s　pユace　somewhat　pathetic．

　　　　　　What　makes　his　life　st土ll　more　pat二hetiごis　his　thwarted　ambitions．

He　aspired　tO　be　a　physician．　Unfortunat二ely　he　failed　to　take　a　medical

degree　at　Edinburgh；　、Doctor’　was　the　courtesy　t土tle．’H『　aspired　tO

gO　to　Madras　qs　a　pr｝ysician　and　surgeOnt　in▽esting　sOme　money．　He　failed

七〇meet　the　reqUirements　tO　get　a　license．106　　Later　in　hiS　literary

life，　he　aspired　to　edit　an　encyclopaedia（was，th土s　h工s　amb土tion　to　sqUare

with　J・hn・・n’s　dicti・nary？）・・His　plan　was．star－stqdded・J・hn・・n

writing　On　eth±ds，　S⊥r．　Joshua　Reynolds　On　pa土nting，　Charles　Burney　on

m’浮刀}’cr　rnd　Da▽id・Ga「「iqk°n　the　theat「e・エfhis　plan　had　been埠lized’

it　would，　nOt　only　ha▽e　enliqhtened　the　contemporaucy　purchaser　of　the

boOk，　but　also　illuminate，　on　behalf　of　students’七〇day，　the　intellectual

104Georqe　Birkbebk　Hill　and　L．F．　Powell，　eds．，　Bo．s　vveユ」「s　Mfe　of　Johnson’

Toge亡he工　wi亡1〕　Bosweユユ’s　Jour刀∂ユ　of　∂　Tou．r　亡o　亡力e　Hebτi　des　・∂nd　Johnson’5

Di∂ry　of∂　Journey　in亡o　Nor亡．h　π∂」es，　Rq▽．、and　enl．　ed．，．vol．　V　（Oxford：

Clarendon　Press，　1964），　p．　97．　，　　　　　　　　　：　　，

105JOhnsgn　helped　Goldsm土th土n．▽ariOus　ways；　fOr　example，　the　manuscript
of　The　Vi己ar　Of　Wakef‡eld　Was’sOld　by　JOhnson　to　make　sOme　mOney　fOr’GOIdsmith

、in　penury；’JohnsOn’i　s　said　to　ha▽e　helped　him　in　f工nishing　his　maゴgr　poems；
J・hn・・n　c・mp・・ed　a　Greek　epitaph　fOr、　him　after　hi・death・

106JOhn　Ginqer，　The　No亡∂bヱe　M∂n　：　The　Life　∂nd　Times　of，0ヱiver　Goユdsmi亡力

（Lon（iOn：　HamiltOn，　1977）t　pp．　106－7，　111－32．
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wρrld　Of　the　prOminent　me孕in　their　fields　as　well　as　eigh七eenth－（：．entury

arts　and　culture．1°7　Thus　e▽en　a　curs。ry　l・・k　at　his　life　suqgests，　if

puttinq，a・ide　the　c・mpari・。n　w⊥th　J・hn・。n，　path。・．and　fru・trati・n・E▽en－・

after　h工s　success　ih　literature，　it　did　not　makelhis　l±fe　easy．　He　was

not　a　wOrldly－Wise　kind　ofman　whO血anaqed　things　to　his　be　s．七convenience．

AG。ldsm⊥th　by　J・hn・Hawkins・9・ds　iike　this・G・ldsmith　t・ld　the　Earl（later

Duke）of　Northumberland　that　he　preferred　bOoksellers　to　d’e’ P）endence　on

the　aristocratic　patron．　Considering　the　writers’　struggle　工n　the

trans土tiOn　Ot　prOdUct土On　of　l土terature．（　th工s　sounds　like・a　▽exy

high－ninded・tatement・f　a　m・dern．writer．　H・we▽er，　the　hdr・ic　refusal

・f　bene＃it　in・piredエn　Hawkin・n。t　a・加irati。n　but・pity　f・r　h⊥・naエvety・

　　　　　　Johnson　su㎜ed　up　h土s　distress　when　he　died：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，He　diedOf　a　fe▽er’made’エam　a£raid’m・re、▽i・lent　by・uneas’ness

Of’mind．　His　debts　began　to　be　hea▽y，　and　all’his．　resOurces　were

exhausted・Sir　J。shua　i・・f。pin土・n　that　he・wed　nσt　less　than

two　l　thOusand　pOunds．　tt、

　　He　records　the　miserable　state　of　a　writeF　oppr．es’sed　by　debts．　Jor｝nson，

　　whO　did　much　七〇　ele▽ate，　the　status　of　wr土ters，　did　nOt　forget　to、add

’・ne　m・re　sentence　t・thi§rrp・rt・　”wa・9▽er　p・et．・。　trU・ted　bef・re？’

’・・8S。，　he　menti・n・b・th　the　wr土ter’・丘nan6⊥al　di・tress　qrid　the　cre砒

　　G・ld・mtth　enゴ。yed・Yes’G・ld・mith　waきfa▽・ured　with　c・nf土dence　w・「th

　　　、nOt　less　than　two　thousand　poundSr．　　Though　his　aspiration　for　a

　　med土cal　career　was　frustrated，　his　achi、e▽ement　in、1．iterature　was

　　c。n，iderable，　bringing　him　fame，　pa’tr・nage，　and・。me　m・ney．1°9’エtエ・

bey・nd　que・ti・n　that　he　dや1。yed　rema「kable　ve「satilエty　in　a▽a「iety

　　。f　Uterary　genre・・’p・etryパssay，　h・▽el，　bi・gfaPhy，　and・P・ay・11°

107Lars　E．　TrOide，　ed．，　The　E∂rZy　Journ∂ユ5∂刀d　Le亡亡ers　of　F∂nηy　Burneyr▽Ol．

エ（Oxf・rd、：Clarend・n，1988），P・271・CharlC・．Buエney　actUally　wr・t・f・r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　ロhis　ent’ucy　and　let　Garrick．read　二L七．、

…Bruce　Redf。rd，　ed，，’・The　Letters　’ Bf　5・mueユ」・hns・n．r▽・1．工工（Princet・n・

PrincetOri　Uni▽ersity　PreSs，　1992），　p．「146

…The　Tr∂veユユer（1764）earned・him・L・rd　Clare”・patr・nag・；he　was・ne　6f　the

Original　members　Of　t二he　Cluk），　a　select　group　Of　the　cult二urally　prOminept．

110Goldsmith’spoet二ical　works　include　The　Tr∂▽eユヱer（1764）and　The　Deserted
▽「iヱ」∂ge（1770）；he　wrOt6　for　SmOユlet’sCritic∂ユReviepv；he　wrOte　biOgraphies

！
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2）　the　vicar

　　　　　　However，　as　far　as　his　no▽el　is　cOncerned，　Goldsmith’splaceエs

rather　pr・blematic・エt　can　be・u，rmisell　by　the　ap・1・getic麺e°f　the・

edit。r。f、a　recent　p。pular　editi・n・f　The　Vic∂r。f　W・kefieユd（f，i・’r・t

pub・i・hed　in・766）’．wh・attempt・t・ゴu・tエfy　the　awkwardness°f

G。ld，mith’。technエque・エn　n・▽el　writinq．111　He、P・‡nts。ut’f。r　example’

that　the　writer　d。e。　n。t　manage　the　digreS・エOn・wellヂ七he　impr・bable

P1・t　requires　t・・many・。incidence・t・make　up　the　den・uement・エt

derive。，。f，c。ur。e，　n・t　fr・m　the　mi・under・七anding。f　t垣edit・r’・Arthur

Friedman，　but　fr。m　his　sympathe七ic　defenc6・f　G・ld・mith・Alth・ugh　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　
auth・r　him・e・f，　begin・hirad▽erti・ement　with’There　are　an　hUnd「ed　faults

in　thi・Th工ng”，　the　intr・ducti・n　t。　thi・editi。n　admit・the　techpical

faults・f．his　writing七・・readily，ユeading　the　reader　e▽en・t・w・nde「

why・uch　a　flawed・t・ry　i・w・rth　rrading・After　readinq　the　text’

Friednian’s　intention　can　be　understood　as　an　工nvitation　tO七he　reader

t。feel　lthe　plea・ure・f　read土ng　G・ldsmith　and。verwhelm　the

dissatisfac七i。n　caused　by　the　imperfecti・n・，　by　nieans。f’f・iCetelUng

the　reader　what　faults　criticism．has　fOuhd　in　it．

　　　　　　　Writers　and　cr工tゴcs　ha▽e　tried　tO　interpret　and　exp工ain　why　this

fau・t－・aden・t・ry．9土▽e・興ch　a　p・ea・ure・f　read土ng・Henry　James　admi・ed

it。・amiabil土ty’．　G・etheゴuxtap・・ed　G・ld・mith　With　Sterne　in　analy・ing

what　had　framed　hi。▽iew。f　life・’Gf・r　hエm，　they　tepre・ented’high’

bene▽Olent　irOny’：

　　　　　　Thi。　hiqh，　bene▽。lent　ir・ny，　thi・コu・t　and　domprehen・i▽e　waY・f

　　　　　　▽土6輌g七hing・，　thi・gentleness　t・all。PP・・工t；・n’th±・

　　　　　　equanimi七y　und6r　e▽ery　change’and　whate▽er　el・e．　all　the　kind「ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　virtue・may　be　teエmed’－such　thing・were訓・・t　admi「able　t「aエnエng

　　　　　　f。r　me，　and　sureiyr　these　auce　the・entiments’wh土ch　in　the　end

Of　VOItaire　and　Richard　Nash；　his　She　5亡o（）F）5　亡o　COnqロer　was　4　success　at
C。v。nt　Gard。n．　Samuel　H．．W・・d・，　Jr．　ye▽⊥ews　G・ld・mith・ch・lar・hip’

b。qinninq　w工七h　the　difficul七ies　sch・lar・face・subtlβty　and　c・mplexi七y．°f

＝鑑膿漂慧嘗；㌶漂鑑e謬h謡：：ai蹴二゜∂諜
謬』3u盟認温ち61；；r．du；ti。n　t。　Tわeユτ。f脚日fユeユd（・xf。rd，・xf・・d

Uni▽ersity　Press，　1981），　▽ii－xyii・　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112
1ead　us　back　frcom　all　the　mistaken　paths　of　life．

The　degree』of　sincerity　and　工rony　in　Goldsmith’s　lanquage　has　always

be6n　the　que・七工・n．　H。pkin・in肋e・True・Gen’奄浮刀Ef・Oli　Ver　G・ユdsm工亡h’・argued，

the　s七・ry　is’『 メEns↓・tently　satir土c．　Fエnding　his　emphasis。n　satire　t・。

七h・r・ugh・呼in　Batte・七in・earched　f・r　a　differen七readinq’rec・qni・ing

ゴsatiric　f。rce七・acertain　extent’n・t・。　c。mprehen・i▽e・Sh・wing　a

caref叫para・・e・be七ween　G。・d・mith’ss七gry　and　the　B・・k・f　J・b，　Batte・tin

f。und　G。ld。mith’・．・・phi・七icated　technique　t・fab’窒奄モ≠狽?@a，　c。medy七hat

in▽σ1▽es　the　asserti・n・f　religi。us　c・ncerns．　James　Lehmann　questi。ned

the　degreξi　of　since．xity　in　the　Job　anaiOqy・　　｝le　brought　to　light

G6・d・mith’・・hand1土ng・f　the　new　way・f　reading　the　．・cripture・113

　　　　　　　Thomas　Preston　also　places　the　fic七ion　in　conversation　with

religi・u・di・c。ur・e，　’regarding　it　a・’a　kind・f　m。ck　m・ral　ap⇔1・getic

。r・c。m土c・an’狽奄垂≠窒≠b撃?@・ab・ut’ 狽??@d・wn・ide。f　f。ll。win’ X　a．　Chri・tian　m。ral

life’114．1 `naly・ing　the　de・cripti。n・f七he　qap　between　the　religi・u・

土deal　and　thd　human　reality　deriving　from　Goldsmith’s　▽iew　of　the

fallibility　and　imperfecti・n・f　human　nature’Pre・t・n　argue・tha七the

▽icar’s　story　contests　and　sub▽erts　the　co㎜onplace　religious　moral

discOurse　and，　further，　the　optimistic▽iew　ofpossibilit二y　in　human　mOral

achievement：

　　　　　　The▽icar’sst・エy　i・h・t，　then，　a　parable　ab・ut　the　ease。パhe

　　　　　　Chri。t’ian、m・ral　life　and　the　likely　interp・・iti。n。f　Pr・▽idence

　　　　　　to　relie▽e　d土stressed　▽土rtue，　but　ak）out　the　failures　of　the

　　　　　　Christian　moral　life，　its　occasional　mOral．and　worldly　but　always

　　　　　　deficient　triumphs，　its　endless　deferral　of　moral　and　spiri七ual

・・2G・・rqe　Seba・tian　R・usseau，　ed”G・ユdsrn・i亡hl　Theσrttic・ユHer工亡・σe’

（Cri，tic・ヱHeri亡・σe　seτエe5り（L・nd・n＆B・・t・n・R。utleqge＆Keqan　Paul．’1974）’

pp．　68，　278．

・・3Mar七in　C．　Ba七testin，　The　Plr’bvidence・fπ工亡；．・A・spects。f　F・rm　in　Auσus亡∂η

L＃eτ・t・re∂nd　the・Ar亡5（・xf・rd・C・aF・nd。n　Press’1974）’PP・193－214；James

H．Leh皿ann，・The　ViCar・f　Wakefield・G・ldsmith’sSublime’Oriehtal　J・b’v’

in（づユiver　Goユd51ηヱ亡力，　ed．　Harold　Bloom（New　York：Chelsea　House，1987），73－89r

114Thomas　R．　PrestOn，　”Moral　Spin　DOctOr土ng，　Delusion，　and　Chance：
Wakefield’SVicar　Wエites　an　En　li　ghtenment　Parable～”in　The　Aσe　of　Johnsoη：
A　sch・ユ・rユy麺・∂ユ・，　ed・pau．1　J・・K・r・hin　and　Ja・k　Lynch（20Qo）’・237”81・this

quot二at二iOh　frOm　p．　238．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　ロ　　　　　　perfec已・n　and　the　always　impendinq　rewa．rd　f・r　m・ral　st「’▽mg’

　　　　　　hard・y　an　end・r・ement。f　En・ightenrPent　’m・ra・pr・gress・115

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　The　s七dryエs　t・ld　by　the・Vicar・f　Wakefield’D・ct°「P「エm「°se・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　He・begin・with　hi・mエ・f・rtune・f…ing　h土・f・rtune・His　fam’ly’m°▽エng

七。aピented　farm，　meet　a　Mr　Burchell，　wh。　i・bene▽・1ent　th・ugh・・mewhat

my。teri・u・．　An・ther　new　acquaintance’Mr　Th。rnhill’their　landl°「d’

quick・y　currユe・fa▽。ur　with　hi・wife　and。ne。f　his　daugh七ers’°li▽土a’

lwith’ ?奄r．sua▽e　manner。．　He　turn・。ut　t・bel　quite　expectediy’ba・e’

unprincip・ed　and　diss・・ute・Meanwhi・e　the　family　i・attackgd　by

mエsf。rtUne　after　misf。rtune：their　daugh七er’sdisapPearanceコust　bef・「e

heエP・anned　marr⊥aqe，　a　fire，　an　abduc七i・n・f　the・ec。nd　daughl　e「’七he

detenti。n　in　the　debt。r’・pri・・n，　etc．　The　wickedness・f　their．　landl・「d’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　，adds　tO　七heiエ　affllctlon．　　　　．　　　　　　　　　　　　、　．　　　．　　　．．

　　　　　　　The　reader　expect・theぬtu・us▽icar　will　be　relie▽ed・・meh°w

。r　6ther．　G。ing　f・rw．ard，七he　reader　c。me・t・be・u・pici・us・f　his　relief

工nthi。　w。rld，　a。　the　expectati6n・f　h土・hapPエness　is　di・c・uraqed弓gain

and　again・エndeed，　hi・mi・f・迦ne・ucceed・・ne’an・ther’making七he

reader　f・re・ee　an・ther　m工・f。rt皿e・y⊥ng　ahead・’The「eade「．is　at　the

end。urpr土sed　t・・ee　all　is　suddenly　changed　t。　make七he▽工ca「hapPy

in　th土。　wρrld．　T・ward・七he　end，　the　eccentric　ahd　kind　Mr　Burchell　turns’

。ut　t。　be　S⊥r　William　Th。rnhill，　Squire　Th・rnhill’・Uncle’wh・w・「ks

　as　deus　ex　machina．

　　　　　　　Raym・nd叫1・iarpd　argue・that　thi・ficti・n　describe・・the　t「°uble

and　aff！icti。n。f　a　paterfamエlia・placed　in　a　difficu！t　p・・iti・n　in　the

chanqing　re・ati6n・hエps　in　a　fami・yエn　the　eiqhtee頑century・The

ten，土。n　be七ween　auth。ritati▽e　pa七rim・ny　and’affecti▽e　indi▽iduaユi・m’

f。und　de。cripti。n。　in　n・ve・・wi七h・uch　themes　a・di・c◇rdance　in　a　family’

e・pecia・・y　daughter・’di・e㎜a・in　her　ch・ice　between　filial°bedience

and　per・・na・at七achmen七・The　anxietie・。f　fatherh・・d．　gre　f°cused°n

エnthe　G。ld，mi七h’，　w・rk　a・’the▽icar　beha▽es　ineffectually　and

inc。n。i，tently．The　vicar’sfirst－per・・n・narrativeis　a・kilfully　ch°sen

meth。d。f　te、、エng　the　di・tressed　mエnd・f　a　father　in　a　fami・y・116

115 @Preston，　pp．　273－74．

こ麗瓢EI’蹴；…311h蒜鷲盟蒜灘え≧監認c：f・f
七he　narrat。r　a。・。inqular　audacity’in　th・エntr・dugti・n　t・0ユiver　G・ユdsmith’
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　　　　　　　Da▽id　Murray’・analy・⊥・al・・highhgh七・fatherh・。d．　In　hi．s
　　　　　　　　L

arcgument，　with　the　qeneral　tendency　of　prci▽ate　peicson．　al土ty　in▽ading　the

public　realm，　the　father’s　role　changed　from　an　authority　based　on　the

pr・perty　tran・actiφn・（apatrエm。nial　father）t。　an　em・ti・nal　and　ethical

stay　（a　paternalistic　father）．　Following　th工s　pattern，　in　Murray’s

readエng－ DDピPrimrb・e　tran・figure・him・e↓f．fr・m　a　patrim・n土al

pateacfami・iaS　t・apaterna・i・ticξather七hr・qgh　the　mi・f・r迦e・・11フ

AlthOuqh　the　stOry　can　be　placed　in　the　alteratiOn　Of　patrimony，　his

claim　of　th6　vidar「s　establishing　h⊥mself　as　a　paternal工s七ic　father］．y

figUile　i・unc・n▽inc土ng．　Murray’・qエ・und。f　findihg　a・new　paternal　r・le

in　Dr　Primrg・e　iie・in　the▽icar’・rr・e　inr　hi・pris・n　ref・rm’ヰn・tead

of　his　role⊥n　his　family． Aques七土on　remains　if　Dr　Primrose　becomes

affect土Onate　（≧nough　t三〇　ゴustify　the　chanqe　‡n　h土s　att土tude　七〇ward　his

family　member・’

、3）benev・・ence「and　tear・．．　「　　　’．

　　　　　　　Rather　than　bringing　in七。　f・cg・the　fatherh・・d・r　reエat二゜nship

w土thin　a　famiiy，　my　readinq　f・cu・e・・n▽irtue・in・s・ciety・，My　empha・i・

is　orl　Goldsm⊥thrs　at七a’empt　to　deScribe　a　bene，vOlent　manly’herO　whO　is

with・u七the・entimental　tear・．　Alth・ugh．the▽irtu。U・her・ine・’・uch・

as’ oamela　and　Clafissa，　expressinq　themsel▽e’s　in　the．first　person，

achie▽ed　remarkable　suc己esse・，　e▽とn　Richa平d・・n　c6uld　n・t　make　hi・w・rthy

hero　Sir　Charles　Gran（斗ison　as　pOpular　as　Pamela　Or　Clarissa．　PaMela

’to　a　certa土n・extent　and　Clarissa　could　dO　it，　winninq　the　readers’

・ympa七hy　and　a・imirati・n．，，　but　a・Bl・。m　put・it”N’b・ne　pr・cla土m・hi・

own．▽irtues　without　alienating　us，　arld　no　one　recites　his　own　suffer土ngs

wi七hout　embarrassing　us．’u8　工n　the　fictiOnal　world　at　lleast，　a▽irtuous

heroine　could　appeal　to　the，reader，　while　an　upright　man　of▽irt二ue　had

some　d±fficulties．　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・　　，　　　　　　　　　’　　　：

　　　　　　　工n　the　literary　doma土n　土n　the　mid－eigh七een七h、century，　the

・ass・c－i’≠狽堰En　be七ween　W・men　and　virtue・wa・pr。m。ted　and　re⊥pf・pced・エn

his　examinatiOn　of　the　cult　Of　sensibility⊥n　the　eighteenth　century，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
G．J．　Barker－Benfieユd・SpOtlights　the　cOnnection　k）etween　ma・terial　changeS

　　　　　く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

P．　3．　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　『　　　－・　　，　　　　　　‘

・・7Da▽id　AaiC。n　Murray，’・Fr・m’Patrim・ny七・Paternity　in　the　Vicar　6f
Wakefield，7°Eigh亡eenth－Cen亡Ury　Fic亡ion　9　（1997）：　327－36，　esp．　329－32．

118BloOm’　P．　3．　　　　　　，　　　　　　　　、　　　　　　　’
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in　socieVy　such　as　the　rise　of　consumerism　and　the　restructuring　of

feelinqs　and　manners　c・nducted　by　w・men’・’ メEn・ci・usness．　F・ll・wing

NOrbet　Elias’s　▽is⊥on　of　wOmen’s　reformation　of　men’smanners　in　the

ci▽ilizing　proces’s，　he　emphasizes　women’srole　ih　defiriing　the　cロlture

and　al・・it・ambi▽alent　legacy』 煤Ew・men．11g　Drawing・n　wide　ranqe・f

litera七ure　and▽ariOus　kinds　of　writinqs，　this　study　re▽eals「ヒhe　central

role・of　wOmen　and　fem⊥nizatiOn　of　culture；工ns七ead　gf　somewhat　barbaric

masculinity，　the　distresse（斗but　▽土rtuous　femininity　was　in　fashiOn．

　　　　　　　Cons⊥derinq　this，　Goldsmith’s　endea▽OUr　is　as　dauntinq　and

ambitious　as　his　entercprise　of　the　aborted　enCyclopaedia．　工notherwords，

Goldsmith　tries　to　resi　st　the　feminizξLtiOn　of　heroes，　and　furthermore

resist　the　feminizati。n・f▽irtues　by　creatinq　a　c・mposed　her。　wh・writes

abou七his　o’wn　sufferinqs　in　the　first－persQn　narrati▽e，　making　para工lel／

with　the　ce」ebrated　h6rOines．　The　choice　of　the▽icar　as　七he　narrator

causes　annoyance　to　sOme，　but　it　is，　a　calculated　challenge◆・

　　　　　　　エn．G・ldsmith’s七ext，’sensibUityr，wh土ch　was　s・mUch　in　fashi・h

durinq　hエS七ime，　apPearS・nly　f・ur　time・．12°Whe’氏@he　de・cribe・Miss

Arabelユa　WilmO七，　whO　was　abOut　to　marry．　George　Primrose　bUt　separated

fOr　the　unfOrt二unate　turn　Of　fOrturie　in　Primrose　family，　he　uses　the　w6rd

twice：　、she　　has　　、an　happy　　sensibil±ty　of　look’　　and　’、七〇〇　’much

・en・ibility’．121　Sir・William’ssu・ceptibility　t・七he　unf・rtuna七e　in　h⊥・’

yOuth　is　descr工bed　as　influenced　by、a　sickly　sensibility　of　the　miseries

of　others「in　a　detached　analysis　by　Mr　Burchell．　AnOther、sensib⊥lity’

is　referred　to　in　the　prisOn　scener’but　it　is　nOt　used　to　describe　Dr

Prユmrose．

　　　　　　　Not　only　sentimental　hero⊥nes　but　heroes　Of　feelin自arce　inundated

with　tears，　but　the　vエcar　is　not．’Atear’or’tears「，apPearinq　eiqhteen

time・t・qether’a・・e　n・t・hed　by　the▽icar・、趾・叫fel　Oli▽；a，　and　S・pぬ

are　easily　affeCted　and　helpless　in　tears・The　pe・ple　surr・unding聖・ノ

Primr・・e，　n・七・nly　the　female　part・f　hi・family，　are　in　tear・，　bpe　the

v土car　is　nOt．　　The　most　tell．ing　scene　to　’illus’trate　the　▽工car’s

11g@Barker－B・埠eld’Theご・」t・re・f　Sen・ipui亡y　l．5ex・刀d　S・cie’ty力

Eighteen亡h－Cen亡ury　Brit∂in　，　esp’．　pp．　79－83，　287－89．

120 @工depend　On、Eighteenth－Cen’tury　Fic七ion’CD・－ROM⊥n　cOunting七he　frequency

Of　this　wOrd　and　the　fOllOwin’g　few　words．
121 @T1ユe　董／二〔c∂r　of　夙7∂∫（efieユ（ゴ，　pp．　14，　100．
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　un土queness　⊥s　in　chapter　17，　where　the　tOpic　is　Oli▽ia’sdisappearanCe

　ゴust　before　he　ac　planned　marriage　to　farmer　WiUiams．　　The　w⊥fe　⊥s

垣・le・ted　and　up・et，・wh・c・uld・carce・peak　f・r　weeping’、122　The▽ica・

　reaches　fOr　pistols．’工nstead　of　weeping　or　crying　in土naction，　he　is

　qu⊥ckly　determined　to　re▽enge　her．　His　passion．　of　anqer　against　the

　▽il斗ainy　of　七he　abduc，tOr　is　so　v’iqlent　that　his　sOn　tries　tO　appease

　h⊥m’　s，aying　that二　、your　rage　is　toO▽iolent　and　unbecoming・　You　should

　be　Iny　mOther「scomfOrctercf　and　you　encrease　hex　pain・’工t　ill　suited　you

　and　your　re▽erend　character　thus　to　curse　your　greatest　enemy：you　should

n・thave　curst　him，▽i！lain　as　h6土s．ノ123　　’

　　　　　　　工n．th工s　work’women　are　cOnspicu（～usly　degraded．　　The　▽icar

　markedly　loOks　down　on　women．　Though　he’cユaims，that　、we　lo▽ed　each　other

　tenderly，　and　our　fondness　encreased　as　we　grew　old’，his　wife　does　nOt

　seem　to　deser▽e　his　affections；　his　claimed　fOndness　fo工　her　is

　己Ondescendinq．　工n　his、▽iew　wOmenε1re　thOse　de▽oid　Of　in七egr↓ty　beCause

　of　their　poor　education．　Dr　PrimrOse　regretfully　tells　the　r∈iader　about

　his　wife’spoor　taste，　n｝entioning　that　h土s　wife　、could　read　any　English

P・・kwエth・ut　much．・pelling”inSi・ting。n　calling　their　fir・t　daughter

　、Oli▽ia’　resulting　from　her　fascination　with　romances　durinq　her

　pregnancy　and’o▽erruling　the▽icar「sintehtion　to　give　her　the　name　Of

lGriS・e・’after　he　uc　auht　．　i24　When　h土・daughteL’・・iyiar土・fa・cinated

・by　Mr　Thorhhill’s　attracti▽e　but　superticial　con▽ersatiOn，　the　▽土car

　remarks：　iIt　is　nOt　suscprising　then　that　such　talehts　should　win　the

　affections　of　a　girlr，who　by　eduρatiOn　was　taught　to▽alue　an　appearcance

　in　herself，　and　cOnsequently　to　set　a▽alue　upon　it　in　ahoth（≦r．’125　The

harmony　in　the　famUyよs　not　supported　by　mutUaユ・esteem　and　reSpect　amonq

　its　members，　but　sustained　by　Dr　PrimrOse．　Always　he　is　a　man　Of

righte・u・ness；hi・wife　．is　a　mean　c・ward　wh・i・ea・ily・▽erwhelmed　by

mon’ey　and　power，　howe▽er　i㎜oral　and　inhumane　its　holde’r、is，　whether

　fa▽Qured’or　terrOrised．　Fanny　Burney，．whOlin　the　end　sobbed　o▽er　the

boOk，．　formed　a　negative　XespOnse　to　工t　drawn　by　the　contemptuous

descriptiQn　Of　women．　Her　o▽erall　assessment　is：　、There　is　but　▽ery

　little　stlOsc　y，七he　plOt　is　thin，　the　incidents▽ery　rare，　the　sentiments

122The　vic∂τof　W∂ke五e」d，
123The・vic∂r　of　W∂kefieユd，

124The　viO∂r　of　W∂kefieユd，

125The　vic∂r　of　W∂kefie」d，

P．89．

P．88．
PP．　9，　1ユ．

P．36．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

unco㎜on，　the　vicar　is　contented’humble，　piOus，▽irtuQus…・’She　began－一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　tb　read　it、with　distaste＆disrelish’；she　continues・that、the　begユnn4ng

。f　it，「e▽en　di・9’u・ted　me－－he　menti。n・h土・w千fe　with・uch　indエffr「ence

－』uch・cgntempt…・’126　The　idy・・エc　hapPiness・f　the　family『at　the
be’№奄獅窒奄奄獅〟@’and．　the▽iρar’・f・rtitude　thr。ugh　hi・m土・f・rtune・w・uld　n・t

ha▽e　beξ…n　undermined　by　a　supporti▽e▽土rtuous　wife，　who　wOulCI　not　ha▽e

al±enated　Burney　fr・m　a　m・re・ympathetic　reading，　but　G・1d・mith　ch・se

t・de・cribe　a．nianr・i・・lated　battle・W・men　are～f・品im　in　thエs　w・rk’

af・⊥l　t・the、▽icar’s▽ir七ues…　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　A，n。ng　man’・▽i垣e5，　bene▽・lence　i・repeatedly　undersc・red・The

w・rd・brne▽。エence’apPear・．e・e▽en．七ime・in　the　text’m・・tly’in　c「ucial

m6me亘ts．　エちrepresents　the　qharacter　shared　by　t二he▽icar　and　sinc　william

Th・rnhi・・（a・ia・Mr　Bur6he・・）．　Dr　Primr・・e　ha・w・n・．re・pect　and　qra七工tude

am・ng　the　p・・r．　Becau・e・f　hi・charitable　deed・’the▽icar、土・p°pula「

am。ng　the　p。・r；when　he　has　tρ・ea▽e　wakefield　f・r　the、un・ucky・・ss・f

hエsf。r七une，・the　p・・r，　wh・f・ll。wed　us　f・r　s・me　mileS’c・ntr‡buted　t・・’

encrea。e’the　family’・apPrehenSi・n　f・r　their　future・127　The▽icar　has』

heard　of　Sir　WU－liam　as、aman　Of　c。nsummate　bene▽olence「；工n　his　reply

t・，thi・admirat⊥・n’Mr　Burche且・elf－critica・・y　ali・esse・、hi・f・「me「

beha▽i。Ur，．・S。me七hing，　perhap・，七・・much・・，…aV　least　he』carried

bene▽9・ence　t・a亘excess　When　y・unq；f・r　hi・passi・P・…led　it　up　t°

a　roman’tic　ext二reme．’128　What　draws　Pr　．imrose　and　Mr　Burchell　together．

when．they幽 ?奄秩Et．　mert　i・the　issue。f　bene▽・エence・BUrchell’wh・paid

for　an　Old　soldier，　nOw　wants　mOney．　On　knowing　the　di－stress’of　the

kind　man，　Dr．　Primr・・e．・ffer・hi・．m・ney　t。　Burchel・，　wh・apPreciate・hi・

9。。dness　by’Eayingr・エtake　it　with　a・・my　heart’Sir’…and　am　glad

that・attate・▽er・igh七in　gi▽ing　what　m。neyエhad　ab。ut　mer’i　has　shewn

me　that　there　are・七ill・・me　m即li．ke　y。u・．’12 P　When　the　aUth。r　menti・n・

ab。。k。eller（wh6。e　m。del　i。’J・hn　Newberry）、，　he　i・intr・duced　ar’the

phエlanthrρP土c　b・・k・とller　in　S七・Pau1’・church－yardr’and　as’the　f’riend

・fall　mankind’．13°Geρrge，・ne・f　Primr・・e’ss・n・r，・q・k・f・エan。bleman’s

patr・nage，　but　the　rich　ari・t・cra員・inUndated　with　petiti・n・。f　phe

・26Tr・id・，　ed．；’　Th’ ?@E・xユy　J・urn∂ユ5∂nd・Letters・f　F∂nny・B・τηey’pP・12’13・

127The　Vic∂r　of　W、h］（efieユd，　P．　18．

128The　vic∂r　of　W∂kefiと〕ユd，　p．　20．

129　The　Vic∂ヱ＾of　W∂kefieユd，　p．　1g．

130The　V』［c∂r　of防7∂kefieユd’　P・．91・
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PQ・r　and、he土・un・μccessful・Ge・rge’・experiende土1エu・trates　the

。lyhess・f　the　pet土ti。ner・a・well　a・their　difficultエe・・131　The

▽illa⊥nous　Thornh⊥↓1，　before　his　character　is　fUuy　re▽ealed，・claims

his　own　benevolent　naturce．：・　、工　des⊥re　no　Otheエ　reward　but　the　pleasure

・fha▽ing・er▽ed　my　friend’．132エn　c・ntrast　with七he　rich「・call。u・

beha▽i。ur，　the　kindness。f　the・imple　an，d　h・nest　neighb。ur　after　the

di。a。tr。u。　fire　i。　apPrecia．ted．a・・un七ut・red　benev・lende’．133，

　　　　　　　A・Car。lyn・Wilユエam・・e．xamine・in』her　papeちbene▽・ユence　was

d。ncerned　with　adult　male。，　m。，tエy　well－・ff　and　well－educated　men・134

While　bene▽Olence　has　beeh　analyzed　as　par七　〇f　pOl工tical　manoeu▽ye・by

the　pr⊥▽ileged　f・r　the　purp。・e・f　main七ain⊥ng　the　statu・qu・μt　wa・

referred　t・⊥n　the　c・ntext・f　p。litics　as　well　as　religi・n・’Bene▽・lence
　　　　　　　　L
i・repre§ented　as　a　manly▽ir七ue　in　The　’　SPeCtq亡・r’first　publ土・hed　in

・7・・and▽ery　p・pu・ar　thrgugh』 ｵhe　Century・、，F・r　examp・e’土t　i・a▽irtue

expected　t。　w。rk　in　s・1▽ing七he　partY　strug’gle・’it　shall　be　the　chief

Tendency　Of　my　papers　to　inspire　my　Countrymen　with　aMutual　Good－will

arユd　　Bene▽o工enCe．’　135　　　Bene▽olence　　appears　　in　　t二he　　d工scuss工on　　of

・mahaqement　gf　p・litics：’Half　the　Misery・f　Human　L土fe　might　be

extinqui・hed　W。uld　Men　alle▽土ate　the　general　Cur・e　they　lye　unde「’by

mutual　Office，。C　C・mpassi。n，　BeneV・lence　and　Humanity！13rエt　is　a

・iqn丘icant　characteri・tic・f　The　vi6∂r・f　thZ∂kefieユd．that　bene▽・lence’

wエth　it・masculine　p・1⊥tical　charge’n・t・en・⊥bility・r　tears’gets　surh

an　attenti・n・・　　』　　　．．　　v　　　　’
　　　　　Thus，　Goldsmi七h’s　purpose　in　t二his　no▽el　is　to　create　a　hero，

different　from　other　sentimental　heエoes，　a　r）erson　not　drowned　in　tears

and　always　armed　w土th　f・rtitude　and　a　character　wh・i・n・t　numbed　int。

inacti。n　becau・e・f　t・・much・en・ibility　bu七can七ake　acti・n　in．adver・ity・

Here　againr　P・e・t・n・selab・rate　and　per・ua・ive　examinati・n・fアhe　W∂r

of阿∂kefieユd土s　useful　in　its　interpreta七土On；　Goldsmith’s　attempt　ls

expl・rエng　h・w　t・achie▽e　bene▽・lence　within　the　limitati・n・f　impe「fect

131@The　Vic∂r　of　W∂kefieZ’d，　pp．　108－9．
132　The　Vic∂r　ofπ∂1（ef工eユd，　P．　118．　　　『　　　　　　，　　　　　　　　　　・

133The．▽ic∂r．of　W∂kefieヱd，　p．　127．　　　　　　　　　　．

134CarO！yn　D。　Williams，　”’the　工・uxury　Of　DOing　GoOd’：　Bene▽Olence，　　　』・

Sen・ibility，　and　the　R・yal　Humane　S・ci・ty’”in　Pユe∂su・・e加the　Eighteenth

Centuryr’ Ed．　R・y　P・rter　and　Maエi・MUI▽ey　R・bert・（L・ndの・Macmillan　Press’

1996）’　78－9．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　、　，　　　．

135 @The　Slつec亡∂亡or，　No．　556　（’XV　501）　　　　　　　　1

136The　Spec亡・亡br’N・・169、（工工”！　65）　　　．・
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human　nature．　The　susceptibility　to　deception　and　imprudence　of　both

S⊥r　William　Thornhill　and　Dr　PrimrOse　caused　bY　七heir　intentio’n　of

exe「cisinq　bene▽°lence　is　n°t　desc「⊥brd　t°n°a▽ail°「fO「th°「°ughly

satir工c　purpose，　but．it　can　be　understood　in　th工s　cOntext．　Whate▽er噛

the　reaユity　in　sOciety，　GOldsm⊥th’s　Scheme　to　resis七　the　fem土nizatiOn

⊥n　fict工on　had　a　signif工とant　mean工ng．
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5．Ba七h　and　the　Care　of　a　NPoor「Woman

・1）　Bath　network・　　　　　　　　　　　　　、　　、　　’　　　・，　　　　　　　　　l

　　　　　　　Bath　re－established　its　name　as　a　fashionable　spa　土n　the’

eiqhteenth－cen七ury．137 @1ts・prosperity　was　part　of　、t三he、English　urban

renaissance’，　as　Peter　BOrSay　put　it，　and　、still，　Bathタs　rise　’was

conspicuOus．138　About　a　hundred　years　from　m⊥d－se▽enteenth－century　saW

a　remarkable　’increase　in　population　from　1，500　to　6，000，　excludinq

。ea。。nal　vi。it。r。．、・3g　Bath噛 翌＝B　an　alternati▽el 煤B　L。nd。n・C　where　the

pOwerful　could　steer　and　find　the　re．tinue・1　to　exert　their　influence　on．

Queen　Anne　（1665－1714），　whO　always　suffeエed　from　pOor　health　and　went

through　pregna血cie　s．　real　and　false，　▽isited　Bath，　willihgly　fOllowinq

her　physicians「advice　f・r　her・wn　heqlth　and　her　husband’s・She　left

L。ゆnfgr　Bath　when　her　Cath・lic　step－m・ther’Mary。f　M・dena’9ave

c・ntr6▽er6ial　b‡r七ぱ・as。n　in　L。nd。n．14°when　the　Duke。f　Marlb・rρuqh

Vient　t・Bath・eeking　f・r　cure　after　the・tr・ke・，　his　en七・Urage　f。ll・wed

h工m　and　Sarah，　h工s　formidable　wife；　she　go▽erne（i　there．　These　two

⊥nfluential　Worpen　were　not　alone　in・their　partiality　tO　Bath．　Samuel

Pepys　（1633－］．703），Alexander　Pope（1688－1744），Henry　E土eldj．ng〈1マ0．7－54），

Samuel　Johnson　1709－84），Da▽id　Garrick（1717－79），Edmund　Burke（1729－97），

Eli2abeth　Montaqu　（1720－1800），’T．R．　Malthus　（1766－1834）〆‘Walteac　Scot二t，

（1711－1832），　and，　Jane　Aust二en　（1775－1817），　among　others，　all　enjoyed

society　there’・　Pope’　that　sigkly　genius’　attests　to　disapPointment　in

、the　so－called　panacea　as　well　as　people’s　susceptibility－to　belief　in

the　cur』?@by　Bath’swater：　、The　Bath　was　tried　after　al↓　Ot二her　remedies，

as　aユa・七remedy，，　and　that　ha．s　pr。▽ed　t・tally　ineffec七ual！141

　　　　　　　This　section　examine．s　a　ca＄e　of　the　care　of　an　aging　literary　woman

in　Bath．　Though　she　was　a　daughter　Of　a　lieutenant　with　wealthy　relati▽es，

she　wa・leftエmp・▽er土shed　and　unmarried・βhe　had　l・s七her　Siblings　and

close　fniends　before　settling　in　Bath　in　her　mid－forties．　This　lonesome

137Legend　t二ells　that　Bath’s　hot　springs　Were　knOwn　well　before　the　ROmans

built　baths　in　the　first　century．
138@Peter　BOrsay，　The　Engユishσrb∂ηReη∂iss∂ηce　：Cu」tu・re∂1〕d　Socie亡y　in　亡力e

Pro▽土nci∂」　アoIvn　ユ660一ヱ770　（OxfOrd：　Clarendon，　：L989）．
139工bid．　，　P．　31．

140Greg9，　Queen　Anne　，　PP・　56－7，　95－7，．161－2・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ユ41 puOted　in　Maynard　Mack，　Aユex∂nder　P（享）e　：A　Life　（New　YOどk　an「ユLOndon：

Yale　Uni▽eacsity　Pエess，　1985），　p．　；S6．　　　　　　　1　　、
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woman　with　her　1工mited　income　mO▽ed　from　London　to　Bath　and　soUght　care

there　thrOugh　personal　connections．　Her　name　is　sarah　Fieldin含（1710「68），

asister　of　the　nO▽elist　Henry　Fielding，　and　she　was　a　wr；ter　on　her　own．

She　was　born　at　East　Stour，　Dorset，　spent　her　chユユdhood　in　Salisbury，

1⊥▽ed　⊥n　LOndOn，　and、　settled　in　Bath．、　Her　life　in　Bath　is　『better

documented　than　that　in　London．　In　her　fiction　she　made　use　of　Bath，

and　BristOl　as　well，．　a　nearby　health　resort　where　people▽isiting　Bath

u・ed七・make　an・pti。nal　trip．142 ｨer　deci・i・h七。　ch。・・e　Bath　a・her

retreat　was　nOt　by　chance　but　had　reas、Ons．　The　next　section　of　thi＄paper

sUr▽eys　t二he　town　of　Bath，　foユlowed　by　Sarah　Meユding’slaterc　life　in　Bath．

2）　The　prosperity　of　Bath　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　The　　making　　of　　eighteenth－century　　prosp∈irity　　of　　Bath　　was

illustrated　bY　f・ur　figures；Beau　Nash，　the　represehtaU▽e・f　fashi・nable

socie七y，　Ralph　Allen，　of　hospitality　and．literary　int二erests，　John　Wood，

・f　architeCture，’　qnd　WiUiam　Oii▽er，・f　medicine．143　They　aユl　c。n七ributed

tgmake　Ba仁h　a　de・土rab工e　and　re・pec，tab．・e　t・wn。f　c・mf・士t　and　p・easure・

Pope　tes・ヒエfies　Bath’s　capti▽ating　attractions：　、．．．工　ha▽e・Slid，　工can’t

tell　how，　into　all　the　Amuseinents　of　this　Place：My　whole　DaY　is　shar’d

by　the　Pump一Assemblies，　the　Walks，　the　ChocOlate　housesr　Rafflinq　Shops，

Plays’C　Medleys，　’etc．’144

　　　　　　Bathと比racted　the　weaユthy，七he　dエseased　and　the　cUltured；・ffering

them　m⊥neral　watert　doctors，　games，　ceremoniesr　baユls，　Other

entertainments　and　opportunities　to　get　acquainted　with▽arious　people．

E▽en　the　heal七hy　wanted　to　go　to　Bath　for　its　pleasures　as　Defoe　repOrted

・一　42Alth・uqh七he　acti・n・in　D・vエd　Simpユe　ar・c。ncentrated　in　L・nd・n，・。me

Of　the　letteacs⊥n　F∂rn土Z．i∂r五e亡亡ers　are　dated　at’Bath．　D∂vi’d　5iinK）ヱe：Vbユume

亡力eL∂5亡qiyeS　an　exp・anati・n　that　cynthia　q・es　t。　Baih　f・r　hrr　hea’七h・

Dellwyn　includes　scenes　in　Br土Stol．

143エntr・ducti。n　by　Briq二tte’Mit・he’l　t・Briqitte．Mitchell’rd・．’Lette「S

frOrn　B∂亡hヱ766一ユ767by亡力e　Rev　Jo力ηPen．rose（Glouces七（≧苓：Alan　Sutton’1983）’

P．7．’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

144GeOrqe　Wiley　Sherburh，　ed．，The　Corresponden己さof．Aユex∂nder　Pol）e，5▽Ols．，

▽ol．　工　（Oxford：　Clarendon　Press：　Oxford，　．ユ956），．p．　260，，

◎
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tha七Bath　wa。・the　re。。rt。f　the・6und　rather　than　the・エck’・145エt　wa・’

are。。rtl@t。wn　where　plea・ure　a，nd　paエn，　life　and’death’men’and　w・men’

the。、d　and　th；y。ung，　met　each・ther’．エt　wa・七he　rea・m。f　med⊥cine’

・七he　arena。f　d土。p・aゾand　the　marketplace・f七he　nubi・e　an但he

f。rtUneLhunter。．　The　M・・eユey・，　eldeエly　and・ick’wenp七・Bath　in　1745

with　their。n・y　dauqhter　E・i・abeth，　wh・wa・　・rekinq　f・r　a・u土tab・e　hu・band

w土th　a　marriage　p。r七i・n。f£5，…．Arthur　C』・・土er’wh・acc・rding　t。

He。ter　Thra、e　taught　Sarah　Fie・ding　the　c・assie・，　went　t・Bath土n’・745’

when　he　wa。土n　a　grea七rtnancia・tr・ub・e．　They　met　each・ther　in　the

pub・ic．r・・m・and　’wa・k・”and　eyentua・・y　exchanged　a　p「°miSe　t°mg「「y’

H。we▽er，。he　withdrew　aS・he　reali・ed　her　paren七・were　agaエn・t　the　match・

Afterward。　Brthur，ued　Eli・abeth　f・r　unfultilled　marniage．　C。ntrac七’

wi，nning　h－�B　ca。e　in　the・・wer　c・urt　and…ing　in　the　C・urt・f　Arche・・146

　　　　　，F。r　th。。e　wh。　fa▽ρurごd　urban　fl・w・f　inf・rmati。n’Ba七h　did　n・t

、ack　in℃。㎜unicati・n　faci已tie・and・iterary・t⊥皿ul土・Ralph　Allen

（、694．・764）and　J。hn　Pa・mer　endea▽・ured　t・ensure　quick　and・afe　p°stal

。er▽ice　netw・rk・，　e・pecia・・y　between　Ba輻h　and　L・nd。n・The　L°nd°n　pape「s

were　de・i▽ered七here　and　Ba七h・sgwn　new・paper・were　launched；b°°ksh°ps

エnc・uding　Leake’s（h土s　si・ter　maヒried　Samue・Richard・・P’L・nd・n　pエinte「’

・b。。k；eller　and　n。▽eli。t）were▽ery・uccessful　there．147　Bath　ad・pted　the

circu・atエng　library　ear・⊥eエthan　L・nd・n・148

　　　　　　Ba七h　al。。　inspired・literary　mind・・エts　c・nnecti・n　with　lite「a加工e

・・5 pu。t。d　in　R・y　P・rterr　E巧ユi・力5・cie亡yユη亡he，　Eigh亡eeη肋Ceη加τy

・・7A．　Barbeau，　Life。nd　Le亡亡er5∂亡B・亡h　in亡he　XViii亡力Ceη亡uτy（［Sユ・］・

Heinemann，、9。4），　P．・57；R．　S．　Neご・e，蹴hユ68・一ユ85・・A5。cエ・ユHis亡・τy’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
。r、∂．V。iユey・f　Pユeasure，、ye亡・5ink・f工刀」q・工亡y’（L・nd・n・Rρutledge＆Kegan

Paul，　1981），　pp．　23－5．，

The　b。。k。he、▽e，。f　Leake・・inc・uded・・me　scandal・in　s’　b・・k・and　they　we「e

n。t　th。r。ugh・y　de▽・ted　t・seri。u・readinq’but　serm・n・were　d・minan七（Neale’

pp．　23－25）．

・48’ sh。　fir。t　circulati的libra・y　waS　in　Edinburqh・．エn　Bath　a　circulatinq

libra・y　wa・bequn　in．1728・nd　in　L・nd・n’1730・，・　・
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ab。und。，　f土r。t、・f　alユr　in・atirエca1・c・㎜ent・．14g　Th。ugh　the　ma・ter・f

ceremOny　and　others　kept　control　of　moral　standards　and　respec七abU’ity

suffエq±ently－en。uqh　t。　make　the　t・wn　attr，acti▽e’エts　fri▽・lity　and　f・ibles

cr

fell　easy　butt　Of　writers：

Hundreds　Of　Dames　（who　ne▽er　Out　of　breath，

WOu，d　talk　an　Au皿Yr　singled　out，　to　death）

At　Sense　v　s　Cost，　di▽土de　their　Timξ…and　Hear七s！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150
Twixt　Fashions　r　Scandal，　Toys，　COdrille，　and　Smarts．

The　GOds　Of　Silence　fled

MODESTY　retir’d　with　red．ning　Face

PRUDENCE『dismist

OECONOMY　was　hist．151

Here　Folly’s　prattlingr　tongues　proclaim

What二　hate，　Or　darling　rage　supPlies；

Ambit工on　toO　in▽okes　foul　fame，

And　cOward　meanness　whispers　ユies！

Here　prostituted　friendsh土p　dwells－

Villainy　masked　in　gay　decOy，

14g　Ba七h　pr・vided　subゴects　f・r▽erse／m・stly　satirical；see．［Chandler］’A
Desqτipt1・n・f　B・亡力．　A　P・em（L・nd・n・J・R・bert・’n・d・）；The・B・亡h　Mi・ceH・ny・

　For　亡力e　ye∂uc　ユ740，　　（Bath：　W．　」Ones　a七　al，　1741）；The　Dユ5e∂5e5　0f　B∂亡力・　A

　5∂亡ire，　　（工、ondon：・J．　ROber七s，　1737）；　B∂亡h．　A　Poe1η，　　（LOndOn：　LOngman　＆．

　．Shewell，　1748）；　A　Poe亡ic∂ユ　Addres5　亡o　亡he　Ladies　of　B∂亡力’　　（Bath：　R・

　Cruttwell，　1』775）；　［GeOrge　Ellis］，　B∂亡h：　1亡5　Be∂u亡」e51　∂nd　Amusemen亡s　…

　（Bath：W．　GOIdsmit二h，　1777）；B、a亡hノ　∂5irniユe，　（LOndon：’T．　WhieldOn，　1779）；．

　四〕eBeユユe5　0f　B∂亡h：　97i亡力’∂　5∂亡ire　o刀　亡he　Pre▽∂iユiη9　P∂55工oη5：ノぬd∂Modeユ

　fo」二Einu1∂亡ion．　Number　工．　AddresSed　亡o　Rich∂rd　Br土n5ユey　Sher’id∂n／　Esgr

　（Bath：　1782＞．　A血onq　a▽ariety　Of　prose　fictiOn　satirically　dealinq　wit二h
　Bath，　see　SmOllett二，　Hu1ηphry　Cユin1（er．　As　fOr　fashiOnable　50c工e七y七here，　see

　Oliver　GOIdsrnith，　The　Lifq　of　Rich∂rd　N∂sh／　of　B∂th／　Esq；　EX亡r∂c亡ed
PrinCip・ヱユy　fr・m・Hi・Oriσin・」P・per・（L・nd・n・O・N・wbery；Ba七h・W・Frederエ・k’

’17　62）；1」ewis　Mel▽ille，　B∂亡力oηder　Be∂u　N∂sh　（LondorlL：E▽eleigh　Nash，　1907）．・

A。f。r　descripti・ns　w土th　an　emphasis’・n　the　l土terary　imp・rtance・f　B・七h’
。ee　J・・eph　F．　S．　A．　Hun七er，　The　C・nnecti・n・f　B・亡h　Wエth　the　Ll亡er∂tuuce∂nd

　Scien　ce　of　Engユ∂刀d噛（Bath：　R．E．　Peach，　1853＞；　G　Monkland’　The　Liter∂亡u「e

　∂nd　Lker∂亡i　of　B∂th；　∂刀E55∂y／　Re∂d∂亡　亡力e　Liter∂τy　Cユubt　No▽e1ηbeエユ3ノ

　ユ852　（Bath：　R．E．　Pea（；h，　1854）．

150The　D」se∂ses　of　B∂亡力．　A　5∂tire，　P．16．

151 @B∂th．　A　POe1η，　P．　29．
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Which　deeply　fraught　with　magic　spells
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　152
With　Smile　－　and　smile　－　bu七　tol　destroy．

For　writers　Bath　was　a　con▽enient　place　t二〇〇bser▽e　characters　and　make

sketches：　、We　shall　find　there　a七all　times，　BeautieS　of　a斗l　ages　whc

cbme亡o．shOw　off　their　charms，　yOung　Girls　and　Widows　in　ques七〇f　Husbands，

marri！ed　w。men　wh。　seもk　S。lace　f。r　the　unplea・ant　Ones　th’ey　P・ssess＿’153

1t　flouエished　as・a▽ery　fashionable　health　and　amusement　resort，　which
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

was　reqarded　as』an・epitgme・f　the　w。rld’where・ne　c・uld・er　e▽e「y　kind

・fcharacter．’54岨ter・e・tablished　a　literary　stere・type・f　Bath　a・

a　▽icious　city　Of　pleasure・for　thoughtless　peOpユe．　　工ts　．consp‡cuous

materia・i・m　pr。vided　a　c・n▽enien’t・iterary　theme・Litrrary　pe・ple

critici・ed　Bath，　declaring　h・w　l・ath・・me⊥t・fashi・nable▽ices　we「e・In

particular　w。men▽i・iting　Bath　we．｛　e　ea・y　bU七t・f・r　ridicule。n　acc・unt

・ftbeir・upP・・edly　qiddy　waY・f　lエfe・

　　　　　　　Ne▽ertheless，　while　criticizing　the▽ices　of　Bathr　writ（≦rs　were

atttacted』t・the　city　and　actua・1y　numer・u・writers▽i・ited　it’enゴ・yinq

工ts　social　life　and　describinq，　its　peOple．　Sarah　Fielding『was　one　of

thoSe　writers　who　criticized　the　urban　mi工ieu　and　fri▽ol土ty　and　yet　ne▽er

detached　herself　completely　from　urban　sOphistiCat二土On；　she　was　one　of

those　who　chOse　to　l⊥▽e　in　Bath．　She　did　no七prefer　li▽ing　in’a　remOte

pr・vince。r層工n　the　mエdd・e・f　wi・d　nature’bu亡P・aced　her・elf　n・t　far　away

from　urban　life．　Bath　provided　the　society　with　a　central　r）bint，　where

ali　c。uld　meet　6ach。ther，　unlike　L・nd・n　which　had　multiple　cultural

meeting　P・int・．　Residence　in　Bath　enabled　her　t・call・n　and　be▽i・⊥ted

by・ther　literary　tigure・including　Eii・abeth　M。ntagu’Sarah　S、c・tt

152 AThe　Beユユe50fB∂亡h，　P・13・
153　The　Abb6　Puc6▽Ost，　’Pour　et　Contre　1　（1734）　nO．　38，　p．　173，　quO七ed　in

Barbeau，　p．　80．　　　　　　　　　　　．

・5・Ba。beau，　chap．エv膓Neal・，　chap．工工；B・r・ay，己hap・・9and　lO・F・r

descripti。n。f　pr。。P6rity・f　Bath，・ee　f・r　example，　T・bias　Sm・11・tt’The

Expedユ亡i・n・f　H・mphrey　Clinker（L・nd・n・J；M・Dent’1943）’PP・32’36’37；

J輌w・6d’、A　De．・crip・ti・刀・f　B・亡h（L・nd・n・w・B・thh・・’1765）’P・446・「M°

293，M・ntagu・t・七輌uchess・f　P・rt・・nd，4」・n・・74・（Th・M・nt・gu　C…ecti・n’

The　Hun七ingtOn　I・⊥brary）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

（・723－95）’and輌ces　Sher⊥dan（・724－66）・155

3）Saacah　，Fエe・d⊥ng’・1土fe土n　Bath　t，　／t・∫

　　　　　　　　Sarah　F土elding　did　not　li▽e　a　comfOrctable　lifeespecia！ly　in　her

lat三er・years　after　she　lost　her　sibl土ngs　and，intimates　between　1750　and

・755．156He’r　straiten’?пf　circuinStance・are⊥llU・trated　by　her　b・rr。wing，

ftOm・Samuel．RエChardS。n．・5・’ @When’、・she　dec土ded　t。。e七tle．in　Bath　in　1754，

。he　dエd　n・t・haVe・ufficient　re・・urce・a亘d　had　t・b・rr。w　ten．　g中ea・fr。m

him，158砒h・ゆ・he　egrned・・me　m・ney　thrOugh　heエpublicati・n・’・he　f°und

it　difficult　to　tepay　h土m　her　debts．　She　counted　On　the　saZe　o茸Dellwyn

but　there、wa・ユittleロ・・pect・f　earning　en・ugh　t。　pay・ff　the　debt・；

She　wr。te七・Richard・・n・’Mi・・ar’・　Bi・・一［f・r　pr土n七ing］エs　s。’high　that

エ’
モ≠獅氏Bt　c。ntri▽e、　i七un・ess　it　c。meOt・a・ec・nd　Edユti。ri　v・169

Unf。rtunately，　it　did　n・t・eil　well　engugh　t・ゴu・ti・fy　a・ec・nd　editi・n・

155Alicia　LefanU　recOrds　Sheridan　frequently　visitξ…d　her　（Aユicia　Lefanu，

Memoirs　of亡力e　Life∂ηd　Wri亡土nσ5　0f　Mucs．　F．　Sherid∂η　（1・ondOnご　F・　and　W・B・

Whittaker’ C　1824），　p．　95）．

・56H6r。i。七er。　wh。　died　ar。und　1750　w。te、　Catherine（1708・－1750），　Ur・ula

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
（1709－1750），and　Beatrice　（1714－1751）l　Henry　Fieldinq　di・ed　in　1754　and　Jane

Collier　in　1754　0r　1755．

157@TEiOmas　Secker　alsO　recorded　qi▽inq　her　mOney　（John　S↓Macauley　and　R．

W．　Grさaves，　eds．，　四ユe　Autobioguc∂phy　of　Tぬora∂5　Secker　Arσhbishop　oC

C∂n亡erb・ry（Lawどence・Uni▽er・ity・f　K・h・a・Librarie・，1988）’P・49）・

・58S。’ ?@Martin　C．　Battestin　and　CliVe　T．　Pr。byn，　ed・．，　The　C・rreSp。nden・ce

・f宜en’狽凵D・nd　5・τ・h　・Fieユdユnσ（・xf。rd・Clarend・n　Press，　i993）’PP・127’・128

n1，128，149．　Acc・rdエnq　t・Peach，・6e　se七tled　in　Bath　as　early　a・1739

（R6ber亡Edward　Myhi・・Peach油・垣σ耳・・ses　in・Ba亡力・and　Their　Ass・．ci∂ti°ps

（Simpkin）’H’P・32）’but　it　wa・in　1750’s　that・he　finally．・ettled　in　Bath

ahd　li▽ed　thete　un七il　her　death　in　1768．

159@Battestin　and　Probyn，　pp．　］．49，　150．
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エndeed，　Richard・・n・ffered　an，　additi。na・・VpP・rt・16°

　　　　　　　An。ther　benef．act・r　wa・Ra・ph　A・・en・Samurl　Derrick’a・、Maste「°f　l

the　Cerem・nie・at　Bath，　deScribed　the　Allen・9・’the　parent・：・f　the

indu。tri。u。　p。。r，　th6　pr・tect。r・・f　the』亡eally　diStressed’and　the

n。uri，her。。f　depreS・ed　geniU・・．161　Allen，　wh。　wa・am・del　f・r　Allw。tthy

エn　T・mJ。刀es　and砲・・e　virtue§are　pra⊥・ed　in　Sarah　Fielρ⊥ng’s宮∂miユi∂王

五e亡ters，土s　sa⊥d七・ha▽e　invited　her　t・dinner　q叫te・ften　at　hi・re・idence

at　PriOr　Park　and　Cla▽ertOn．162　　工n　兄ヨmiユi∂r　Le亡ters，　Cynthia　describes

a▽irtu。u。　and，。c土able　man　and　hi・wife（pr・bably　aliudinq　t・A！len　and

、hi。　w土fe），and　the　magnificence・and　grandegtc・f　their　hgu・e　at　a・rlall

distance　from　where，　she　lodged　for　her　health：

、c。nfess　t。　y。uエam　apt　t・－ 奄高≠㏍Gne，　Wherever　a　great　Superi・rity

。f　F。rtune　i。▽ery　apParent，　that　X・hall　be　treated　with　a’f・rmal

Cerem・ny，　and　made　t・feCi　a　Re・traint’which　Fake・away　the

Plea・ure・f　ail　C・nver・at⊥・n・Bu七h。w　wa・エ・urpri・ed！when　the

Lady・£thi・．H・u・e　receエ▽ed　me．　with　a　9。・d－－natured　FreedgM’that、

P・ain・y．prc。▽ed・he　wa・inn・cent・f　e▽en　a　Th・ught　that　might°ffend

an。ther，　and　ne▽er　harb・ured．a　Su・pici・n’that　any・ne　c・uld　have

anエntenti・n・f　dr・pP土ng　a　w。rd’that　might　tend　in七he　m。・t　d二stant

▽iew　tO　hurt　her．．．And　the　Gentleman　seemed　to　enゴoy　his’Fortune，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，。nly　a・it　gave　him　an．OPP・垣nity・f・er▽ing　hi・ACquaintance

and　being　beneEi．cent　t・’Mankind…The　J・y　and　Se「enity　that

reigned　in　their　C。unt．enanceOwa・diffu・ed’thr・ugh・ut、the

160　See　Battestin　and　Probyn，　p．　150　and　p．　151，　n1．

三ke［霊ユ蒜k；鑑e霊濃鑑湾：罐；d鷲語8e6a：1：
＆　C．　Reymers，　1767），　pp．　94－5．

・62・ kdin・d［a七C・’a▽ert・n］’皿・・e．than・nce　w土th　Mr・・Fielding’the　auth°「

’。f・D。▽土d　Simp・・…・The　Cry・；and・・me・the干w・rk・；’…・Mr・Aユlen　verY

q・nergu・・y　a…wed　h｛er・ne　hundred　p・unds　a・year・’See　Bicha「d　G「a▽es’The

mfユers（L。nd。n、　Laqkingt・n，18．06），P．77．　POpe’・prai・e　seem・t・be　ra七he「

m。de。t，・Let　l。w－b。rn（in　the　sec・nd．　editi・n，’humble．’）Alle叫with　an

。wkward　Sham。，／D。90・d　by・teaユ七h　and　b・u・h、　t・find　it　Fam6・v（・ne　Th・・5∂nd

5evel〕Hロndred∂hd、Thirty－Eigh亡，　1：135－36）・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　　　　163
hOuse．．．．

He　was「one　Of　the　medi｛atOrs　fOac　Sarah　Fielding　to　socially　and　l，iterally

prominent　peOple　visitinq　Bath；his　guests⊥ncluded　Alexander　POpe，　Henry

甘⊥eユding，　　Samuel　　RiChardsQn，　　Da▽id　　Garrick，　　Lord　　Chesterfield

（1694－1773．），　and　Richard　Graves　（1715－－1804，　a　cler土c『and　t二he　authOr　of

The　Spiritual　Quix・te）．，164　But　he　seems　t。　ha▽e　been　n。　m。re　than　an

・cca・⊥。nal　h。・t　and　benefact・r　t。　her・Alth。ugh　he　left　her£100　when

he　d工ed　in　l764，　Elizabeth　MOn七agu　expressed　sOmething　clOse　to　resentment

ab。ut　the　sum．165　She　th・ught　AUen　left　Fielding　an　innde・er▽edユy　l・w

apaount　in　his　wエll：

工twas　a　qrea七pity　Mr　Allen　did　not二lea▽e　poOr　Mrs　Fielding　a　decent

163S・rah　F±elding，　F∂mユliat　Lb亡亡er・be亡ween亡he　Princip・ユCh・r∂cters工刀
b・▽ゴd5麺Pユe∂刀d　5・me　Other5．　T・Whi・ch．エ・Added、∂Visiの．　By亡力e　Au亡h・τ

Of　D∂vid　simpユe　（LOndon：　1747），　工，　pp．　172－・73．

164Peach　te旦s　that　Sarah『khew　All・n　earlier　than　Henry・did（Hist・ric・H・use

エnBa　t・h’P・32；R°be「t　Edwa云d　Myh土ll　Peach．，r　The　Lit’e　and　Times・f　R∂ユP力

AUe刀・f　Pri・r’　P・tk・蹴力・τntrbd・crd　by・5力・r亡Acc・・nt・f卿r・mbe∂ηd

widcomヱ）e／　wi亡h△『o亡iごe50f　H」二5σon亡em婆つor∂ヱ’ies　．．．　wi亡」ユム『しlme』rous’ヱユヱu5亡r∂亡1bη5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（LOndon：　D．　Nutt，　i895），　pL　133）．　Ben］am⊥n　BOyce　fOllows　Peach，　thouqh

admitting　t二here　is　no　dOcumentary　support．　He　suqqests七hat　it　is　pOssible

that　the　GOulds，　the　family　from　which　Henry　and，　Sarah，smOther　came，　knew

Allen　bef6re，　because　one　of　them　wa＄enqaqed　in　law　in　Bath（Benゴa血in　BOyce，

The　Benevo」e刀亡M∂h：ALife　of　R∂ユph　A・Z　Z　en　of．B∂th　（Cambridqe，　Massachuset二ts：

．Harvard　U．P．，　1967），　p．　128）．　Batt二estin　deduces　七hat　HerユryIs　friendship

with　Allen　beqan　in　1741　（Henry　Fie」d．ing，　p．　315）．

165@Ralph　Allenvs　w土ll　reads　’工　gi▽e　to　the　3　children　of　Henry　Fieldinq，

esqre，　deceased，　t二he　s　urd．of　£100　each，　and　tO　their　Aunt，　Sarah　Fielding，

工　qi▽e　the　sum　of　£100，　which　said　4　1ast　named　legacies　工　will　be　paid

in　l2　mOnths　after　my　decease．ワThere　was　also　a　memOrandum　fOr　arOund　1744

and　1745：　’An　accOunt　of　my　money　tO　be　applY’dtO．．．Mrs．、Helding，　」20v．

See　Peach，　The　Life∂nd　Time’s　of　R∂ヱp力Aユ」en，　pp．236，120；and　alsO　Austin

DObsOn，　At　Prior　P∂rk∂nd　O亡her　P∂pers　（LOndOn：　OUP，　1925），　P．　28；　Boyce，

The　Benevoユent　Manr　PP・、128，　159，　172，　243，　247，　270・
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maintenance　for　l⊥fe，　s工xty　pounds　a　year　added　tO　what　she　enゴoys

had　made　her・happy，　for　she、li▽es　ret工red　by　chOice，　But　工　know

not　how土t　is　that　people　seldom　use　the工r　last　OpPortunity　tO　do

900d．166

Elizabeth　MOntagu　sympathized　with　Fieldinq　in　her　difficulties，　sending

her頑ne　and　f・・d’and　a…try斗nq　t・make　c・ntact　bn　he士behalf　wi七h

her　half　br・ther’Sir　」ghn　Fielding（1721－182°）’th「°ugh　L°エd　Lyttelt°n

（1709－73）・She　alsg・ffered　an　annuity・f　ten　p・unds（alth・ugh　what　she

thOught　wOuld　make　her　happy　was　sixty　pOunds　per　year），which　Fielding

did　nOt　∈lnゴoy　long．167　　　　　　　・

　　　　　　　Her　literary・acti▽⊥ty　br・uqht　her・・me　reward　includ⊥Pg　ann山tie・、

，and　h・・pitality，　be・エdes　pa蜘ent・by　the　publi・hers’alth・ugh’thr　inc。me

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロdoes　not　seem　to　ha▽e　been　enQugh　for　her仁o　li▽e　com茸ortably．　Her　earnエng

patte工興ark・・ne　phase　in　the　trah・iti・n　fギ。m　arist°c「atic（pe「s°nal）

pa七ronage　tO　co㎜ercial　dealing　with　bOoksellers：the　co－exis七ence　of

。lder’i　intermediary，　and．new』 唐凾唐狽?香E．　She　l　s。ught　fbr　patr・nage，

c。llected・ub・cripti。n・，　and・・ld　c・pyriqht　t。　the　publi・her・．168　She

dedicated　The　Governess　to　Mrs　Poyntz　（－1771），whO　was　clOsely　cOnnected

with　　the　　cour七　　and　　Cユe（基）∂亡r∂　　∂nd　　Od亡∂vi∂　　to　　Countess　　Pomfret

（・698－・7・’ U・）．16g　B・th・f　them・ub・cヒibed　t・her’tran・・ati。n，　but　neithe耳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

166 @MO　3155，　MOntagu　tO　Carterr　1　0ct．　［17．65］

ユ67 @Siy　John　Fielding　helped　Sarah　Fieユ．ding　tO　buy　a　cOttage　at　l　alcOt　in

1760，but　when　she　was　dying，　she　recei▽ed　no　assistance　f　scOm　him．　Montagu「s

’care　fOr　Sarah　Fielding　is　recOrded’in　the　le七ters　between　her　and　Scot二t：

M・5292’M・S821’M・5829・　’M・5832’M・5834rM°5319’M°585，6’M°5872・

Sh。　write。　t。’ rarah・，Sc。tt　ab・日t　an　annui’t’ 凵E’Mr・Fielding、　i・t・・eceiv・

t。n　p。und・王r・m　me　alw・y・dt　thi・Sea・・n，　if　m・re　be　necessary　y・u　will

ad▽an己e　it二＆　工will　pay’．（prObably　Dec．　1767）　and　’工w土1ユassist　in　making

her　able　t二〇　li6　at二Hitcham　by　dOubling』or　treblinq　ye　ten　pd　per　annv（MO

5872，　MO　5879）「．

168See　Turher，　Li▽ing　by　the　P・nr　PP．102－・16，119－”’21r　122－23・

16g　Anna　Mar⊥・P・ynt・（nee　M・rdaunt）marri・d　St・ph・n　R・ynt・wh・wa・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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became　her　ch土ef　patroness．　Among　her　books，　FamiZi∂rLe亡teJ　s，　Cユeqρ∂亡r∂

∂ndOc・t∂vi∂，　and　the　translati・n・f　Xen・ph・n’s（c．428－c．354　B．CL＞，Mem・i・u・s’

of　Socr∂tes　were　published　by　subsCription．170　　Sarah　Fielding　’s　Own

relat↓▽es，　AUen　v　s　cOnnections，　arid・James　Harnyis冒s　helped　to　increase

sub・cribers．　Andrew　MUIar　pubユished　f。r　her，’D∂vid　Sim」pユe，　E∂mユエ∂r

Le亡亡eτ5，　The　Governessi　D∂vid　SimPユe　VoZume　the　L∂5ち　σユeρP∂tr∂∂nd

Oc亡・vユ∂’DeユlwYn・．、and　Mem・ヰ5・f　S・cr∂亡e5・Rem∂rks　’・n　Cユ∂uci・ss∂wa・

pr土nted　fgr．J．　R。bin・・n，．171　The・Cry・wa・pubユi・hed　by　R・D・d・ley・and・OpheU∂

by　R．　Ba・dwin1’72．Andre輌・・ar　wa・gener。u・エn　hi・payment・t。　a・th。r・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if・r　exarPPIe’he　pa土d£183　f・iC　．，　9・s　eph　．An　qre　tus’f。r　which　an°the「b°°kse工le「

had　offered　Only　twen七y　fi▽e　pOunds，　and’£600　in　adVance　and　probably

mOre　fOr　Tom　Jones．173　工t’is　not　certain　which　amount土s　for　wh工ch　work，

but，　between　50ct　1750　and　60ct　1752　M⊥llar　paid　Sarah　Fielding£256・1・O

in　t。tal．174　La七er．・he・・ld七he’ メEpyright。f　Deユヱwyn　t・M±llar　l　f・r　60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト層inf・⊇土a・at　cQ噂・The　C。untess・f．P・mfエrt’Henrエetta　L・ui・a　Ferm。r　wa・

・’ р≠浮№?狽?秩Ef’ Qnd・Bar・n」effrey・’married（1720）Th・ma・llerm・r（1698’”1753）’

・・t・…t、Ear・・f　P・mfret・She　wa・Lady。f七he　Bedchamber七輌een　Car・・in・・

She　w。。　an。ld　friend・自ady　Mary　W・rtley．M・ntagu，　wh・Wa・．arelat⊥▽e、七・

Sarah　Fielding．

1・・WilUam　Strahan・sledger・red・rd　an　am・unt・f　10・．6d．　payable　by・Andrew

Millar　f。r　Strahanlsprinting。f　600・ub・cripti・h　receipt・f・r’Miss　F’s

・cta▽i・’（BLr　Add・MSS　488・・’f…77v；・　B’apte．・tin＆Pr・byn’P・ユ37）・

171’ oubli・her，1737－58，　dealt　with’ex七enri▽e　miscellane。u・・literature・

172 Bookseller　and　publisher　1749－1810，　nephew．and　successOiヒtO　R．　Baユdwin．

173H・nry　Fieldinq　wa・hapPily・urpri・ed　t。　be・ffered・uch　an　am・unt－・See

B。ttestin，　H・nry　Fieldinq，　PP．325，1 S40．　B・・well　rep。r七・．J・hn・・n’Sc・㎜ent
　　　　　　　　t
tt E迦illar・’J6hn・。n　said・f　himr”エre・pect1　Millar’sir；h・ha・rqi・ed　the・

ロice　gf　l土七erature・vv　「」ames　B・・wellr　B・sweユヱ’5　Lifeρf　J°加5°n　T°ge亡he「

　wi亡h　Bosweユ」’5　Journ∂ユ　of∂　Tour　亡o　亡he　Hebrides　∂nd　Johnsoh’5　Di∂ry　of

・」－eY　int・　Nbrth　w∂ヱes・’　ed・・Ge・rqe　Birkbeck　Hエ・・and　L・F・P・well’▽・1・

　工The　LIfe　（1709－1765）　（Oxford：Claacendon　Press，　1934），▽ol，．工，　pp．287－88．

．174Milla・paid　her£20（50ct・1750）’£57（5　Jan・1750／51）r£50（7May　1751）’

　　　　　　　　　　　　　　x
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guineas　with　a　prgspect　of　another　40　guineas　⊥f　a　second　edition・was

issued・175　A・imi・ar　am・unt　wa5，paid　f・r　meσry；in・753　D。d・・ey　agreed

・輌hSarah　Fielding　t・buy　half・f　the　c・pyright　f・r．a　little　m・民phan

£52・D・d・ley　paid　f・r　the　print斗ng　and　the　p飴・l　it　was　t。　be・ha「ed　between

Sarah　Fie・ding　and　Dgd・ley・176

　　　　　　　Lady　Mary　W・rtユey　M・ntagu（1689－1762），　hbr　relati▽e，　fam。u・ly

pid6d　her　f・r　ha▽ing　．t。　earn　a　l土▽ing　by　her　pen・”エ…heaエtily　pity

』herプconstrainVd　by　her　C土rcums七ances七〇　seek　her　bread　by　a　method　工

d・ngt　d。ubt・he　despises．’177　Lady　Marプs　pity　i・based・n．⊥nc・rrect・

attr⊇i・n・；・he　a・・umes　that　be・ide・Sarah　Fie・ding’・・wn’D4y4d　Simp4e

Voユurne亡he．Z，∂5亡，　thf●e　ot二her　works　published　betweenユ752、．．　and　1753　were

．a・・writ七en　by　．．　her．178　S・・he　wr・nq・y　assume・・　＄a；・ah　Fie・．di－ng・’・s

。▽erpr・du’cti▽ity・Ne▽erthe・ess’・he　i・riqht　in・ee；ng　in　Sarah　Fie・ding

an　example　pf　a・・truqgling、　single　w・map　w「ite「in　the　eighteenth

£50　（16　No▽．　1751），　£58．1．0．．（3　Jun’e　1752），　and　£21　（6　0ct．．1752）．　See

Batte・tin’舳ry　t「i　eユd工巧’P・7±2・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■175@Battest工n　and　Probyn，　pp．　144－49．

176@Sarah　Fieldihg’s　s工gned　receipt　is　da七ed　19　NO▽ember　1753　for£52．10．0

（Robert　Dodsley，　T、he　CorrespondenOe　of　Rober亡Dodsユey，ヱ733一ユ764，　ed．」’ames

E．丁土erney（Ca皿bridge・’Cambridq・Un土▽Cr・ity　Press～・988．）’PP・3・’5・4）・

・77Fieldinq’・9’randfather，　’　」・hn’ ic，1650－98），the　Archdeac・nρf　D・r・et，　wa・

a．・bil・ther。師illiam（1640－85），th土・・d・Eari。f　Denbigh　and．6さc・nd・f　D≒・m・nd’

wh・wa・七he　grc　b’nd　father・f　Lqdy　Mary　W・r七ley　MgnVagu；Lady　Mary　W。rtley

M。ntaqu，　The　C。r・p」e亡e　Let亡ers’・f　L・dy　Ma’ry　W・r亡ユey・M・n亡∂σur　ed．・R・b・辻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tti　’a　1。bandジ3▽。1。．（’Oxf・rd・Clarend。n　Press，1965－67），’1・t’r’，．、P．67．　Lady　Mary

a・・。rrgret・that　Henエy　Fie・d士nqエS” b・rced　t。　waste，　hi・geniu・by　beinq

pressed　by　his　financial　difficulties．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　1178The　C・mpヱe亡e　Letter・’Hエ’P・、67r　The・ther　three　w・rks　sh・men七i・n・

a「e：　Jane　Collie「’s　The　・Art　of　工r〕geniousユy　TOrmen亡i刀σ　（1753），　Charlotte

I、ennOx’s　Feヱnaユe　Quixo亡e　（1752），　and　the　l　anOnymous　Str　C力∂τユ6s　Good▽土Z」e

（1753）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・＼

　　　　　　　　179
ce、ntury・

　　　　　　　She　also　played　a　role　Of　an　agent　for　an　author．　As　James　Harr⊥s’s

busy　p・litical　career　had⇒ust　begun　and　he　wanted　t・keep　hi・auth。rship

of　the　sketCh　secfet，　she　becam『an　aqent　in　his　dealinqs　with　the　publユshe耳，

Andrew岨lar；wh・m　she　had・pP・rtunities　t・see　in　Bath・・￥・we▽erプas

far　as　we　can　see　ftOm　the　result　of　the’neqOtiation，　she　was　ndt　competent

エn　thiS　kind。C　dea・inq・；・he　did　n・t　kn。wgthat岨・・ar　had　already　ch・sen

an　intr。duct・rY　essay　t・Henty　Field土ngls　bl・rks　by　Arphur　Murphy

（・727－・8・5）r嘩er　than、Harr土・’・・、　Alth・嘩Mu堪yロs　yersi。n　wa・

unsat工sfactOry　t二〇　Henry　F－i　e’1ding　’s　friends　arld　sister　（Murphy　did　not

know　him　t）ersonal↓y），　Harris　withdrew　his．　He　did　not　need　to　squeeze

in　　liter・ary　　business・but　　could　　ga⊥n　　sat工sfaction　　elsewhere，　　in

philosophical　pursuits　and　his　newly－－begun　poli七ical　career．

　　　　　　　She　was　not　rich　enouqh　to　li▽e　at　the　centre　of　the　tdwn，　but

i’ns’狽?≠п@li▽ed　on　the　Ou七skirts　Of　Bath，　perヒ｝aps　at　Widcpmbe，　WalcOt　and

later　Bathwick．18°She　lived　a・ecluded　life　there　and　at七ime・▽iSited

the　city　centre．　Her　rep・rt・ab・ut　the　c土ty　are。ften・ecgnd－hand・’エ

am　told　tha／t　the　Bath　is　▽ery　full　th⊥s　SeasOn，　but　工　on↓y　know　it　by

hear・・ay，’ ?Brエhave　n・エnclinati・n　t・9。　am・ng・t　the㎡。nly　when　my

Derticular　frエend・c・meT・181　S土nce・he　went　there　f・r　her　health’．She

took　opportunit⊥es　to　dnink　spa　water　which　was　pro▽ided工n　the　Centre．

She　al・。▽i・i七ed・acquaintance・in　the　centre　a・Sarah　Sr・七七（1723－95）

rep。rt・・’・ne　day　thi・week’P・・r　Feilding　ha▽エng　an・pP・「tunity・＃　beエP9

179、For　wOmen　writ二ers．　strugqle　in　l 狽??@e‡ght二eenth　century，　see　for　example，

Chery・Turner’輌加g　by亡he　Pen四・r・en　Writer5　in　the　Eigh亡ee刀th　Ce4tury’

（LOndon：　ROu七1edqe，　1992）；　Catherine　Gallagher，”Nobody，5　5亡ory　：　The

馳ゴ誕ησA・亡5・fW・Pa・en　Wri亡er・垣亡力e　M・rketp1・ce層ノユ670一ヱ820（Oxf°「d：

Clarendon，、1994）．

18°Neale　qi▽e・example・・fiexp・nse・at　Bath　in『七he　sec・nd　part。f　ehaptdr

工工．

181@TO　James　Harr］．s，　Bathwiqk，　210c七　［1758］　（Battestin　and　PrObypr　p．144）；

see　also　Battestin　and　PrObyn，　p．　ユ37．

●
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br。u6ht　t。　Bath　came　t・spend　it　With　me・．182　Thus　she　p・aced　herse・f

at　t二he　marg土ns　of　the，　con▽ivial　ci七y，　keeping　in　tOuch　with　her

acq頑ntance・・’ AT。　be　n・t　t・・ギar　away　fr°m　n°「t°°ci°se・t°the　rm⊥□ent

。。cial　qa七herihg　Pr・▽ided　her　with・PP・士tun土tieもt…c⊥ali・e　with，pe・ple

、Of　fash土On　without　being　toO　ir1▽Ol▽ed．　　　　　’　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　This　pOsi七iOn　is　mirrored　by　her　literarシst二andpoint；she　prefers

the▽iewpoint　of　the　mOd’e　rcately　detached　obser▽er．　工n宮∂miユi∂．ir．Le亡亡ers，

f・rexample，　Cy雌ia・七ay・．a七Bath’where・he・pend・day・a・many　pe°Ple

did　in　Ba七h’q・ing　t・the　Pump’　R・・m’the　c。ffee－「°°m’and、a．ball’and

pay⊥ng　Vi・its　t。　friend・・She　let・Camilエa　kn・w　what工t　i’・like　t°be

in　Bath　and　what　She　thinks　about　people　七here．　Cynthia．　obser▽es　men

and　w・men　a七Bath月・lted　by’their　lifeless　Shad。w，　F。PPery　and　press’

工mpertinence’ ≠獅п@Folly！’．　She　sees　ladies　wearing　capuchins，　bonngts，

日nd　muff。，　in・pite・f　the　ex七reme　heat，・impユy．in。rder　t・f・U・w　the

fashion．　People　l　s　eagerness　toコoih、t㎜ultuous　andセhronged－card　tables

⊥sbeyond　her　underst．anding．．　’She　hears　some　ladies　talkinq　of　thξl　merエt

。f　putting　up・with　cr・wded　card－table・ピ、the　Variety七here　relaxed　their

Th。ught・，．≠獅п@kept　them　fr・m　the　P∂in　bf　Thinkingr　which　wa・n。t　g・・d

with　the．Waters・v183　Th・uqh・he　hate・fri▽。lity　there’・he　d・．e・n。t　hate

the　c土ty，　and　she　takes　pleasure　in　be土ng　an　obser▽er．

　　　　　　　Alth．・uqh　Fieldinq・eem・t・ha▽e．　been　at　ea・e　in　he「、stance　as　a』

detached・bserver・uch　a・Cynthiaエ・，　it　wa・n・t　that．She　w土Uingly

separated　her．self　fr・m　every　c・㎜unity・There　were　s。me　she　wanted　t°

ゴ・in・エn　her　w・rks　she　cheri・h6・the　i㎡Pgrtance・f　famエliar　c°mpany

f・rmed　by　mutual　understanding　a，n，d・t土mula七ing　c。n▽ersati・n；Her　l°ng土ng

f。r　an　unders七and‡ng　and　cl・se　c・mmunity　increased　especial，ly　after　she

successi▽ely　lost　her・sisters，　Henry　Meld⊥ng，　and　her　intimate　fr⊥end，

Jane　C・11ier　by七he　mid－1750・・エn　1755’・h・rtly　after・he　l°st　Hen「y

182M・’ T317r　N・▽・・［・765］・Sc・tt垣d白トt・・pell．her　na皿・、as’Feilding’・

On垣。　parti・Ulaエ・’cca・i・n，　Sarah’S己・tt　Wa・indi・p・sed　and　Sarah　Fieldinq

cOuld　nOt　gratify　her　expec・ヒatiOn；　Sco七t　writes：　’unluckily　工　was　sg　ill

工　couvdpass　Only　part　Of　it　w土th　her，　＆　t二hen　in　a　way　nOt　t二〇　gi▽e　her　any

¢atificati・パ，

　　　　　　　　　　　　　　　　’

183　．E”∂miヱi∂r　Le亡亡ers，　1，　P．　90．
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　　甘ieldinq　and　pr。bably　Jane　C・llier　a・we！l，・he　wr。te　a・uggesti▽e　letter

　　亡oRichardsOn．　Sheヒongratulates　RichardSon　for　wha七he　has　with　him：

　　　　　　　　T・li▽e　in　a　family　where　there　is　but・he　heart，．and　ar　many　g・・d

　　　　　　　　・trdhg－head・a・per・・n・’and　t。　ha▽e　a　place．in　thaヒ・enlarged『ringle・

　　　　　　　　heartL　is　such『a　state・qf　happiness　as　工　cannot　hear　Of　w工thout

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　184
　　　　　　　　feehng　the　utm・s七pleasu「e・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝9

　　Later，　she　wished　toゴoin　the¢i士cle　df　Sarah　Scot七，　Lady　Barbara　Montagu

・←・765）and・・ther・．185　H。we▽er，ゴu・t　las　she・i▽ed　at’a　certain　di・tance’

，f－r。m　the　city　cen七re，・she　remained　at・。me　di・tance　fr。m　the＾gr。up；七hさy

　　t。。k　care。f　her　while　n・t　regarding　her　a・an　equal　member・f　thOir　circle・

　　Sarah　Fieiding、エntended　t・」・in　them　a七Ba七h　Ea・t・n　in　1757，　but　Eli・abeth

M・ntaqu・interfered　with・the　p・ah・She　de・cribe・Fie・dエng’・．　eagrrne．ss

　　and　her　capti10us　opinion　Of　her：

She　i・impatien七t。　get　t・Bath　Ea・七・n’ 翌??窒?Ehe　intend・t・reside・

エ・・’
≠撃п@a・・、エc。u・d　t・di▽ert　ber　fr・m　ye・cheme　f。r　th。・he　i・g・。d

sort　Of　WOmqh　工1think　you　＆　Lady　Bab　will　not　waht　her　in・’a　long

’liummdr・day　n。r　a　l。ng　winter・e▽ening・H・w　i・qne・tエme　taxed

by　ci▽ility　and　h㎜anエty＆．real＆artificial　de▽。ir・？エ9「°w・sa▽age

in　my　dispOsitiOn　th6　social＆affable　in　my　Mannerst＆工felt　for

you　＆　Lady　Bab　the　hours　o£leisUre　＆　repirement　she　wd　rob　yOu

・f．186 @　　　　　　．　　・　．

184@Battestin　and　Probyn，　p．　130．

・85Sarah　Sc・tt　met　Lady　Barba士a　in　Bath　in・748，　and　aft・r　herc、marriage

came　t。　an　endエn　1752，・he　se七七led　in・Bath．w土th　Lady，Barbara・They　had

one　house　in　the　cehtre　and．an。ther　in　Bath　Easton．　Scott’s　ideal　Community

。f　w。men　in　MUヱeni。m　H。U（1762）i・th・tight　t・be　a　r6flecti・n・f　het・wn

life，with・Lady　B4icbarca・See励et　M・T・dd’π。men・’s・F4iendship・in・L4亡e「∂t”xe

（N．Y：　Columbia　U．．P，　1980），　pp．　342－44；　Neale，』pp．　3i7－20．

186MO　5766，　M・ntagu　t・Sc・tt’9June　1757；・E已・abeth　Carter　aqree・that’

Sarah　Fi。lding　i・n・t、a．cheerful▽i▽acidu・per・・n，　but・he　i・m・re

。ymp。th。tic　t・heエres6rved　character・’エam　very・・rry　f・r　the　l・ss［Mr・・

　　　　　　　　　　　フ
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E▽iden助Fie・ding・s　p・・i主e　behavi・ur　makes　a　di・tance　anq　EZizabeth

M。ntagu　ca亘n。t　treat　her　a・ac。mi。rtable　friend・．At　that、time’・he　was
k

Dre」udiced　againSt　Fieユding’s　character　a・we・l　a・he‥。「k；she

・ub・cribed　tO　cユe・p∂tr∂∴∂nd・e亡∂▽i∂（・757）。n．・y　t・find　that　the　c°ntept

。f七he　w・rk・did　n。t　intere・≒her　muchビthe　page・thaゆ▽e　me　m°st　pleasu「9

w；re七h。。e　tnat　c・n七ained　the　name・・f　yhe　sub・crエber・・v187　After　all’

Sarah　Fie・dinq　fa工・ed　t・be　gi▽en　a・ecure　p・ace　wi七hin　the　female

c。㎜unity．　Generaエly　pe・・’・。nal　c・nnecti・n・f・rmed　circle・’which　we「e

he、pfu・f。r　each　rndmbetc，　andth土swa・a・9’rceat・trength。f七he　b・ue・七。cking

．circ・e，　but毛heシc・u・d　ea・i・y　bec・me　exc・u・i▽e・i88・C・n・equently　Sa「ah

Fieldihg　wa・n。t’ ≠モモ?垂狽?п@int・the　inner　circle　6f　Sc・t七and　Lady　Ba「baエa’

a・thQuqh・he　kept　friend・y　terms　e・pe．ciaU，y　w・工七h　Sd・tt・

　　　　　　　T。Fielding・sc・ns。lati・n，　Sc・tt　remained　m・re・弾P日thetエc　t°he「

’than　E・i・abeth　M・ntaguパi・・ing　t・he・p　her　and・ften七aking・pP9「tunities

t。。ee　her．・Pre，umably七heir　intimacy　grew　after　Sc。t七’sintimate　friend’

Lady　Barbara，　died　in・765：Sc・tt　menti・n・’Mrs・甘ei・dinql　m・re　frequently

in・etters　t・E・i・abeth　M・ntaqu　afte紬at　year・’89 CSg皿etime　in　1766　S．　a「gh

Fielding・pent　day・with　Sc。tt　and　a　Mrs　Cutts・After　c。rPing　P°S七ay

、

Sc。七t］i＄・ike」y七・ha▽e・f　p。・r　Mr・・噛Fie・dinq；th。ugh・he　i・n°t・a　li▽ely

c。mpani。n，。he　i。　a　fr土end・y　and　q・。d　w。man，　and・uch　a　character岨・alway・

be　t。nd。t・y　regretted・（Carter　tg　M・ntaqu’N。▽・25’1767’E・エ・abeth　Ca「te「’

Letter・fr・m吐・．．EZi・∂beth　C・r亡er・亡・Mrs・M・刀亡・9・t　be亡ween　the　Ye∂τ5ユ755

。ndユ800，＿Pψユished　fr・m亡力e　Originaユ5　in、亡he　P・ssessi・n・f助e　Re▽・

M。nt・9・　，p6nninσ亡・ηプed・M・ntaqu　Penni嘩・n（L・nd・n・F・C・・＆J・Ri▽inq七゜n’

1817），　工’　p．　369）．’　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　．

187 @Mσ　57661，．M～）n七aqu　tσ　Scott．

・88F。r　de七ail。。fthe　bluest・ck土ng　circl・輌・peエ・・na！c・nnecti・P・’seeSyl▽iq

Harc。tark　Myers，　The』 aユ・e5亡・Cking　Circユe・卿eη・17riepd・ship，・　a，nd　the／4fe

。f亡he　M、ηdエη晦h亡』eη亡h－Cent，・ry　EngZ・nd（・xf。rd・C・arend・n’・99・）・

1・・9Lady　Barbara・eft　Sarah甘ie・ding　an　annuity・f　ten　P・und・（M・ntagu　t°

Ca、，terr　qu。ted　in　Arp・・d　EdwinNeedham’”The　Life　and　W・rk・°f　Sa「ah

，Eielding，』　vl　Uni▽ersity・f　Calif・rnia’1942’P・357）：

r
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at　Scott’s　par七ユy　fO’r　the　waters　and　probably　more　for　her　lonq土nq　茸or

Scott冨scompany，　she　was　reluctant　to　qo　back　alone　to　Bathwick：’工　［Sarah

Scott］’f土nd　she　［Mrs．　Feildinq］　doe’s　not　intend　returning　any　mOre　tO

the　house　she　is　now　in，　findinq　it　工　bel土e▽e　too　lonelyl．190　The　fear

Of　Smallpox　made　Scott　change　her　lodging，　which　luckUY　enabled　Fielding

tbゴoin　ScOtt，　Mrc　s　Cutts，　and　a　Miss　Arnold．　Sarah　Fielding　was　getting

weakeエand　weaker　at　this』 煤ﾛme，　and）she　much　wants　re▽i▽al，　but　she　spent

her　day帥apPily　in　th土s　small　circle・f・i・terh・・d　as』Sc。tt　wr。te・’she

thinks　herself　muCh　hapPier　s土nce　she　came’．191　This　temp・raryhapPiness

presumably　ended　when　the　danger　of　smallpox　subsided　result二inq　in’ 狽?≠

Scott　returned　tO　her　former　abOde　and　the　cと）sy　co－habitation　came　to

an　end．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　’

　　　　　　　Meanwhile，　Elizabeth　MOntagu　planned　to　l土▽e　at　Hitcham　wi七h　Mrs

Scott，　Mrs　Cutts，　and　Mr，s　Freind　in　1767．　The　oriqinal　plan　did　not

⊥nclude　Sarah　Fielding．　．Montagu　was　alOof　and　not▽ery　kind　to　her：　’エ

ユike．vastly　the　thought　of　in▽iting　Mrs　Fielding　as　a．Guest，　seeing　her

hapPy　wi・・be　a　n・b・e　payment　f。r　her　b・ard＆、P。dging1・192・n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

reconsiderat二ion，　thinking　it二would，　be　a　pity　to　lqa▽e　Sarah甘ie！ding　out二

’if　it　were七〇cost　that　qood　Woman　all　her　happiness㌧　Montagu　decided

’t・help　Sarah・Fielding　t。ゴ・in七hem〔Yet・he　remained　bu・inesslike；in

her　th・ug4t・ab・ut　the　P・ssエbillty；・f　Fieユd土nq’sゴ・ining　the　c・r・i「・unityr

practical　financial　c・ns⊥derati・ns　came　fir・t．　As　she’ 汲獅?浴@Sarah

Fielding　could　no七afford　toゴoin　in　the　schemer　she　offers　in　a　letter

≒・Sc・tt　t・pay　the　difference　with・ut　letting　her　kn・w　her　dependence’

pointing　out　that　’my　friend　Fieiding　is　too　Inuch　Of　a』Bel　esprit：to　know

abetter　of　ye　oacdinary　affaiscs　of　life”so　we　can　cheat　henc　as　to　knOw工edqe

of　ye　expence＆let　her　imagirie　her　present二income　equal　tO　it工had　mμch

rather　she　did　not　know　she　was　assisted　in　i七t．　　Sarah　Fieldingls

at七achmen七tO　Sarah　Scott’scompany　was　Such　that　Elizabeth　Montagu　wa．s

worried　about　her　sense　of　aliena七ion　if　Scott　lef七　Sarah．Fieldihg　to

190
MO・531，　Jan　30　［1766］．

191
MO　5321，　Feb　9　［1766］．

192 ΩuOted　in　Needhamr　p．　359．
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ゴ・in　the　Hitcham・cheme・．’エam　afraid・・me　rum。rs。f　thi・’scheme・f　Hitdham

・hd　reach　her　ear＆kill　her・．193エn　the　e▽ent，　at　this　time　Sarah　Fielding

wa・七q・i・・t・〆香E▽e　h6u・’e・．　M・ntagu’・et　E・i・abeth℃arter（・7・7－・8・6）

kn・w　ab・ut　her　p。・r　health：♪P。。r　Mrs　F土elding’　is、　declining▽ery・fa・七’

・he　±・at　Bath．　My・i・ter　see・her　e▽ery　day・’194　M・ntaqu　t・・k　pity・n．

her　and　offered　to　pay　her　medical　expence　if　her、half－brOther　was　nOt

a▽ailable：・’Sir　J：　F工elding　has　not　yet　sent　any　Person　to　pay　the　money

if　Mr。　Fieldinq　in　the　mean　：’time・hd頑nピany　prqy・upPly　her　f・r　me’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・her　condit土on　must　beexpenS工▽e　t二ho　the　generosity　of　her　Phys土cian　sa▽es

her　the　qreat＆hea寺y　charge。f・icknesS’・19s　She七ried担makec・ntact

with　Sir　J。hn　Fielding，　but　she　c。uld　n・t、at　least　until　fi▽e　days　bef・re

her　death。196　There工sε1　tablet　in　her　memory　in　the　church　of　Charlcornbe，

and　an・七heピby　Dr」・hn　H・ad・y（．・7・・－76）in　the’Abbey’Bath・H。adly

describes　her　▽irtuous、character　together　with　her　intellectual

，uperi・rity・’Her・Unaffected・Mannerli，　Candid　Mind’／Aer　Heart　bene▽・ユent’

a亘dS・ul　re・エgn，dr／Were　m・re　her　Pra⊥・e　than　all・he　knew・r　th・卿t’／

ThoUgh　Athens，　Wisdom　to　her　Sex　she　tauqht．”

’　エnBath　the　dazzling　assembly・f　the　y・ung　and　fit⊥n　the　public

rooms．　and　along　the　walks　lay　s±de　by　side　with　the　melanchOly　scenes

。f　the　desp・nd⑰t。ne・・▽er　theエr　and七heir　family　member・’ヰ耳health

and　death．　Bathエnimitably　attracted　the　y・Ung　and，the・ld’the　rich

and　the　not－so－rich，＞so　as　to　work　as　a．centre　that　pro▽ided　pleasur．e，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　るcare，　bene▽olence，　and　all　each　generation　and　eaCh　financial　s±tuaUon

needed．　Li七erary　and　pers・nal　c・nnec七ign・w・rked　a・asafe七y　net　f°「

the　unmarr土ed　aqeinq　1・nes・me　Sarah　F±eldinq・Bath　wateギwas　beneficial

n。t・nly　in土t・healing　P・tentエal　but　al・・in　・drawエng　her　and　lher

benefactors　together．　工p　her　youth　Bath　qa▽e　hermaterials　to　write　abOut

and　in　her　later　life，he　c・uid・ee　there・。meb・dy　t・1。・k　after　hdr・

193@MO　5873，　MOntaqu　tO　ScOtt，　1　Jan　1768．

194 puOted　in　Needhamr　P．361・

　195　MO　5881，　Mar　28　1768，　MOntagu　tO　S己Ott二．，

z・96・ m。、n。w，。f　S・J。hn　Field土ng．　Ld　1，ytt・IE・n　ha・been・ut・f　T・wn　alm・・t・

aM・nthエbe・ie▽・h・ha・ng　c・nnectign・with層S「」・hn－’（M・5882’M・垣qu

　tO　ScOtti　4　April　1768）．　　　　　　　　　　　　　　　．　＿『．，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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6．「不幸な女」と「堕ちた女」：18世紀から19世紀の慈善と売春婦

1）堕ちた女

　売春婦といったときに、すぐに思い浮かべがちなのは、「堕ちた女jfallen　womenだろ

う。そしてまた、「堕ちた女」に対して、厳格な道徳観をもって非常に頑なな態度をとる（例

えばギャスケル作『ルース』のブラッドショV・・一一一氏のような）ヴィクトリア人も同時に思い

浮かべることができるだろう。Amanda　Ande垣onはヴィクトリア時代の文学作品を軸に

した考察において、「堕ちた女」は自己の制御、自立性、人格を失った状態として把握され

ると分析している。「堕ちた女」は、人間として機能することができるための自己、自律的

な自己コントn・一・ルの能力が欠如した状態に陥っており、彼女たちは、自分の状況に関し

て、恥や罪の意識を感じることができる能力も失っている者として描かれているというの

である。そのような者たちは、人格・自律性が欠如しているので、当然、再生への意思を

もつこともできず、そうでない状態への再生や別の立場への復帰をすることは不可能であ

る。瞳ちた女」は、よく言われるように、ヴィクトリア人が守ろうとした家庭の価値に反

するだけでなく、自律性を失うという彼らが最も恐れる状態を体現していた。執拗なまで

に意識的に溝が設けられたのは、単に硬直した道徳観をもっていたためだけではなく、「堕

ちた女」に、自己から遠ざけるべき、遠ざかっていてほしい存在を見ていたためであるとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fg7　　　　　　　一㌔
う説得力のある分析をAndersonは示している。

　売春は19世紀には道徳上の大問題として議論され、国家を支える若者を堕落させる脅威

として捉えられ、厳格な統制の対象となり、同時に警察権力を強化する必要を認識させる

道具ともなった。他国の都市と比べても、ロンドンがひどい状況であること、特に公共の

場で誰もの目につくような場で、売春婦が目にあまる振る舞いをしていることがさかんに

指摘された。このような議論の上では、売春婦は「不幸な」女ではあるが、「不運な」あるい

は「かわいそうな」女ではなく、怠惰：を好み不幸と病気を撒き散らす汚染源である。売春

は人々の困惑と心配の焦点となったが、ここで問題となっているのは、どうやって統制す

るか、根絶できるか、ということであり、燗としての売春婦たち！綱心の焦点からはず

れている。198

　その売春婦は、18世紀半ば以来慈善の対象になっている。ロンドンでは、篤志家の活動

が目立ち、慈善施設が次々と創設されたが、勿論やみくもに援助の手を差し伸べたわけで

はない。人物が慈善の対象とするに値するかどうかの評価・判断に相当なエネルギーが費や

された。その時代に、慈善に関わった人々が売春婦をどのようにとらえて再生を助けよう

としたかを明らかにするのがこの論文の目的である。そのために、18世紀の売春婦観、慈

197A血anda　Anderson，　T∂inted　Souユ5∂nd　P∂1n亡ed宮∂ce5　：　The　Rhetoucユσ
of　F∂ユユenness　in　Viσ亡oti∂n　Cuユ亡ure（工thaca：Cornell　University　Press，

1993）．
198Trevoac　Fisher，　Pucosti亡u亡ion∂ηd　the　Victort∂ns　（Stroud：　SuttOn’

1997），　esp．　2－6．
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善施設設立のキャンペーン、18世紀後半から19世紀半ばにかけての変化の順で考察して

いく。この慈善運動に伴う出版物での主張は、ただの施設内で論じられる一部の孤立した

ロジ’ックー6”はなくて、文壇や人々の日常生活と問題を共有しあい、影響しあっていること

が、宣伝の媒体や関わった人々の広範さ、それに女性観や人間観・社会観を映し出すその

主張の内容から明らかになるであろう。

　まず呼び方を手掛かりにしてみよう。18世紀と19世紀では大きな相違がある。娼婦・

街娼・性的関係をもったあとに捨てられた女性について19世紀に目だって頻繁に使われる

「堕ちた女」という包括的表現は、18世紀には稀である。19918世紀はじめによくお目’

にかかるのは、whore，　harlot，　prostitute，　street’woman，　n土ghtwaユkerなど

多様で，ひとつの呼称でまとめて括ろうという傾向がない。また、売春婦と他とfi）間に明確

な線が引かれない傾向がある。時代は遡るが、たとえば、『放浪淫売女』The　Wandering

Whore（1660）の女たちの名前のリストでは、範疇としてc。mmon・whores’，　wanderers，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノPエck－pockets，　night－walkersがひとまとめになっており、彼女たちは社会の秩序を

乱す者の一角を占める放浪者、掬摸と明確に区別することのできない女たちである．（売春

宿の狡狽な女将Crafty．　Bawdsは彼女たちとは別枠になっている。）

2）18世紀はじめまで

　イギリスでIQ売春を対象にした法律がなく、彼女たちは、街の秩序を乱す者として扱わ

れ、規制の対象者となっていた。街の秩序に反する場合には、1730年以前には男性も女性

と一緒に捕らえられた。200ここに現れる売春婦たちは、売春宿に閉じ込められて、売春宿

の女将や、ずる賢いあるいは屈強の男たち（bawd，　pimp，　bUlly）に脅されて逃げるこ

ともできない状態の、孤立した囚われの無力な女性では決してない。たいてい経済的理由

により身体を売っており、多くの場合拘束されることなく比較的自立的に街を俳徊し、二

人であるいはグル」プで行動することが多かった。また、住むところを貸している大家を

はじめとして近隣の人々は寛容であり、一般社会からも隔絶しておらず、そこに帰ること

も比較的容易だったという。201つまり、公共の秩序に反し、制御しがたく、性欲のモンス

199フィクションのなかで使われている稀な例として『クラリッサ』があ6。’Afallen　woman，

Jack，　is　a　worse　deVi　’l　than　e▽en　a　prOfligate　man．　The　former　is’abO▽e　alJ

remorse＿「　（first　edition’▽Ol．3）letter　63）；　、A　fal］－en　woman　is　a　wOrse

de▽il　than　e▽en　a　prOfligateman．　The　former　is．エncapable　of　remOrse＿’（third

edition，▽ol　3，　letter　61）．貞潔やfemininiセy重視の風潮をっくりあげていくのに大

きな影響を及ぼしたRichardsonが使っているということを指摘しておこう。

200Randolph　Trumbach，　5ex　∂nd　the　Gencle，r　RevoZutionr　The　Chic∂go
Series　on　Sexu∂ユi亡y／Hi5亡ory，∂nd　Socie亡y　（Chicago：University　of
Chicago　Press，　1．998），　p．　：L68．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

201Tony　HendersOn，　Disorderユy　Women　in　Eigh亡een　th　一・Cen　tury　Lと）ndon　：

Pros亡i亡u亡ioT〕∂nd　Con亡roユin亡he　Me　tr（互）oユi5ノユ73，0一ユ830，　Women∂nd　Men
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ターとまで描かれる手に負えない存在として認識されながらv同列の人間としての意識を

Lもたれているのだ。

　　性に関して比較的寛容なこの時代遠春婦についても人々の見解は寛容で・ぷの人々

にとっては自分の会話能力を高めるために、という正当化をもって臨むことさえできる存

在である．・・2（Ryder　274；P・rter　・－27；Har▽ey　899－9・6）そのような態度をと

る人々でも、性病一の警戒心はもっている。病気が語られる文脈では・腐敗゜麟

（c。rrupti。n，　r。ttenness）が言及される．ただし・微たち賭カミ燗とし礪敗

しているとは言わない．緯治療に水雛使っていて、そのために腐った息をしていると

か、男が、病気をもった女を拾ったため｝こ、自分の健康を害するばかりか・妻を殺し・

rottennes．を子孫に伝えるといった場合である。また、「道徳心を腐敗・堕落させる」の

＾は、微たちではなくて、燗の「淫らさ」である．（Gentユern∂n’sM∂σ∂zine　165）彼

女たちを描写するに際して、その周辺については腐敗ということばが使われるが・倣た

　ち自身の腐敗が取り上げられることは稀である。

3）18世紀半ば
　こうした状況に18世紀半ばに変化が起こったと分析されている。その一因と考えられる

のは、。ンドンーの人・の流入である．・75・年以前には・ンドンの貧しい階層では・赫

をやむをえないこととして受け入れる傾向があり、ま嫁族の女性がはまりこんでしまっ

たら、助け出すのが普通であった．・75・年以降になると・人・流入に伴って・家族が゜ン

ドンにいる割合が減ったせいで、家齢姓を引ぎ取りに来ることも減ったと言われてい

る．また、男性は捕らえられなくなり、女・性だけが規制の対象となった・こうし下・売春

婦は特化されて洛々孤立した存在となり、家族や繊の安全ネットが及ばなV’ことが多

くなっていった。203　　　　　　　　　’　　　　　　1

　18世紀半ばの動きに注目しよう。サミュエル・ジョンソン（Samuel　Johnson，

、7。9．－84）がある女性の話をもとに書いたといわれている記事に1ま・・8世紀半ばの・売春

獺のポイントと、特定の売春婦観を多くの女たちを代表するイメージにしていこうとす

藷竃三曇籔竃竃註；霧1．妾翼1え㌫畿r㌦慧・iam

㌫霊；b：ch（，2C2）ユ：6；8＝鑑atrick　Siena、・P・▽erty　and」the　P・x・

Venerea、　Di，ea，e　in　L・nd・n　H・・pital・，1600－－1800’”Uni▽er・ity°f
T。r。nt。，2。。・，2・9－72．・ック・ホスピタルの設立も・ンドンの人・増大が最も大き

な要因であると説明されている。
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る意図が随所に現れる。204　ミゼッラと名乗る当の女性の一人称で伝えられる、その人生

と語りは、次のような特徴をもつ。

①　生まれは悪くない。両親を亡くす、あるいは、何らかの事情で両親の保護下からはず

　　れて、誘惑された。初め愛人、やがて捨てられてる。

②虚栄心をくすぐられていい気になって軽はずみな行動をとった結果ではなくて、信頼

　　と感謝を逆手にとられて苦しい目にあっている。多くの女は、たいていはじめは自分

　　と同じように、人なら当然感じる恩義を利用されて騙されたのである。彼女を預かる

　　ことになった裕福な親戚が、その恩を利用して彼女に言い寄ったように、多くの女た

　　ちは人を信じすぎて災いを招いている。、

　　　　今、宿屋で暴れていたり、道で凍えていたりするような連中の多くは、巧みに言

　　　　い寄られて愛情をくすぐられてガv・一一・一ドがあまくなったのではなくて・はじめから

　　　　実は絵空事だったかもしれない恩恵を失うのではないかと懸念したり、怒りをか

　　　　うのではないかと恐れたために悪の道にひきずりこまれている。ご主人様におど

　　　　されて身をもちくずしたものもいれば、後見人への畏怖の気持ちが災いしたもの

　　　　もいる。　（139）

③勤勉に働く意図をもっているにも関わらずうまく実現できないのは、周囲の悪党のせ

　　いである。針仕事で生計を立てようとしたが、他人の悪意から仕事を失い・街娼へと

　　身をおとす。勤勉に働く意図はあっても、周囲に悪人がいてその企みの犠牲となると、

　　雇用主に説明・弁解をする術をもたず、街に放り出されてしまうのだ。

④　生活は人の気まぐれに依存して、自分ではどうすることもできず、流されるままであ

　　る。

　　　　　時にはある男の愛人となり、また別のときには街の女になって通りがかりの客

　　　　　をとる；ある時は騙されて売春宿の女将に売られ、あるときは道端で乞食をし

　　　　　て悪事をはたらきやっとのことで飢えをしのぐ。愚かな奴か度が過ぎるカモを

　　　　　みっける以外には昼間に望みはなく、夜には罪と恐怖しか思い浮かばない。

　　　　　　（144）

⑤売春婦は違う世界の異なる燗ではなv・．多くの人は醸と怒りをもって自分のよう

204R∂mbler　nos．　1．70　（2　NO▽．），　171　（5　NO▽．）グ　The　Yale　EditiOn，　vOl．

エV，pp．135－45．　The　Yale・EditiOnにっけられた註では、「街の不運な女性の境遇

を彼女がジョンソンに語り」、ジョンソンがMisellaの話にまとめたと添えられている。この記事

はBe。。ties。f　the　M・9∂zines（1762），L・nd・n　Chr・nicユe．（17　62）’L∂dy’s

M∂g∂xine（1762）にも掲載された。　See　also　James　G．　Basker，・Dancing　Doqs，

W。men　Preacher。　and　th・Myth。f　J・hn・・n’・Mis・gyny’”in　The　Age・f

」。hns。n，　A・Sch・ユarly・Annu∂ユ，・d．　P・ul　J・K・rshin（New　Y・・k・AMS　P「ess’

1990），　63－90．　　　　1
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　　な人間をみるかもしれないが、自分も以前はこういう女に対して厳しい見方をしてい

　　た人々の一員だった。今は後ろ指さされることもなく安心して稼れなさを享受してい

　　る他の人も、ちょっとしたことで自分と同じ立場になりうる。

⑥飢えをしのぐため必要に迫られて、望まない行動に駆られる。飢えているときに声を

　　かけられると、「必要はほどなく私の慎みと誇りをうちまかしてしまい」（142），　「も

　　う男を拒絶する意思の強さを失ってしまっている」。　（144）

⑦　女性との関係を手柄であるかのように思っている男性にたいして批判を述べる。男性

　　側は、何ら自慢できるような技巧をっかって女性を陥落させているのではなく、立場

　　上抵抗できない状況に追い込む手口を使っている下劣な人間（reptiles）である。

　　　男性たちは女性に言い寄るにあたって、豊かな想像力を使っているわけでも理性の

　　　力を使っているわけでもない。言い寄るテクニックも、お世辞の上手さも、優雅な

　　　物腰も、口のうまさも、虚栄心を満足させるにあたらない。…彼らは抵抗できない

　　　ひとに攻撃をしかけているだけである。（139）

⑧　社会復帰に強制力を必要とする者もいるであろうが、状況をちょっと変えてもらえれ

　　ば喜んでこの生活からのがれようと思う者もいるであろう。

⑨　自己認識はしっかりもっている。教えを蔑ろにした生活をしてはいるが、信仰を忘れ

　　たわけではない。自分の状況をしっかりと把握することができていて、罪の深さを知

　　っている。誘惑者が自分の信仰を断ち切ろうとする試みには必死で抵抗しており、心

　　を腐敗させない決意は堅い。

　　　　隠れ住んだところにもっていった本は、読むと自己嫌悪を強める類のものであっ

　　　　た。なぜなら、私は自分から進んで堕落へと身を沈めるほどにはおちぶれていな

　　　　かったし、自分の罪の大きさを自分の意識から隠し去ろうと努めるほど道をはず

　　　　れてはいなかったからである。（140）

　　　　彼は反宗教のアヘンで私の良心を眠らせようとし始めた。…　彼は自責の念にか

　　　　られてかえって信仰の錨を打ち切る人物である。（141）

　　そうであるので、救われる希望をもちつづけている。「私の母は私の究極の幸福のた

　　めに祈ってくれた。その祈りがかなえられると私は今でも望んでやまない。」（136）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「－z

このように、盗みをはたらき、酔っ払って暴れ、生きていくために売春し、乱れた手に負

えない生活をして、公共の秩序に反する女である「ミゼッラ」に関して、表面に現れる無

秩序はどうあれ、彼女は善悪を判断する意識を堅持して、信仰を失っていないこと、救わ

れる希望をもった真っ当な人間であることが強調される。また、②③④⑥を述べるときに

はとくに、自分の話しをしながら、これは自分に特異な孤立した事情であるわけではなく、

多くの同類の女性たちに当てはまることであると主張する。さらに⑤では、今は立場を異

にしていても誰もがそうなる危険性を共有しているのだということを、昔は自分も安全で

あると思っていたと言って示している。こうして他の多くの女性の事情が自分が示す類型
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にあてはまるものであることを「ミゼッラ」自身が印象づけながら話しを進めていく。そ

して、街の女を同情に値する存在として認めていく動きは一方で具体化して施設の形をと

り、また、人々の感受性に訴えてよく使われるモチー・・bフとなった。この類型は人々に受け

入れられて、フィクションや体験記の体裁をとる出版物で「不幸な女性」の境遇は多くの

要素を共有する。205実際、②に引用した部分は、文章表現の一字一句まで同じかたちで

『更生売春婦、あるいはあの慈善施設に最初に収容された悔俊者の物語』TheM∂gd∂ユenr

・r　HiS垣ry・f』mS亡Peηユ亡en亡τeσe」▽ed垣亡・亡力∂亡C力∂r工亡∂b」e　ASy加rn

（1780）に使われている。　　　　　　　　　　　、　　　　　’

　この文書のなかで、「ミゼッラ」は、フランスで実行されているという女性たちの植民地

への送り込みの例に倣って、ロンドンの女性たちにも機会を与えてくれさえしたら、立ち

直りに手間はほとんどかからないと訴える。彼女が求めるような、やましいところのない

平穏な生活取り戻すための手段は、国外ではなくて、国内で、それもロンドンで現実とな

った。彼女のような人々をもといた社会に帰そうという試みが、売春婦更生チャリティで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　iある。

4）更生施設

　イギリスで初めての試みとなる売春婦更生施設についてその概略をまず述べておこう。

（Pearce，　Nash参照）マグダレン・ハウス（後にマグダレン・ホスピタルと改称する）は、

1758年8月10日に慈善施設として開設されて、まず8人を受け入れた。この人数をみる

とさほど大がかりな施設ではないように感じられるが、その後100名程度の入居者をかか’

える規模を維持することになる。開設にむけての宣伝活動は、出版物を利用して効果的に

行われた。1758年3月に提案書，7月に計画書が出版されて、それまでに寄付を約3600

ポンド集めている。寄付した人々のなかには、貴族や著名な篤志家に混じって文化的著名
　　　　　　　　　　　　t
人の名前も見受けられ、文化・出版関連の人脈も巧みに使った（おそらくこの人たちの会

話や私信・出版物の筆の力も借りた）説得と資金集めがされたことが伺える。206開設以降

も、チヤペルでの説教が人気をよび、訪れる人々への直接の呼びかけだけでなく、説教を

出版してチャペルを訪れたことのない読者への訴えかけにも余念なく、この試みが意義の

あるものであることを印象づけ続けた。会長は代々男性が務めたが（1891年からはカンタ

205たとえば、Oliver　Goldsmithr　The　Deserted　Viユユ∂ge（1770）．またこの詩の

325－336行は、マグダレン・ホスピタルに以前に世話になっていたという女性、Mary　Smith

のために出版されたQbserv∂tions（1808）の表紙に添えられている。
206Duke　of　YOrk，　t二he　Earl　of　Hert二fOrd　（the　Presiden七），　JOnas　Hanway’　Ralph

Allen，　the　Earl　Of　Bute，　the　Countess　Of　Bu七e，　Lord　Chesterfield’　Thomas

She「idan，　HOacace　WalPole・Saunders　Welch、文学者関連では、　Ladyl　Bradshaigh

（RichardsOnの文通相手），Lady　Echlin（Lady　Bradshaigh’s　sister），Lady　Barbara
Montaqu（Sarah　ScOttの親友），　the　COuntess　of　pomfret（Sarah　Fieldingが作
品を献辞），Mrs　POynts（同じく）　Samuel　Richardson，、Mrs　Scott（小説家。

Elizabeth　MOntagu’s　sister）といった名前が見られる。・
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　　　　　　　　　　、　　　°

ベリ大司教）、1フ65年からシャーロット王妃をバトロネスとし、以後女性の王室関係者を

頂く施設になった。207計画書によれば、受け入れられるためには毎月第一木曜日に開か

れる委員会に申請することが求められ、委員会が適当と認めたものが入所することができ

た。208運営の方針には、収容する人数をコントロー一一・ルし、ひとりひとりに対するケアを

充実させて、ある程度以上の成功の実績をあげる意図がみえる。そんなわけで毎弓20人か

ら30人の申し込みがあったようであるが、受け入れられる数は限られた。妊娠している者、

性病をもっている者については、それぞれ目的を特化した施設がロンドンには既に創設さ

れていたので、そのような者たちは対象からはずされた。収容者の年齢はだいたい15歳か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒら20歳くらいの若い女性を主とした。施設内では、独房ではない集団生活であったが、規

則正しい生活や労働が重視され、外部との通信の制限される監視施設の一種であった。し

かし、篤志家の寄付に依存する組織であり、規律や罰則よりも、純粋に人道的善意の意図

を実現させる工夫が随所に現れるよう整えられた。そこで教えられたのは、社会にでてか

ら生きていくのに困らないための生計を立てる手段となりうる糸つむぎ、編み物、小物つ

くり、服を縫うといった繊細な技術を使う手仕事などであった。また、文盲の女性たちに

は字を教えた。このように、労働が重視されるといっても、罰としての重労働ではなく、

技能を身にっけさせるための訓練が採用された。退所後に向けての一般及び職業教育の場

207Magdalen－houseの慈善を作品中に登場させているHenry　Brooker　The　Fooユof
Qu∂ヱ1亡y；　oucr　亡he　His亡ory　of　Henry　E∂rヱ　of　More」∂nd／　E亡c　（Dublir1：　fOr　the

AutOr［sic］by　pillOn　chamberlaine，1765），▽ol．4，　chap　1（268－69ドでは、女
性はこの活動に同調しないであろうという記述がみられるが、実際の施設の寄付者にも訪問者に

も女性が多く含まれている。氏名がわかっている女性たちの他に、「匿名の女性」　’alady

unknOwn　Vからの寄付も多く、1762年の約760人の寄付者のリストでは、女性とわかる寄付者
は全体の2鵤程度である。

2081821年の出版物には、申請書の様式が添えられている。それによると、支面は以下のよう

に定まっており、申請者は、名前と年齢、出身教区を記入すればよかった：

’TO　t、he　Co㎜土ttee　of　the　Magdalen　Hosp⊥tal．

The　humbl・’ oetiti。n・f　　　　aged　　’year・，・f　the　Pari。h。f

in　the　COUnty　Of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Shewth，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐへ
That　your　PetitiOner　hath　been　guilty　of　such　miscOnduct，’as　renders　her

a　proper』objec七　〇f　the　prOt二ect二ion　Of　this　Charity：

Y。ur　P・titi・ner　i・”　truly・en・ible・f　her・ffence，　and’humbly　pray・that

she　may　be　admitted　into　this　House，　solemnly　promising　to　beha▽e　herself

　　　　　　　　　　　Ldecently　and　orderly，　and　tO　c◇nfOrm　to．all　the　rules　of　the　工nstitution：

　　　　　　　　　　　ノ
And　your　Pet二itiOnerr　as　in　duty　bOund，　shall　e▽er　pray。

N．B．　this　PetitiOn　is　gi▽en　qratis’tO　e▽ery　woman，　whether　recOmmepded　or
nOt二’　whO　apPlies　fOr’it　tO　the　Clerk，　a仁　the　HOspital，　in　S七．

GeOrgets－Fields㌦　　（By－L∂ws　∂nd　Regu2∂亡ions　of　the　M∂gd∂1en　HosPゴ亡∂ユ，

（LOndon：　1821），　appendix）t／
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としての認識があったのである。彼女たちの時間の使い方についての方針は・次のことか

らも垣間見ることができる。設立前には、洗濯仕事をやらせるのが良いという意見があっ

た。しかし、女性が就くことができる仕事のなかでも最も重労働でつらい洗濯仕事案は採

用されなかった。これが1790年ころに加えられるので・方針の転換があることになるが・

それでも後からできた類似の諸施設に比べると収容者の労働からあげる収入はマグダレ

ン．ホスピタルの場合かなり低いままで、他施設からの批判を受けるほど鷹揚であった。食

費をみてもマグダレン・ホスピタルは後続の諸施設よりも費用をかけており・日常生活で人

道的配慮を示すことを選んだこと、またそれを支える収入が寄付から十分に得られていた

ことがわかる。3年ほど施設にとどまり、結婚や仕事の口を見つけるとか・家族゜友人にひ

きとられていくなど「まっとうな」生活ができる術を得て女たちは社会に帰っていった・

施設の中で3年間素行良好で過ごし噛合・出納係りか会長・あるいは委員会のメンバー

による証明書が与えられた。また、退所後のフォローも用意されていた・職について1年

後、その職の主人が満足するような成果をあげている場合には2ギニー以下を与えること

が決められ、他に、委員会を納得させるかたちで結婚した者や商売で身を立てた者に・報

奨金を与えることがあった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　発表された数字を参考までに挙げておこう。1758年8．月から1762年3月11日までに

受け入れたのは391人、施設内にいる113人を除いた278人のうち38人はもとの友人の

もとへ。119人奉公人としての仕事についた。狂人となったもの’5人病気で他に移され

死亡。24人本人の希望で退所、16人病気治療のために病院に移されたが帰ってこなかった。

57人が素行不良のため退所を命じられる。1758年から1829年までに・5558人を受け入

れ、3808人が家族友人のもとへ帰るか仕事についている。（942人自分から出る・604人

退去を命じられる。104人狂人、ZOO死亡）。多少の上下はあるが・施設の目的を達したと

みなされる「家族友人のもとへ帰る、あるいは仕事につく」結果を得た者は・全体の6割

から7割を占めた。自分から望んで入所を申し込んだ者のなかから選考した上で受け入れ

た女性たちを母体とすることを考えると、この数字は必ずしも高いとは言えない・また上

に述べたように後続の諸施設よりも待遇が良かったことを考えると・自主的にであれ・強

制的であれ、退所した者の数は少ないとはいえない。しかし・発表されるときには必ずそ

れが満足を与える数字であることが言い添えられて、成功している慈善であると人々に印

象づけている。

　それでは、売春婦更生慈善施設設立にむけてのキャンペーンと・開設後に施設つきの牧

師にこそならなかったが、熱弁をふるって人々の涙をさそい財布のひもをゆるめさせたド

ッドの説教をみてこの施設の顕著な特徴を詳しく観察しよう・

マグダレン．ハウス計画案に添えられたロバート・ディングリー（Robert　Dingley’

d。、78、）をはじめとする協力者たち｝碗てた前書きは・こ嘩善は・体制の不備を識し

ている多くの人々の総意で創設されたものであるということをはじめに主張する・つまり・

これは、政治制度上の欠陥を補い社会を改善する気風が結晶したもので・時代が求める施



設、当然あってしかるべき施設だというのである。それに続く計画書でも改善すべき不備

の認識と、それに対処しようとする時代の積極性が再び述べられる。一般的に「この国の

気性は新しいものを喜ぶ」が、古い体制に欠陥があって政治的統制がいきとどいていない

現実を考えても、この慈善はなおさら意義をもつ。雇用機会が十分にあって、教区がうま

く機能していれば不幸な女性の居場所・就労場所が確保されて問題はおこらないはずであ

ると、人口の増加や移動に旧来の教区体制が順応しきれなくなってきていることが指摘さ

れる。209また、問題が生じた場合、立法・司法に関わる人々は、死や監禁の恐怖、重労

働、身体刑によって悪を監理しようとしているが、その方針は間違っているため、矯正院

は、「再生の館ではなく、腐敗の館」になっており、別の原理をもった新しい施設を時代が

求めているという。210この慈善は、そのような恐怖や辛苦で悪に対処するのではなくて、

彼女たちが社会の有用な人材となり’．彼女たち自身が幸福になることができるような対処

をして、両親や友人に温かく迎えてもらえるように導く新しいタイプの施設であるという

ことが誇らしげに主張される。後の時代になると、売春婦は病気を運んで国力を担う若者

の身体を弱め、しかも家庭の母となって新しい世代を立派に育てるこどもないので、国家

の疲弊を導くので、それを防ぐためにも彼女たちを更生させることに意義があるという議

論が強くなるのであるが、18世紀半ばのこの時点では、自分たちが維持してきている従来

のシステムでは飽和してあふれ出てしまった部分を受け止めて、自立できる幸福な個人と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
なることを促すことで社会改善への貢献ができると論じられる。

　社会の欠陥を補足するという目的を述べた後は、即座に慈善の対象になる人々に目をむ

けるようにと誘う。なぜなら、悪は姦淫の罪を犯す側にあり、その邪悪な人々（男性たち）

を罰することができないのであるから、善良な人々は、少なくともそれがもたらす結果を

救ってやっていいだろうというのだ。211男性側を責めることはできないという前提があっ

て、そこから話しを始めるのであるが、それで被害を被る女性の無力さを強調して、犠牲

者を救うのは当然の行為であると説得する。その犠牲者の把握のしかたにも非常に特徴が

ある。道徳的宗教的判断を伴わず、不遇で薄幸な現在の状況のみ示す「不幸な女性」と一

貫して彼女たちは呼ばれる。また、彼女たちを描写するときに使われるのは、何らかのも

のが付加されるか増長してしまったものという言い方である。たとえば、「不幸な女性たち・

2°gAPユ∂n　fOr　Est∂bユユshユnσ∂Ch∂ri亡y－HOu5e，　or　Ch∂rユ　tyh　ouses，　for

亡he　Recep亡ion　of　Repeη亡ユησPro5亡工亡u亡e5．　To　Be　C∂ユユed　亡力e　M∂gd∂ユeη

Ch∂ri　ty，　（London，　1758），　xxi，　xx．
210@sit　is　a　fac七　tOO　well　knOwn，　that　七he　abuse　of　houses　of　cOrrection　is

carried　to　that　pitch，　with　us，　as　to　render　them　hOuses　Of　corruptiOn，
not　of　refoacmationr（Pヱ∂n　xx▽－xx▽i）．
211 эt婦関連の慈善推進者のなかにあって、Martin　Madanはこの点に関して際立った議論

を展開した。彼が挙げた解決策は、一夫多妻制である。捨てられる女性を出さないよう、性的関

係をもった女性すべてを妻にすべきであってそれはキリスト教の教えに反しないと入念な議論

を展開した。彼はロック・ホスピタルで大きな影響力をもっていたのであるが、これを機にチャ

ペル付牧師の職を退いた。彼の議論は大胆であったがそれでも男性の行動を姦淫の罪にしない策

を提案するにとどまった。
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の心の美徳の種が育たないのは、勇定されずにいて繁茂してしまったせいで、豊かな実り

をもたらさない木のようなものである」どいうように、売春行為をして生活している間は

間違った方向に延びていってしまったが、それを是正して、正当な成長を促せば、善良で、

良識ある女性になれる、立派な実りをもたらすことができる。勇定を必要とする木々のよ

うに、余分に増長してしまった望ましくない部分を断ち切って除去することにより、再生

が可能であると考えている。

　　次にウィリアム・ドッド（William　Dodd，1729－1777）に目を移そう。彼は、マグダ

レン・ハウスのチャ！ミル付き公式の礼拝師（chaplain）にこそならなかったが、記念戸の

説教を度々とり行い、1761年には、理事会がその功を認めて年100ポンドを与えることを

決めたチャリティ成功の立役者のひとりである。212洒落者の「マカn二」牧師で、情熱

のこもった説教で聴衆を魅了し、「ドッドが説教、1300や1400ポンドの寄付がいちどき

た集まって献金皿はあふれんばかり」と評判だった。213特に女性の間で人気を博し、「女

性の聴衆の涙と現金を引き出す技にかけては天下一品」と評され、ホレス・ウォルポール

（Horace　WalpOle，1717－97）も彼の説教は、「みごとにフランス流でまことに雄弁で

心をうつ」と記録している。214

　そのドッドによる『マグダレンたちへの忠告』．（Advi・ce亡o亡he　M∂σd∂ユens出版

年不詳）でもこのチャリティの姿勢がよく顕れる。後の時代の説教と比較する上で、以下

の点が注目される。1）収容された女性たちに直接話しかけるかたちで書かれている。2）

どうして不幸に陥ったかということについては沈黙し、彼女たちが「失った評判、健康、

美徳を回復し」再生する手助けをすることに重点をおく（2）。3）それにあたってこの「家

族」のなかでは罪を罰する厳しさではなくて、勤勉を奨励する規律正しさがとられる。「勤

勉は真の宗教の真正なる果実であるから」である（3）。　4）キリストはだれをも見捨てな

いこと、彼女たちにも天国への導きがあると明言する。「この暖かい館にあなたたちの心を

導かれた神を称えよ。この館は、いわば楽園の門にあなたをみちびくもので、赦しと平穏

と永遠の喜びを指し示す。」ここにきたからには「天国はあなたの前に開かれている。」（10r

11）5）（彼女たちだけでなく共通して）キリスト教徒の生涯は、自分以外の敵とともに自

分の内なる敵との戦いであること、悲しいことに人間の本性は堕落していてそれが人間の

212 ﾞが説教で人気を博していた当時マグダレン・ハウスの己haplainのポストは、七he　Re▽・
，Jonathan　Ree▽es（i758・・一・17・64），　the　Rev　John　Debie（17・64・一一　1789）が占めた。彼は、，

1759、1760、1762、周年記念説教および1769年の移転記念の説教を行った。
213Gerald　Howson　and　william　L。1［．i．　D．　Dodd，　The　M∂σ∂ron2　P∂ve50h　．　A

Ltfe　of　the　Un　for亡tin∂te　Dr、　Dodd　（LOndon：　Hutch⊥nsonr　1973），　P．　43；

Stanユey　Nash，　”Socia］．　Attitudes　Towards　Prostitution　in　London　from
1752　to　1829”　（New　York　Uni▽ersityi　1980），　117．，
214Edward　Walfordr　Oユd∂nd　New　’London　：AN∂ucr∂tive　of工亡5　Hlstory’
工亡5Peopユe，’∂ndヱ亡5　Pユ∂σe5　（LOndon：Casse，ll，　n．d．）．r　p．　348；　Horace

Walpole，　Seユected　Let亡ers　of　Houc∂ce　況∂ユpoユe，　ed・　W・　S；　Lewis　（New

Ha▽en　＆　］16ndon：　Yale　University　Prcess，　1973）’r　pp．　83－5．
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悲しみの原因となっていること（9）。　6）彼女たちの落度は、（欠如、喪失ではなく）汚れ

であること（22）。

　慈善施設の創設を可能にし、それを成功に導くためには、対象の正当性と行為の価値を

明確にする必要があった。彼女たちが不幸な存在であって状況の打開が求められるという

ことだけでなく、社会の腐敗・悪を強調して、誰もが罪人であって同胞であること、その

腐敗した世の中にあってこそ弱者を救う行為は、社会にとっても個人にとっても必要な行

為であると説得することに推進者たちは腐心した。彼女たちが慈善の対象となるに値する

ことを示すにあたっては、当事者の非は最小化され、社会的罪悪の認識を共有することが

奨励された。開設前のGen　tユem∂n’5M∂g∂z加e（1751）では、「かわいそうな女たち」を

救うことは「慈善と慈愛を示す最も気高い行い」であることが指摘され、その理由として

運命のいたずらで悲運な状況におかれているだけで、人間の質としては同類であることが，

彼女たちを批判する側への皮肉をもって述べられる。「罪人のなかで、彼らの罪は最も非難

に値せず」、「彼女たちを無慈悲にも批判する人々は、美徳に関しては彼女たちに勝ってい

るわけではなく、単に運がよかったのである」と、正当な根拠なく他人を答めることの非

を指摘するのだ。（164）更には、繁栄しているかにみえて、腐敗は自分たちの側にある

ということが指摘される。実際、チャリティ関係者のなかには、特に金銭をめぐる腐敗、

不正行為を見答められて、善行の場を去ったものもいる。ロンドン・ロック・ホスピタルで

は横領が明らかになって初代の教会つき牧師が去り、二代目は職務遂行を怠って解雇され

た。マグダレン・ホスピタルでは、慈善に関心を集めた功績が非常に大きかったドッドが、

あろうことか処刑されている。クーパーが、「道徳的にだらしなく、虚栄のかたまり」であ

って、「金めあてで聖職をねらう野心にかられ」「自分の快楽とバトnンのプライドの奴隷」

と描写している牧師は、このドッドであると言われている。（COwper）派手な生活を好み

借金がかさんで、チューターとして教えたことのあったチェスターフィー一ルド伯（Phil工p

StanhOpe，5th　Earl　of　Chestenfield，1755－1815））“の署名を偽造して不正に4200

ポンドを得ようとしたとして、裁判の末、23，000人の署名を集めた請願も、ジョンソンの

嘆願も空しく、1777年に彼が絞首刑になったことは有名である。215

　フィクショ’ンを通じて女性たちの支持をうけ、実際に多くの女性たちと文通して、出版

の場でも私信の場でも、あるべき女性像をっくりあげるのに非常に影響力をもったと考え

られるリチャードソン（Samuel　Richardson，1689－1761）は、売春婦に非常に厳しい。

215 ｻの前年にペロー兄弟も同じく偽造で絞首刑になっており、ジョージ3世は、「ドッドを許

すとするとペロー兄弟の刑を減じなかった言い訳がたたない」と言ったといわれている。このペ

ロー兄弟と深い関わりをもち、そのうちのひとりの妻と名乗っていたラッド夫人は、知性と魅力

で有名で、ボズウエルは1776年に初めて訪ね、そして1785年から愛人としている。しかし、

1786年4月23日一緒にマグダレン・ホスピタルを訪ね、ハリソンの説教をきいたことをきっ

かけにして、ボズウエルは彼女と会わなくなった（Sarah　BakeweUr　The・Sm∂rt：The　Stoucy
。f　M・τσ・re亡C・r・ユエne　R・dd∂nd亡heσnf。血刀・亡e　Peruce∂u　Br・亡hers（L・nd°n：

ChattO　＆　Windus，　2001），　p．　278．）　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　・
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彼は、『サー・チャ・一一・一ルズ・グランデイソン』（sir　Ch∂rzes　Gr∂ndison，1’7・5・4出版）

のなかで、更生施設の有用性を宣伝し、実際のマグダレン・ハウスには寄付をし、施設宣伝

のためのフィクション『マグダレン・ハウスの悔俊者たちの物語一彼女たち自身が語って

いるものとして』「The　His亡ories．　of　Some　of　the　Penitents　in　theM∂gd∂」en－House

∂sSupposedわbe　Reユ∂ted　by　Th・emseユves　（1759）の印刷に一役かった人物である。

216 ﾆころが、彼の書いたものは、女性の道徳心を称揚して、そこからはみ出た者について、

容赦なく、差異化を強調する。たとえば、『パミラ』では、「放縦な売春婦」の行く末は・「き

っと永遠の地獄」と死んでも救われない売春婦を想定している。217

5）19世紀へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　向じように売春婦となった女性を拒絶する姿勢は、18世紀末から19世紀に強化され・

売春婦は救いから見放され絶望的に描かれるようになる：

　　「不幸な女」

後悔、苦痛、不名誉をひきずって

生きそいてもみじめなだけで、罪人の死がまっている

だれの扉も閉ざされて。’218

の

堕ちた女の罪は特異で、その罪によって彼女たちには社会的尽力の及ばないとこ

ろに身を置いている。ごく少数の例外を除いては、キリスト教徒の力も及ばない。

そして彼女たちが枠外におかれていることは、彼女たちが自分で認識しているだ

けではなくて、社会の一般的な、あるいは普遍的な是認も与えられている。そ（D

存在のすべてを冒す精神のライ病、社会の組織を汚すその病を病んでいるとみな

されて、あわれな堕ちた女は自分の罪の重みを背負って見放されて死んでいく。219

上の最後の引用は、なんと売春から女性を救うことを目的としたマグダレン・．ホスピタル

とは別の運動の主張の一部である。こめ後は「この私たちの組織が悪と戦おうと努めてい

るごく少数のケースを除いては。」と続く。ごく少数の場合についてはその運動が有効であ

216Samuel　Richardson，　The　His亡o’ry　of　Sir　C力∂rユe5　Gr∂nd150n・　τη　∂
Series　of工e亡亡er5　Pub」ished　fro1η　亡力e　Origin∂ユ5／　by　亡ゐe　Editouc　of

P∂meユ∂　∂nd　Cユ∂uciss∂　（LOndOn：　S．　RichardsOn，　1754），　▽ol．　4，　Letter，

：L8，　1’42－43’．

・・7Samuel　Richard，。ri，　P∂meユal　Oτ，　Vir加e　Rew∂rded．　ln∂Series・f

F∂miユi∂rエetters　frorn∂Be∂utifuユYounσD∂mseユ，亡・Her　P∂ucents
（LondOn：C．　RiV．ington；　J．　OsbOrn，　1741）プvol．2，　appendix，　p．．394．，

218The　su1σユde　Prosti亡ute．　A　Poe1η，、　（C’ambacidge：　Printed　by　Mary

Watson；　sOld　by　J．　DeightOn，，1805）．
・・9τhe　FiXS亡AnnU∂ユRep・r亡・f　the　Midnight　Mee亡inσ・M・vement　f・r亡力e

Rec・▽ery・f　F∂ユユen　W・men，（L・nd・n・」・E・Adlard’1861）’P・4・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sることを言ってはいるが、いかに自分たちが大きな害悪と戦っているかということを印象

づけるためとはいえ、あまりにも「堕ちた女」の罪は大きく立場は絶望的に描かれている。

これほどまでに絶望的でなくとも、たとえば『売春婦』という詩では、女は何度も後悔す

るがなかなか立ち直れない設定になっている。悔俊して父のもとに帰るときには、父は彼

女を許していたのだが、既に亡くなっている。頼れる肉親を失ったその後で、，彼女は途方

に暮れてロンドンに出てまた売春する。許しと悔俊がうまくかみあって幸せになれるよう

にはできていないのだ。220　　　　’

6）不幸な女と堕ちた女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　同じマグダレン・ホスピタルでの説教でも、19世紀半ばになると売春および売春婦の知

覚が大きく変化している。1844年の説教では、後悔して許されない罪はないと述べられて

はいるが、本当の後悔ができる人は少ないとの熱弁があった後、「大罪のなかでも最悪の罪」

である売春がいかに恐ろしい罪であるかということが強調される：

肉体と精神の両方に関してそはうにたくさんの腐敗の本質を含んでいるものは他

にあまりない。．．．一度でこんなに多くを失う罪が他にあろうか？堕ちた女ほど完全

に破滅的なもの、見捨てられたもの、拒絶されるもの、卑しいものが他にあろうか？

221

大罪であることを示す話は延々と続き、そのような女性がどんな立場にたっているか絶望

を誘う描写がされる：

処刑台の踏み台がはずされたようなものだ。彼女たちが後ろを振り向くと、越える

ことのできない溝がある。退路はすべて絶たれている。死へと急ぐよりほか何も残

された道はないようだ。222．

そして、施設での説教であるから、そのような大罪を犯して窮地に追い込まれてもここに

収容されて悔俊すれば再生することができるときっと最後には述べてくれるであろうと期

待するのだが、彼女たちが救われると｝ま決して言わず・説教をききにきている人々に寄付

を願って終わってしまう。ドッドの説教と対照させると、ドッドが直接女性たちに話しか

ける形をとっていたのに対し、ここでは神の偉大さに目をむけ一般的聴衆にむけて語って

22・The。philus　Perkin・，　The　Pr・5亡鋤亡e’∂P・em（Chepst・w’n・d・

量8畳：忌㌶ごrd　Manning，　Peη・亡e刀亡5∂ηd　5∂力亡5．　A　5e…Pre∂c力ed力

Beh∂ヱf。f亡heM∂σd∂ユeη耳・5P1亡∂ユ，∂亡5亡・Ge・rσe一ユn－the－Fエeユd5（L。nd°n：

Francis　and　John　Ri▽ington，　1844），　p．　17．

222工bid．　P．　19．
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いる。まるで施設に収容されて慈善の対象になっている当の本人たちからは目をそむけ、

彼女たちには関心がないかのようである。ドッドは再生に重点をおいていたが、ここでは

罪の大きさ、深さに焦点がある。そしてドッドの説教には織り込まれていた赦しの確約は

もはやここにはない。

　設立からちょうど100年経った1858年には、この施設でも慈善の対象となる人々を「堕

ちた女」と呼んでいる。また、売春婦更生慈善施設であることに変わりはなく、設立当初

の人々の意図と努力を称え、施設が行ってきたことの正当性を訴えて、更なる寄付を募る

のであるが、収容者に対するスタンスのとりかたの変化が確定したようにみられる。まず・

「不幸な女性」が「堕ちた女」となり1境遇の問題ではなくて、本人の問題が強調される・

100年前には何度も強調された誘惑の犠牲者であるというζとは言及されず、宗教的な教

えが欠如していたために、誘惑されてもいないのに堕落して悪徳の生活を送っていたと認

識されている。そのために、マグダレン・ホスピタル擁護のための文書でありながら、論調

がまったく異なり、随所で苦しい言い訳を必要としているようでさえある。彼女たちに再

生の望みはないという施設に対する反対意見があることをまず挙げているのであるが・た

いへん成功した慈善であると言われた100年の実績を背景に反駁しているとは思われない

ほど反対意見の方が強く書かれる。そして、勿論、神の恩恵を称える文脈なのであるが、

人間の道徳性に変化をもたらすことは人間の尽力では不可能であることを委員会はよく知

っているとまで述べる。また、堕落した本性を更生す6ことができないまま、施設を出て

行った女性が、自分の道徳的再生は不可能であったが、同類の女性にはマグダレン・ハウス

に入って更生することを勧めた例がある、と言って、数字上はこの女性は失敗例のひとつ

となってしまうであろうが、他の女性に良い影響を与えているので、実は成功だと主張す

るが、信じられないような稀有な例を挙げざるをえない無理があるようだ。223

　19世紀は慈善がさかんに行われた時代であり、売春婦もその対象となった。それについ

てものを書いている人々は、救済は可能であると主張しているのであるが、一般的な売春

婦観は、慈善を促進する信念とは相反して、再生不可能の烙印が押されているといってよ

いものとみられており、慈善促進の立場の文章でも上のように再生を極めて難しいものと

みている。「不幸な女」を再生させる慈善は成立したが、「堕ちた女」を再生させるロジッ

クには異質の展開が必要だった。たとえばディケンズ（Charles　Dickens，18i2－70）は

売春婦を同情をもって描くとともに、ジャーナリストとして、また社会改革推進家として

の立場から売春婦と慈善のジレンマを解決する策を考えている。彼のプランは人格を失っ

た売春婦観に従う一一方で、何とか抜け道を探ろうとしている・『嘆願』（’An　Appeal’）の

骨子は、女性たちに新しい人格を与えて、別の社会で生きていかせることを促進する助け

になる施設を作ること（イギリス社会への復帰は不可能だが、国外ならば可能）・および喪

rSpecial　Appeal　3－5．　同じパンフレットの8ページ以降では、設立と女性たちについて

これまでに随所でみられたのと同じ話しが繰り返され、そのためp．3で否定した誘惑がp．8

では大きな要因として取り上げられている。　　　　　　　　・
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失した自己をふと取り戻す瞬間があるであろうと想定すること、である。224ウラニア・コ

テッジは、一年間の準備期間を与えて、オーストラリアへの移民を目的とした。いっもの

自分からふっと離れて、自分の状況を把握できるような状態になることがあったら、その

ときに、ウラニア・コテッジにはいることを考えてほしいと書いている。このように、腐

敗した人格を矯正するのではなくて、自己を喪失した状態のものに、新たな自己を与える、

っまり、慈善は、人格を矯正し改革するのではなく、人格を新たに作り出す行為とな？た。

　これに比べると18世紀の「不幸な女」と慈善の関係は、複雑な工夫を要しないものであ

る。推進者たちは、腐敗しているのは周囲の社会のほうであって、女たちはその罠にはま

ってしまった犠牲者である、道徳的に特に劣った存在ではない、だから彼女たちを助けな

くてはいけない、彼女たちは勿論再生可能な存在である、というロジックで、慈善の試み

を正当化しようとした。先導していたのは、ディングリーやハンウエイ（Jonas　Hanwayr

（1712－86）といった成功した男性商人たちであって、その彼らが、自分たちも含めた社会

を構成する人々と売春婦たちとの共通点を強調して更生を促す立場をとった。腐敗と再生

について、売春婦の更生を最も容易にするような把握のしかたをしていたということをも

う一度指摘しなおしておこう。彼らにとって、ちょっと会話を楽しめるような女や、酒を

友として、窃盗をはたらき、ずる賢く世の中をわたっていく、それも一人孤立しているの

ではなくて群れて活動しているあばずれ女というのは、慈悲心をさそうのに都合のいいも

のではなかった。そこで大いに繰り返されたのは、かわいそうな無力な犠牲者の女性・そ

れも誰も身近に頼る人のいない孤立した存在である。このステレオタイプは、彼らが非常

に有効に利用した雑誌、書物の印刷物を通して、着実に浸透した。18世紀前半間でフィク

ションの世界にもよく登場するあばずれ女たちに似た活発な、ときに悪意をもったり悪意

を向けられる女たちは、いなくなったわけではなかったに違いないのに、すっかりなりを

ひそめるという事態に、社会的なネットワv－・一・・クや、印刷文化を通じて利用して、多くの賛

同者を集め、多額の寄付金を集めた慈善が吹聴し宣伝した売春婦観が影響していると考え

られるであろう。勿論、これは、この慈善を可能にした世の中の風潮「感受性の流行」の

大きな流れのなかで起こっていった変化である。同情の対象となっていくのと同時期に、

女性に特に道徳性を求める風潮、家庭の価値を重視する時勢によって、売春婦はかえって

立場を悪くし敗者になっていく。225そして、やがて無力で主体を失った存在、慈善にかか

わる側の人間とはまったく違った世界の人間として扱われるようになる。再生を促すため

の牽春婦観が、一般社会（男性？）との類似、同一性を強調していたのに対し、18世紀

末以降の、家庭の中の道徳の担い手としての女性、femininityから取り残された存在と

なって、家庭の天使になれなかった女性として、区別され溝が深まる。「不幸な女」を一般

社会に戻す橋を作る使命を担った慈善は、一方で慈善を施す側と受ける側の共通点を見出

224Charles　Dickens，　’「Goτ〕e　Ast工∂y’，　And　O亡her　P∂peucs　Fucon　Househoユd

Words，　ed．　Michael　Slater　（LOndOn：　」．M．　Dent，　1998），　PP・　503－5・

225Trumbach，　5ex　∂ηd　the　Gender　．Re▽oユution　，　PP・　131，　191・
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しながら、他方ではある特定のイメージを増長させて、画一化の一翼を担い、新たな女性

のカテゴリーを彫りだして、結局は分離の傾向に加担することにもなった。慈善の目的を

明確にして人々に訴えるためには、善意の対象は、限定され特定される必要があり、さら

にはそれが宣伝され、共有される必要があり、それが実現されたのだ。
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慈善関連キーワードリスト

annuity　年金、国王からの年金および一般パトロンからの年金

bawdy　hoU＄e　売春宿　　　”
bene▽olence善意、慈悲心

bene▽dlent　慈悲心に富んだ　　　　　　　　　　　　　　　・

や⊥9－bellied妊娠している　　　「・’

bilothel　売春宿

℃a垣ng　思いやりのある

charitable慈悲深い、慈善の
char工七y　』慈善　　　　・．

cbild　bearing・子の養育

cOmpassion’思いやり、憐iれみ　　・　”

corruptioh　腐敗・　　　　　　　　　・

filial．子としての、

g土▽ebirth　出産する’　、

gOod　deed・善そ了

9・。dness’善良さ・有徳　・　　・’、　　　　　・

Magda・enマグダラの司ア、・噸した売春婦

maiden　head　処女性

materna1　母親の

mate・・nity’ 齔ｫ
midw土fe　助産婦

nursing看護する．

patronパトロン
philanthropy　　慈善

pregnan己y妊娠’

prostitute売春婦

prostitution　売春

protecUon　擁i護、庇護　　　’　　　　．

・ensibility感受性、

street　Walker放浪者、．売春婦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
．s　u．bscriPゼion　予約購i読、寄附

U貝bOrn　おなかの中の、生まれていない、

W白nurse乳母
whore　売春婦
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